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足音を響かせてやって来た別れ




　窓の外から聞こえてくる騒がしいセミの鳴き声が、一瞬のうちにかき消される。クーラーで冷やされたアパートの一室にいるはずなのに、立たち川かわ里り帆ほは吸い込んだ息で喉も胸も焼けつくような気がした。

「黒くろ木き副社長と、これでお別れしてください。こちらは別れを約束する示談書になりますので、サインをお願いします」

　里帆と向かい合って座った成なる島しまはテーブルに分厚い封筒と一枚の紙を置き、彼女のほうへすべらせる。外はむせかえるほどの暑さだというのに、ブラックスーツにネクタイをきっちりと締め、顔色ひとつ変えずに里帆をじっと見た。

　くっきりとした二重まぶたの整った顔立ち。その成島の鋭い視線が里帆を射抜き、威圧感を覚える。

「これって……」

「手切れ金です」

　短いくせに、その威力は絶大。里帆は言葉を失った。

「立川さんもご承知の通り、副社長は二ヶ月後に社長に就任されます」

　副社長である黒木亮りょう介すけの秘書を務めている里帆は、当然ながら知っている。

　つまり成島は、黒木の身辺整理をしなければならないと言いたいのだろう。秘書との恋はスキャンダルだと。

「黒木副社長には、ふさわしいご令嬢との縁談も幾つか持ち上がっています」

　成島の言葉が胸を鋭く貫き、瞬間的に呼吸がうまくできなかった。

「副社長がアメリカ出張で不在の間に姿をくらましていただきたいと思います」

「えっ、いなくなれってこと、ですか……？」

　成島は涼しい顔をしてうなずいた。

「こちらですべて手配しますので、立川さんはなんの心配もいりません」

「ですが、仕事が」

　思わず食い下がる。仕事も投げ出せというのか。

「ご心配には及びません。替えの秘書は見つけてあります」

「そんな……」

　横暴な提案をしているような様子はまるでなし。成島はまるでロボットのように淡々と続けた。

「副社長の幸せを考えれば、立川さんがどういう選択をすれば最善なのかわかるのではないかと、社長はおっしゃっています」

　亮介の父親でもある社長の黒木隆りゅう一いちが、彼と里帆を別れさせようとしているのだ。

　成島は秘書室長であり、使者として里帆に会いにやって来たのだろう。

　隆一は本気だ。本気で亮介と里帆を別れさせようとしている。

　そう悟り、寒くもないのに体が震えだす。背中を伝う汗が、ひやりと冷たい。

　いつかこんな日がくるのは、どこかでわかっていた。

　ファッションやコスメはもちろん、アクセサリーに雑貨、インテリアなどの専門店が集まる商業施設を全国的に展開する『マリオスター』は、五期連続で営業収益日本小売業ナンバーワンを達成した企業である。グループの従業員は五十万人を超え、都心の一等地に自社ビルを構える一流企業。亮介はそこの副社長なのだ。

　身分違いの恋。そんなたとえがぴったりの恋だった。

「詳細は今夜追って連絡します。立川さんはそれまでに街を離れる準備を進めていてください」

「えっ……」

「この街は副社長の生活圏でもあるので、再会の恐れがあります」

　あまりにも唐突な命令だった。早々にここを出ていけと言う。

「こちらにサインをお願いします」

　成島は淡々とした様子で、先ほど里帆の目の前に置いた示談書を指差し、胸ポケットから取り出した万年筆をそっと置いた。

「ですが――」

「副社長の幸せは立川さんにかかっています」

　里帆の言葉を遮り、成島が静かに制する。ぶれずに発せられる彼の言葉から、里帆がなにを言っても、どうあがいても事態は変わらないのだと思い知らされた。別れ以外に里帆の選択肢はないのだと、その目が語っていた。

　観念して万年筆を持つ。手が震えて、どうにもならなかった。

「では、また夜にでも連絡します」

　スマートな動作で示談書をブリーフケースにしまった成島は、感情のない声色でそう言い立ち上がった。長身の彼から冷ややかな視線で見下ろされ、胸が苦しくなる。

　彼はポケットから取り出したハンカチで汗を拭う動作をしたが、本当にそんなものが流れているようには感じられない。まるで機械仕掛けで動いているようだった。

　里帆は力の入らない足を踏ん張って立ち上がり、玄関に向かった彼を呼び止める。

「成島室長、待ってください」

　声に精いっぱい力を込めた。成島が立ち止まり振り返る。

「これはいただけません」

　お金の入った封筒を彼に突き返す。

　こんなものをもらったら亮介との恋がすべて嘘になるから、それだけはしたくない。

　成島は封筒と里帆を交互に見やった。

「今後のためにも、もらっておいたほうがいいのではないですか？」

「いりません！」

　里帆は声を振り絞り、成島の胸に封筒を押しつけるように突き返した。

　一瞬の静寂がふたりを包む。

「でも彼には……副社長には私がお金を受け取ったと言ってください。喜んで受け取ったって」

　こんな形で別れて、彼に気持ちを残してほしくない。お金に目がくらむような女だったのだと思ってもらったほうがいい。せめて亮介には、振り向かずに前だけを向いてほしいから。未練は彼の邪魔になる。

　成島はもう一度封筒と里帆を見てから「わかりました」と受け取り、玄関から出ていった。

　苦しくて息ができず、胸がかきむしられるような痛みに襲われる。

　報われない恋だと知っていた。

　亮介は遠い存在。手の届かない人。そうわかっていた。

　ひとときの恋が終わりを告げる。その片割れも知らないうちに。

　里帆は成島が去った後も、静まり返った玄関からしばらく動けなかった。










いたずらな再会




『ベーカリー工房みなみ』に香ばしい匂いが立ち込める。こぢんまりとした店内に次々と焼き立てのパンが並び始めた。定番のメロンパンやクロワッサンはもちろん、ナッツやベリーがぎっしり詰まったパンなど種類も豊富だ。

　中でも一番の人気は、なんといっても食パン。ほどよいバターの風味が口いっぱいに広がり、ふわふわもちもちの食感がクセになる。

　朝八時のオープンと同時にお客が買い求め、真っ先に売り切れる商品である。

「里帆ちゃん、これも頼むよ」

　この店の店主である南みなみ幸ゆき則のりが里帆にパンののったトレーを手渡そうとすると、奥から出てきた妻の一いち子こがすかさず取り上げる。

「ちょっとあなた、里帆ちゃんにあまり重いものは持たせないでって言ってるでしょう？」

「おっとそうだよな。ごめんごめん、里帆ちゃん」

　白いコック帽をかぶった幸則は、褐色に焼けた顔を綻ばせた。

「いえっ、このくらい平気ですから」

　たいして重いものでもない。

　里帆は一子が抱えたトレーを受け取ろうとするが、彼女は「大事な時期なんだから甘えていいのよ」と優しく微笑む。

「そうだよ、里帆ちゃん。無理は禁物だ」

「ありがとうございます」

　優しい言葉に笑顔で答えた里帆は、まだそれほど目立たないおなかにそっと手をあてた。

「里帆ちゃんは、いてくれるだけで店がパッと華やかになるからさ。できることだけやってくれれば十分だよ」

「そうよ。すっかり看板娘だものね。里帆ちゃん目あてで、この頃若い男性のお客さんも多いし」

「そんなことないです」

　ふたりに向かって首を横に振る。

　それはお世辞にほかならず、余計な心配をしなくていいように気遣ってくれているのは里帆も十分わかっていた。だからこそ、せめて足手まといにならないように心がけ、常に笑顔を絶やさないようにしている。

　亮介のもとから姿をくらました半年前、行き着いたのは夏になると家族でよく訪れた街だった。懐かしい面影を探しながらあてもなくさまよっていた里帆は、この店の前で求人の貼り紙を見つけた。

　一も二もなく働かせてくださいと頭を下げた里帆を、快く受け入れてくれたのが南夫妻だ。それどころか住む場所にも困っていた里帆に、南が所有するアパートを格安で斡あっ旋せんするという手厚い処遇付きで。

　新しい命がおなかに宿っていると知ったのは、なんとか生活に慣れてきた三ヶ月後のこと。

　もちろん、産むべきかどうかさんざん迷った。人工中絶が可能な時期のギリギリまで悩み抜き、眠れない夜を幾つも数えた。

　でも、大好きな亮介との子どもをこの世から消すなんて、里帆ができるはずもない。なかなか思いきれずにいたが、最初から答えは決まっていたようなもの。ひとりで産み、育てていく覚悟をした。大事なものを失った里帆の大きな希望であり、なににも代えがたい宝物だ。

　現在は妊娠六ヶ月も後半に入り、つわりは治まっている。一般的には胎動も感じられる時期らしいが、里帆にはまだこれといった感覚はない。

　高校生の時に母親を、大学生の時に父親をそれぞれ病気で亡くした里帆には身内と呼べる人はおらず、今は幸則と一子が唯一の頼り。なにかと心細くなる妊娠中の里帆は、ふたりに甘えさせてもらっていた。

「いらっしゃいませー！」

　オープンと同時に客が訪れ始める。

　海辺の小さな街は、ベーカリー工房みなみが店を構える海岸通りが一番栄えている。里帆がここへやって来た半年前は夏だったため海水浴客も多く訪れていたが、今は地元の人がメイン。海岸通りの近辺にパン屋がないため、街の人たちに重宝されているようだ。

　赤いとんがり屋根で木の温もりにあふれた店は、遠くからでも目を引く。道路を挟んだ砂浜からも、その三角屋根はよく見えた。

　夫婦のほかには里帆ひとり。パートとして長く勤めていた女性が親の介護で働けなくなり、求人の貼り紙を出したその日のうちに里帆が飛び込むというグッドタイミングだった。

　それなのに働き始めて三ヶ月で妊娠に気づいた。辞めなくてはならないかも……と不安に襲われた里帆だったが、妊娠を打ち明けたときに心配する必要はないと励ましてくれたのは、ほかでもなくふたりだった。

　大柄で恰幅のいい幸則と、リスのようにかわいらしい顔立ちをした小柄な一子。でこぼこに見えるふたりは、高校時代の同級生カップルである。三十一歳のひとり息子がいるが、都内にある食品メーカーに勤めているため離れて暮らしている。

「里帆ちゃん、食パンまだあるかな」

　来店早々、常連客の四十代の女性が里帆に声をかける。

「いらっしゃいませ。はい、まだありますよ」

　平日の今日は土日に比べると売れ行きが緩やかだが、午後になればどんどん売り切れが出てくるだろう。

「あぁよかった。今日はちょっと出遅れたから、もうないかとヒヤヒヤしたわ」

　そう言いながら、女性客がトレーとトングを手にする。

「いつもありがとうございます」

「うちの人、みなみさんの食パンじゃないと食べないから」

「ありがとうございます。じつは私もここの食パンを知ってからは、ほかのを食べられなくなっちゃいました」

　つい話に食いつく。もちもちなのにふわふわした食感はどの食パンとも違い、一度食べたら忘れられないものになる。

「ふふふ。里帆ちゃんもなのね」

「はい」

　女性客は四枚切りのものをひとつトレーにのせ、ほかにもくるみパンやオレンジチーズパイを買って、ほくほく顔で帰っていった。

「里帆ちゃん、立っているのがつらかったら座ってもいいんだからね？」

　奥から一子が顔を覗のぞかせ、里帆に声をかける。

　レジカウンターの隅には里帆がいつでも座れるようにと、幸則がクッション付きの椅子を用意していた。

「ありがとうございます。そのときはそうさせてもらいますので」

　店内にお客がいるときは、できるだけ立っていたい。もともと接客が好きなため、それほど苦に感じることもないのだ。




　昼休憩を挟み、里帆が店に戻った午後二時過ぎ。ドアが開く音につられて里帆が顔を上げる。

「いらっしゃ――」

　言いかけた言葉をのみ込んだ。

　なにが起こっているのかわからない。夢でも見ているのかと疑いたくなった。

　そこに亮介が立っていたのだ。半年前、さよならの言葉もないままに別れた亮介が。

「里帆……？」

　驚きに目を見開いた彼の唇がゆっくりと動く。

　それとは対照的に、里帆の鼓動は猛スピードで加速していった。

　どうして彼がここに。

　思いがけない人物の登場が、里帆から冷静さを奪う。

　嘘。そんなはずは――。

　そう打ち消してみても、目の前にいるのは亮介以外の何者でもなかった。

　手足の長いすらっとした長身の彼が、ドアの近くで立ち止まる。

　薄まるはずもないのに、酸素濃度が低下した気がしてならない。呼吸は浅くなり、いくら吸っても空気が肺に届かない。

「ここにいたのか」

　心地のいいはずの低い声が、今は胸に鋭く突き刺さる。里帆はなにも返せないまま、握りしめた両手を胸の前で震わせた。

　意思の強さが現れた切れ長の目も、細く通った鼻筋も半年前と変わらないが、その瞳にはかすかに疑惑の色がにじんでいる。

　でも、それも当然だ。彼の目には付き合っていた頃の里帆ではなく、愛よりもお金を取った女として映っているはずだから。

「里帆ちゃん、どうかしたのー？」

　異変を察知したのか、奥から出てきた一子の声で絡まった視線が外れた。

「あ、いえ。なんでもないです」

　首を横に振って答え、笑顔でごまかす。わずかに唇の端が震えたのには、一子も気づかなかっただろう。

　亮介も一歩遅れてトレーとトングを手に取り、お客の姿に戻った。

　幾つかパンを選び、ぐるっと店内を一周する彼を横目で追う。ハイスピードで刻む鼓動は速度を保ったまま、彼が現れてからずっと里帆の胸を鳴らし続けていた。

　店内をひと通り回り、パンをのせたトレーを亮介がレジカウンターに置く。

　里帆はひとつずつビニールに詰め、大きな袋にまとめた。心臓の音が彼に聞こえやしないかと気が気でならない。

「千二百五十円になります」

　自分でもおかしいと思うくらいに声が上ずった。亮介が差し出したお金を受け取ろうとした里帆の手が小刻みに揺れる。

「……七百五十円のお返しです」

　顔も見られない。ただただ、指の長いきれいな彼の手を見つめた。

「ありがとう」

　おつりをしまった亮介が、ゆっくりとした動作でドアに向かう。

　里帆が「ありがとうございました」と言えたのは、彼が出ていった後だった。それも消え入るくらいに小さな声で。

　こわばっていた体から力が一気に抜け、ふらふらと椅子に座り込む。

「里帆ちゃん、大丈夫？　顔色が悪いわ」

「……大丈夫です。ちょっとした立ちくらみなので」

　心配そうに顔を覗き込んだ一子に、里帆は力なく笑った。

　どうしてここに亮介が。

　そんな疑問が頭の中をぐるぐると回る。

　この場所を知っている人は、成島以外に誰もいない。亮介の前から消えるように言った成島が、彼に教えるはずはないだろう。里帆は友人にすら知らせていないのだ。

　今日は平日。スーツ姿の亮介から考えても、仕事の途中に違いない。でも、この街にマリオスターの出店はない。それとも、新たな計画でもあるのだろうか。

　いくら頭を悩ませたところで、里帆と亮介の間にはもう、なんのつながりもないことに変わりはなかった。










出会いの軌跡




　一年四ヶ月前――。

　大学を卒業しマリオスターに就職した里帆は、三年半の店舗勤務の後、二十五歳で本社勤務となった。

　それも配属先は、マリオスターの女子社員の多くが憧れる秘書室である。室長以外は全員女性で、役員たちを陰で支える美女集団との呼び声が高い部署だ。しかも、容姿端麗で雲の上の存在として人気の高い副社長の秘書として。

　どうして自分がそんなところに異動になるのか、里帆は正直いまだに信じられない。きれいな二重のまぶただねと言われることはあっても取り立てて美人なわけでもなく、里帆は秘書室の女子社員の中でも浮いているように感じた。

　部署のみんなへの挨拶を終えた後、里帆は副社長室でこれから仕えることになる黒木亮介を待っていた。

　ダークブラウンで統一された部屋は、上質な応接セットのあるエレガントな空間。そのソファにちょこんと座り、里帆は緊張の面持ちだ。さっきから手を何度も組み替えては深呼吸を繰り返す。

　緩やかなウェーブのあるセミロングの髪をひとつに束ね、かっちりとしたグレーのスーツは異動前に提示された〝秘書のあるべきスタイル〟である。メイクアップについてもある程度の決まりがあり、基本のカラーや濃淡も指定されている。

　今朝、年長の秘書である川かわ内うち恭きょう子こから身だしなみについてのチェックがあり、里帆はなんとか合格点をもらえ、ひと安心といったところだ。

　ドアの開く気配がして、慌てて立ち上がる。そのまま亮介の顔も見ずに頭を下げた。

「立川里帆と申します。本日より副社長秘書としてこちらに異動となりました」

　ゆっくりと頭を戻して見た亮介は、どこか不満げな表情だ。

　ほかの秘書と比べて劣った容姿だと思われたか。里帆はヒヤッとせざるを得ない。

「成島、俺の話を聞いていなかったのか？　秘書は必要ないと何度言えばわかるんだ」

　秘書室長の成島にため息交じりで吐き捨てるように言う。

　里帆は呆気にとられてふたりを見た。里帆は、必要とされてここへ来たわけではないらしい。まさか副社長の亮介本人の了承を得られていないとは。

　成島は、それでも平静さを崩さない。怯まずに亮介を見つめ返した。

「ですが、スケジュール管理や来客への対応など、秘書がいたほうが業務もスムーズに進みます」

「アメリカにいたときも経営戦略室にいたときも、そんなものは特段必要としなかったんだ。だいたいスケジュール管理を自分でできない男が大勢の社員をまとめられるのか？」

　亮介は大学を卒業してからの三年間、ショッピングモールの最先端と言われるアメリカの大手企業で修業を積んでいる。二十五歳で帰国すると本社の経営戦略室室長に就任し、全国に散らばるマリオスター全店舗の統括責任者として手腕を発揮。六年間にわたり開発関連や経営数値全般に携わってきた。

　マリオスターの社長を継ぐべく、徹底的に帝王学を学んできたのだ。

　副社長に就任したのは三十一歳のとき。半年経った今も秘書をつけずにいる。運転手さえ煩わしいと、自ら車を運転することも多いらしい。

　冷静な成島でも目を白黒させ、亮介の異論に言葉を返せない。

　このままだと里帆はお役御免。憧れの秘書室に配属になったというのに職務を失うことになる。

「それは困ります！」

　心の声がそのまま里帆の口から飛び出した。

「私は黒木副社長の秘書として店舗から異動してきたんです。今さら必要ないと言われて、すごすごと退散するわけにはまいりません」

　異動の打診を受けた当初は自分には荷が重すぎると躊ちゅう躇ちょしたが、せっかくのチャンスを無駄にしたくないと、必死に秘書業務を事前学習したのだ。外部の研修にも積極的に自費で参加し、今日のこの日に備えてきた。

　それを今さらナシにされては、努力が無駄になってしまう。

　そんな思いからつい熱くなる里帆を前にして、ふたりの目が点になる。

「それに店舗の人たちにだって、『すごいじゃないの！　大出世ね！　活躍を期待しているわよ！』って送り出されたんです。故郷に錦を飾るじゃないですけど、大きな期待を背負ってここへ来たのに、必要ないからのひと言で帰されるなんて納得できません」

　そんな辱めを受けるなら、仕事を辞めたほうがマシだ。

　ここへきて里帆は追いつめられていた。

「そもそも秘書の必要、不必要は私には責任のない話です。副社長と室長の話し合いが、きちんとなされていなかったからではないでしょうか」

　副社長秘書として仕事をしないわけにはいかないという強迫観念が働き、口がすぎる。失言もいいところだ。ハッとして口もとを手で押さえても、一度出た言葉は戻らない。

「立川さん、なにを言ってるんですか！」

　成島の焦りは手に取るようにわかった。いつもクールでペースを崩さないのに、慌てるように里帆を叱責する。

　あぁ……なんてことを……！

　そう思っても後の祭り。副社長に盾突いた社員として干されるに違いない。店に戻るどころかクビだ。

「も、申し訳ありません！」

　急いで頭を下げて唇を噛みしめていると、クククという笑いをこらえたような声が降ってきた。

「俺にはっきり物申すとはおもしろい。いいだろう。秘書として認めようじゃないか」

　里帆はパッと顔を上げ、亮介を見る。

　どことなく愉快そうに切れ長の目を細めた亮介は、おもしろそうなおもちゃを見つけた子どものようだった。

　それでも予定通り秘書になれたのは間違いない。

「ありがとうございます！」

　里帆はぴょこんと弾むように頭を下げた。

　これでひとまず、古巣の店に恥をかかないで済む。

「ただし足手まといだと感じたら容赦なく切るからな」

　釘を刺されてドキッとしたものの、里帆は「はい！　精いっぱいやらせていただきます！」と元気よく答えた。




　二日目の朝、副社長秘書として里帆がまず取りかかったのは、亮介がこれまで作成管理してきたファイルの整理だ。

　というのも昨日、早速あった部長クラスとの打ち合わせで使う資料を、里帆がなかなか見つけられなかったからである。結局、亮介の手を煩わせてしまった。

　副社長関連のファイルは里帆のパソコンからもアクセスできる共有フォルダに保存されているが、その中には不規則にファイルが収められていた。

　これじゃ、どこをどう探したらいいのかわからないよね……。

　副社長応接室に隣接する執務室の一角に置かれた秘書デスクでモニターとにらめっこ中の里帆は、そばにコトッと音を立ててカップが置かれると驚いて顔を上げた。

「申し訳ありません！　副社長にコーヒーを淹れさせてしまうなんて……！」

　亮介はもう片方の手に自分用のカップも持っていた。

　恐れ多いのはもちろん、自分の気の利かなさにあきれる。仕事に夢中になっていたとはいえ、常に上司に気を配らなければならない秘書として落第だ。

「いや、自分の分を淹れるついでだ。これまでいつも自分でやっていたんだから、べつになんのことはない」

　あっさりとそう言うが、お茶やコーヒーを上司に淹れてもらうなんてとんでもない。

「これからは私がやりますから。遠慮なく、なんでもお申しつけください」

「オッケーオッケー。そんなに力むな。リラックスしろって」

　亮介が里帆の肩をトンと軽く叩く。

　そう言われて、自分の鼻息が荒くなっているのに気づき、ふっと力を抜いた。

　秘書として本社に異動してきて以降、里帆は絶えず緊張感の中にいる。気を抜くと大きな失敗をしそうで怖いのだ。

「……ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げる。精いっぱいやると言っておいて、口ばかりだと恥ずかしい。

「で、なにをやってる？」

　亮介はコーヒーをひと口飲んでからモニターを覗き込んだ。

「副社長のファイルを整理しようかと思いまして」

　里帆は幾つかのフォルダを表示させて、指で差した。

「できてると思うけど」

　どうやら自信があるらしい。亮介はどこができていないんだ？と不思議そうだ。

「ファイル名に統一性を持たせると、探しやすいかなと思うんです」

　今の状態だと同じファイル名の頭に〝最新〟とついていたり〝最終〟とついていたりして、どれが本当に新しいものなのか一見わかりづらい。

「更新日時を見ればわかるからいいんじゃないか？」

「たしかにそうかもしれませんが、検索しやすくしたほうが便利かなと」

　まずは、いらないファイルの削除から手をつけたほうがいいかもしれない。今だと同じようなタイトルのものが幾つかあり、どれが正しいものかあやふやだ。

「俺がわかればいいと思っていたけど、立川さんと共有するならルールはあったほうがいいな」

「はい。副社長の指示に応じて、私でもさっと見つけられるようにしたいです」

　昨日のような事態にはしたくない。

「そうだな。じゃ、その辺は立川さんにお願いするよ」

「お任せください！」

　快く任せてもらえたうれしさから元気よく胸を張る。それを見た亮介はクスッと小さく笑って、もう一度里帆の肩を優しく叩いた。

「コーヒー、冷めないうちに飲めよ」

「ありがとうございます」

　あたたかいカップを両手で持ち、自分のデスクに戻った亮介を斜め四十五度からそれとなく眺める。

　整えられた眉は知的なラインを描き、目もとは涼しげな切れ長。真っすぐに伸びた鼻梁は高貴な印象すらある。

　店にいた頃は遠くから姿を見かける程度だったが、並外れた容姿にはため息ものだとしみじみ思う。同僚たちが口を揃えて『素敵！』と、熱い視線を送っていたことを思い出した。

　経営戦略室の室長時代に手がけた新規出店の開発が軒並み成功を収めているのは有名な話で、副社長に就任してからも方々へ足を運んでいるらしい。

　ずいぶんとんでもないポジションに来ちゃったな……。

　端麗な顔に見とれながらそんなことを考えていると、不意に亮介の目が里帆のほうへ向けられた。急いで視線を逸そらしたものの、コンマ一秒ほど反応が遅れる。おかげでほんの一瞬だけ重なり、ものすごく気まずい。

　やだな。今の反応、あきらかにおかしいよね。

　焦っている里帆の視界の隅で、亮介が微笑む気配がした。




　正午を回った社員食堂には多くの社員が詰めかけ、にぎやかな声はエレベーターホールにまで響く。

　マリオスターの本社ビル三階に位置するそこは、フロア全体を使いゆったりとした造りになっており、社員がいっぺんに押しかけても満席ということがない。

　里帆が初めてここを訪れたのは、入社してすぐにあった新入社員研修のとき。テーブルごとに色の違うカラフルな椅子や、開放感のある大きな窓に感嘆のため息を漏らしたものだった。

「仕事はどう？　少しは慣れた？」

　丸テーブルの向かい合った席に座って早々、同期の岩いわ崎さき由ゆ佳かが尋ねる。

　彼女の前には今日の日替わりのナポリタンがあり、視線は早くもそちら。ぱっつん前髪のショートボブのサイドを耳にかけ、由佳は早速パスタをフォークにくるくると巻きつけた。

「ぜんっぜん。副社長のペースも掴めなくて」

　首を大きく横に振る。

　異動して一週間。売場でお客と接する店舗勤務とは当然ながら業務内容がまったく違い、戸惑うことが多い。

　前任者がいるわけではないため、仕事はまっさらの状態。ほかの役員についている先輩秘書に業務を教えてもらう部分はもちろんあるが、亮介に快適に過ごしてほしいため自分から積極的に仕事を探しにいく部分もある。

　彼はもともと自由奔放な性格のようで、いきなりのスケジュール変更や想定外の仕事が発生することが多い。これまで秘書をつけてこなかったせいもあるかもしれないが、基本的に何事もひとりで決めてしまう。とはいえ、秘書にいちいちお伺いを立てる必要もないだろうが。

「でも正直なところどうなの？　女子社員みんなの憧れの的のそばで仕事する気分は」

　由佳が興味津々といった様子で大きな目を見開く。

「どうって聞かれても……」

「ドキドキして仕事どころじゃないんじゃない？」

「そんな余裕はありません」

　おもしろがる由佳にきっぱりと返したものの、正直に言うとドキッとさせられることはある。

　なにしろあの容姿なのだ。デスクで考えごとをしていても、取引先と談笑していても、歩いているだけでも、とにかくなにをするにも様になるのだから。

「里帆が副社長の秘書だって公示されてから、どんな子？ってちょっとした騒ぎだったんだよ」

「……そうなの？」

　それは初耳だ。

「私たち、同期入社でしょ？　だから私に探りを入れてくる女子社員がいっぱい」

　里帆より一年早く本社勤務になった由佳は人事部所属。当然ながらどの部署よりも社員の情報には詳しい。同期入社と相まって、余計に聞かれたのかもしれない。

「今だって視線を感じない？」

　由佳が声をひそめる。

　そう言われてぐるっと見回してみれば、たしかにぱらぱらと女子社員たちと目が合った。

　思わず背筋を伸ばして姿勢を正す。

「……見られてる」

「でしょ？　黒木副社長の近くにいる女には、みんなピリピリするの」

「やだな。なんで私だったんだろう」

　ついぽろっと本音がこぼれる。

　本当に不思議でならない。ほかに適任者がいそうなものだ。

　望んでもいない異動のせいでマリオスターの女子社員を一気に敵に回した気がする。

「きっと、なんであの人なの？って思われてるよね」

「それは大丈夫。里帆、美人さんだから」

「どこがよーっ」

　小さい声で抗議すると、由佳はふふっと笑って肩をすくめた。




　里帆がランチから副社長室へ戻ると、亮介は「出かけるぞ」とハンガーにかけてあったジャケットを羽織った。

「えっ、外出されるんですか？」

　予定では、午後二時から人事部長との打ち合わせが入っている。来春入社する新入社員のオリエンテーション内容に関する確認だったはず。

「午前中に物件の案内があってね」

　いつも情報をくれる銀行から亮介に直接連絡が入ったという。現在、商業施設として営業しているモールが売りに出されそうだというのだ。それをすぐに見にいきたいらしい。

「ですが、午後は打ち合わせが」

「それならさっき昼飯を食べながらやったから」

「そうなんですか？」

　やっぱりいきなりだ。それなら知らせてくれればよかったのにと思わずにいられない。人事部長から事前に預かっている資料もあったのだ。

「ほら、行くぞ」

「私もですか!?」

　本当に唐突だ。

「秘書はそういうものじゃないのか？」

「……そう、ですね」

　言われてみればそうである。仕事中は上司と行動をともにするのが秘書の務めだ。

「すぐに準備します」

　里帆は素直に応じてパソコンをシャットダウンし、脇のキャビネットに入れてあるバッグを取り出した。

　亮介に続いて副社長室を出て、エレベーターに乗り込む。最上階の二十七階からノンストップで下りていく。

「副社長、スケジュールのことなのですが、できれば変更があったときには私にもお知らせいただけるとありがたいのですが……」

　里帆を通して連絡が入れば把握できるが、亮介の場合、これまでに秘書がいなかったため直で彼に電話がかかってくることも多い。そうなると亮介から教えてもらえない限り、里帆にはわからないのだ。

　亮介はなんでもひとりでこなしてきたから、それをなんとも思わないのだろう。

「そうだな。悪かった」

「あ、いえ、こちらこそすみません」

　あっさり素直に謝られると、心地が悪い。

「今後について車で打ち合わせしようか」

「よろしくお願いします」

　里帆が頭を下げたところで一階に到着した。

　先に亮介が連絡を入れてあったらしく、エントランス前には役員ならば誰でも使える車がつけられている。そういった連絡系統も任せてもらえるようにお願いしようと考えているうちに、運転手が降り立ち後部座席のドアを開けた。

　亮介に続いて里帆も乗り込む。高級車ならではの黒いレザーシートはほどよい張りがあって、座り心地がとてもいい。

「立川さん、スマホ出して」

「私のですか？」

「もちろん」

　バッグのサイドポケットに入れたスマートフォンを取り出す。業務用として会社から支給されたものだ。

「そこにスケジュール管理のアプリが入ってるだろう？」

　亮介が里帆の手もとを覗き込む。

「えーっと……はい、あります」

　まだ使い慣れていないため、画面の上で指先が迷う。

　手帳が描かれたアイコンをタップすると、カレンダーが表示された。月次、日次、時間単位で入力・管理ができるようになっている。

「俺のスケジュールを立川さんも共有で書き込みできるようにするから、そこでお互いに確認していこう」

　なるほど。そんな使い方もできるのか。

「ありがとうございます」

　スマートフォンから目線を亮介に移すと、思いのほか近くに顔があった。他意がないのはわかっていても、パーソナルスペースに異性が入り込めばドキッとして当然。それが亮介のように恵まれた容姿で、みんなから羨望のまなざしで見つめられるような男性であればなおさらだ。

　里帆は不自然に目を逸らして、アプリの確認をしているふりをした。

　隣からふっと息が漏れたのが聞こえて、決まりが悪い。きっとなにを意識しているんだと思われただろう。

「そのアプリはパソコンとも同期が取れるから、どちらからでも常に最新の予定を見ることができる」

「そ、そうなんですね。では今後はこれで確認させていただきます」

「なるべく口頭でも立川さんに伝えるようにするよ」

「よろしくお願いします」

　スマートフォンを持ったまま頭を下げる。

「ただ前もって言っておくけど、いつものペースでつい忘れることもあると思うから、そのときはよろしく」

　亮介はそう言い、持参していたタブレットを取り出した。

　横目でチラッと見ると、どこかの店舗のサイトのようだ。マリオスターではないから、今向かっている商業施設なのかもしれない。早速下調べだろう。

　亮介は真剣な様子でタブレットに見入った。




　本社に異動になって二ヶ月。小売業にとって一年で最も忙しい十二月に入り、店舗も本社も慌ただしい時間が過ぎていく。

　最近ようやく仕事に慣れ、少しずつ行動に余裕が持てるようになった。

　出勤して副社長室の掃除を終えた里帆は、執務室にある亮介の椅子に座った。そうして部屋全体を見回し、快適な空間になっているか確かめるのが日課である。

　椅子の高さや背もたれの角度など、座り心地はどうか。清涼な空気か。亮介が出勤してくる前に最良の状態にしておく。

　それは、先輩秘書である恭子に指導された基本中の基本だ。

「よし、今日もオッケー」

　声に出してから立ち上がり、自分のパソコンから全店舗の前日の売上関連の数値を出力し、亮介のデスクに置いた。

　個店ごとの詳細な検証の場合はパソコン上で確認したほうがいいが、全店分を朝一で確認するときには紙ベースのほうが見やすい。

　里帆が自分のデスクに戻るとドアが開く。亮介の出勤だ。

「おはようございます」

「おはよう」

　今日もいつも同様、上質な仕立てのスーツには皺しわひとつない。社内にいるときの亮介は、ベストにワイシャツというのが通常のスタイルである。ジャケットを脱いでハンガーにかけると、ほのかにシトラスの香りがふわっとした。

　近づかないとわからないくらいのかすかな匂いが、里帆をドキッとさせる。

　――っと、いけない。

　仕事とは関係のないことに気を取られ、慌てて気持ちを立てなおした。

　いったん部屋を出て、コーヒーを淹れて戻る。亮介は意外にも甘党で、シュガーもミルクも入れるタイプだ。

「サンキュ」

　デスクに置いたコーヒーに亮介が早速口をつける。

「副社長、本日の予定について確認させていただいてもよろしいでしょうか」

　里帆はスマートフォンのスケジュールアプリを立ち上げ、開いたノートの上にのせた。亮介が手で〝どうぞ〟と合図を送るのを待ち、予定を読み上げる。

「十時より『テラーネーゼシステム』の和わ久く社長、十一時には『三みつ峰みね証しょう券けん』の平ひら井い支社長、どちらも年末のご挨拶でお越しになります。平井支社長とは昼食をご一緒にとのことでしたので、予約を取らせていただきました」

「どこのレストラン？」

　亮介が顔を上げて里帆を見る。

「中国料理の『栄えい森しん』です。前回、平井支社長がお越しになったときに中華料理がお好きだとおっしゃっていたので、そうさせていただいたんですが……。ほかの店をお取りなおしいたしますか？」

　亮介の反応が今ひとつのように感じて、言葉が重くなっていく。勝手に決めないで、事前に相談してみればよかったと後悔だ。

　平井が来社した際に書き留めておいたページを探して、パラパラとノートをめくる。

「いや。気が利くな、立川さん」

「……はい？」

　指を止めてまばたきを一回。亮介を見た。

「あまり考えていなかったから、行きあたりばったりで連れていくところだったよ」

「……よかった」

　思わずふぅと息を吐き、胸をなで下ろす。

「出すぎたことをしてしまったかと思いました」

「助かるよ。……そうだ、気が利くといえば、お歳暮」

　なにかを思い出したのか、亮介が指をパチンと鳴らす。目をパッと明るくさせた。

「はい、なにか……？」

　送り先を間違えたり、商品に不手際でもあったりしただろうかと不安になる。

　秘書になって二ヶ月。自信を持つにはまだほど遠い。

「中に直筆の手紙を入れたんだって？」

「ただお品を送るだけだと味気ないかなと思いまして」

　マリオスターの店舗へ出向いてギフトを選び、送る際に中に手書きでひと言添えたのだ。カタログから注文して送れば手間はないが、せっかくだから心も添えたい。

「何社かから、心のこもったお歳暮をいただいたって俺に直接電話が入ったよ。黒木副社長の秘書は素晴らしいって」

「本当ですか!?」

　うれしくて思わず表情を緩める。

　そんなことを言ってもらえるとは思いもしなかった。自分なりに亮介の役に立ちたくて、毎日ただがむしゃらにやってきただけ。特別な技能があるわけではない。

「秘書なんていらないって突っぱねてた過去の自分に言ってやりたいよ。なかなかいいものだって」

　亮介の言葉の一つひとつが里帆の心をぽんぽんと弾ませる。これで大丈夫かな、なにか間違っていないかなと手探りでやってきた仕事を評価してもらえ、これ以上の幸せはない。

「ありがとうございます！　またがんばっていきます！」

　里帆は満面の笑みで声を弾ませた。

「ところでそれは？」

　亮介が不意に里帆の手もとを指差す。

「……これですか？　ノートです」

「それはわかってる。なにを書いてるんだ？」

「あ、これは、これまで私がお会いしたお取引様の情報と言いますか、容姿の特徴とかご挨拶したときのちょっとした会話とか、そういうのを忘れないように書き留めています」

　もともと顔と名前を覚えるのが苦手なため、そうでもしないと忘れてしまう。

　顔写真を撮って貼りつけておきたいが、普通に考えてそれは無理。そうなると自分なりに言葉で書き残しておくしかない。

　次に会ったときにすぐに名前が出てくるように。ほんのひと言でもいいから、なにか気の利いた会話ができるように。そんな願いを込めて書いている。

　店舗に勤務していたときも手の平サイズのノートをポケットに忍ばせ、よく来店する客や会話をした客との記録を残していた。

　亮介の秘書になってからはそれだけでなく、各スケジュールの注意点や必要な書類なども重要なポイントだ。

「ちょっと見せて」

「えっ」

　戸惑っているうちに亮介は里帆からノートを取り上げた。

「へぇ、几帳面なんだな。字もきれいだ」

　ぺらぺらとページをめくり、亮介がつぶやく。

「いえ、そのようなことは」

　走り書きの部分もあるから、正直言うとほかの人に見せるのは恥ずかしい。

「文字にはその人の本質が出るって言うけど、本当にそうだな。俺の字は乱暴だし」

「えっ、そうですか？　私、副社長の書かれる字、とても好きです」

　そう言ってから、とんでもないことを口走った気がしてハッとする。文字を指して言っているつもりでも、〝好き〟という言葉が妙に気恥ずかしい。

　ところが変なところを気にしているのは里帆だけで、亮介はとくに気にも留めていなかった。意識しすぎでいたたまれない。

　でも事実、亮介の字は決して乱暴ではなく、少し右肩上がりの丁寧に書かれた文字である。

「で、この〝シュークリーム〟ってのは？」

　亮介が開いたノートの欄外を里帆に見せる。

「あっ、それは……！」

　見せられた瞬間、ドキッとした。

「シュークリームが食べたいなって思って、無意識に書いたもので……」

　消すのを忘れていたらしい。

　亮介はプハッと噴き出した。

「なるほど。突然シュークリームを食べたくなったのか」

「……はい」

　恥ずかしすぎて顔が真っ赤になる。亮介に食い意地の張った女だと思われたに違いない。

　ほかにもなにか走り書きがないかと、クスクス笑いながら探る亮介に手を伸ばす。

「返してくださいっ」

　なんとかノートを取り戻すと、亮介は「残念。また見せて」とおどけて笑った。










懐かしさが運ぶ痛み




　亮介がベーカリー工房みなみに思いがけず訪れた夜、里帆はベッドサイドの小さな引き出しからＢ５サイズのノートを取り出した。

　ぺらぺらとめくると、そこには取引先の役員の情報や注意事項などが細かく書き留められている。亮介の秘書をやっていたときのことがよみがえり、懐かしい想いとともに胸がきゅうっと縮まる気がした。

　里帆が海辺のこの街にやって来たのは、まだ夏真っ盛りの七月下旬。日焼けした海水浴客がそぞろ歩く道をあてもなく歩いた。

　新居が見つかったら連絡をするよう成島に言われていたため、荷物はキャリーバッグひとつ。後から残りの荷物を送ってくれる手はずになっていた。

　期限は亮介が海外出張から帰るまでの数日間。そのうちに住んでいたアパートから荷物まで引き払わなくてはならず、一刻の猶予もなかった。

　どうしてあっさり別れを承諾したんだろう。

　なんでこんなところをひとりで歩いているんだろう。

　絶望感に襲われる中、たまたま見つけたパン屋の求人。その場で店に飛び込み、幸運にもすぐに採用が決まり、アパートまで斡旋してもらえるという巡り合わせに感謝した。

　バスとトイレが別になった１Ｋの部屋は、里帆には十分なほど。最低限の荷物で始めた新生活は、南夫妻のおかげでなんとか成り立っている。

　とはいえ、これから出産を控えて不安でいっぱい。出産後の働けない間は、僅かな貯金でなんとかやりくりしていくしかなく、数ヶ月後の自分を考えると恐ろしくなる。

　それでもまだ、つわりが治まったからいい。吐き気ばかりで食べられない日が続いた時期には、もうこのまま人生が終わるのかもしれないと悲観的になったものだ。そのときに比べれば、幾分か気持ちも体も楽である。

　久しぶりに会った亮介は少し痩せたように見えたが、半年前と変わらず素敵だった。

　もう社長に就任したのかな。結婚の話はどうなっただろう。きっと良家の令嬢が、今は彼の隣にいるんだろうな。

　そう考えると胃の奥がキリキリと痛む。

　亮介とずっと付き合っていられるとは思っていなかった。もちろん結婚もそう。

　日本の小売企業最大手であるショッピングセンターを経営するトップが、両親を早くに亡くし、なんのうしろ盾もない里帆と結婚するはずはないのだから。いつか訪れるとわかっていた別れが、早くやって来ただけ。

　頭では理解しているのに、亮介の顔を久しぶりに見たせいか心が大きく惑う。

　逃げるようにしてここへ来てからの半年間、彼を想わない日はなかった。会いたくて会いたくて、恋心は募るばかりだった。

　そして今日。

　もう会えない。顔も見られないと思っていた亮介が、ふらりとみなみへ。

　彼の驚いた様子からは、里帆がそこにいるのを知らずにたまたまやって来たのがうかがえた。

　でも、もうきっと来ない。さよならも言わずにお金を取った女が、亮介の心にいつまでもいるはずはないから。

　過ぎ去ったはずの痛みが里帆の心に暗い影を落としたそのとき、おなかがかすかにピクッと動いた。

「……今の、もしかして胎動？」

　急いでおなかに手をあててみる。

　でも、単なる痙けい攣れんのような気がしなくもない。なにしろ初めてのため、わからないこと尽くし。もう一度感じられないかと期待を込めて待ってみたが、結局それきり動かなかった。




「それ、きっと胎動よ」

　翌日、病院で受けた健診でドクターの橋はし本もと伊い織おりはにっこりと微笑んだ。

　市内で唯一、産婦人科のある総合病院は、いつ来ても混雑している。

　順調だった生理が遅れ、もしかして妊娠かも？と疑ったときに、里帆がネットリサーチで見つけた病院だ。三十代後半の伊織は自身もふたりの出産経験があるそうで、心身ともに寄り添う診療で評判の女医らしい。

　化粧っ気はないものの美人の伊織は、肩までの髪をきっちりとひとつにまとめ、はきはきとしゃべる快活な女性だ。

　ここで妊娠の陽性判定を受けたときには少なからず取り乱した里帆だったが、伊織からゆっくり優しく説明を受け、何度か通ううちに冷静さを取り戻していった。

「やっぱり胎動ですか！」

　エコーによる診察を終え、椅子に座っていた里帆はおなかに手をあて、慈しむようにさすった。

　あれが胎動なんだ。そう思うと、ますますおなかの子が愛おしい。

「ここに来たばかりのときの立川さんが嘘みたいね」

「……はい？」

「どうしようってオロオロするばかりで。今はすっかり母親の顔だもの」

　伊織に言われ、里帆はそのときのことを思い返した。
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「人工中絶には反対の立場だけど、理想論だけで出産を選ぶべきではないわ。夫婦ふたりが揃っていたって、出産と育児はとても大変なものなの」

　陽性判定を受けて動揺する里帆から結婚の予定はないと聞いた伊織は、静かに淡々と言った。

「よく考えて、また来てちょうだい。でも人工中絶には期限もあるから、のんびりしないようにね」

　そのときの里帆は妊娠八週目。体の負担を考えれば十二週までにしたほうがいいと、伊織は言う。

　人工中絶する場合には相手の同意書が必要だと看護師に渡されたが、当然そんなものは用意できない。亮介に連絡を取るわけにはいかないのだ。それも子どもができたなんて、言えるはずもない。

　中絶を決断したときには、相手とは連絡が取れないと伊織に相談してみるしかないだろう。

　出産するか中絶するか。選択肢はふたつにひとつ。

　出産を選んだ場合、当然ながらシングルマザーとしてひとりで育てることになる。見ず知らずの土地で、頼りになる両親も亡くしている里帆には、そんな自信は持てなかった。

　しかもそのときの里帆は、亮介を失って心が一度折れたばかり。待合室で幸せな顔をして診察を待つプレママたちを見て、さらに気分は落ち込んだ。

　堕ろそうか。もうそれしかない。

　そう思う一方で、大好きな亮介との間に授かった赤ちゃんをこの世から消すことにためらいもあった。

　そうしているうちにつわりが始まり、追い打ちをかけるように体調が思わしくなくなっていく。

　働きだしたばかりなのに具合が悪くて休む日が増えたあるとき、一子に『もしかして里帆ちゃん、妊娠してる？』と鋭い指摘をされた。

　最初こそ否定していた里帆だったが、一子の目は欺けない。『じつは……』と打ち明ける以外になかった。どちらを選択するにしてもサポートするという一子の心強い言葉にも励まされ、少しずつ考えを固めていく。

　ところが、いざ出産を決意して病院を訪れると、伊織から厳しい話を聞かされた。

「本気で産むの？」

「……はい？」

「未婚で出産しても、きっとなんとかなるって思ってない？」

　まさにそうだった。

　妊娠中は体調面でいろいろな制限があるが、出産さえ越えればいつもの生活に戻れるだろうと。子育てをしながら店の仕事を続けてほしいと南夫妻から言われたのも大きい。

「そもそも出産は、健常児が生まれるとは限らないの。もしも障害を持った子どもを授かったとしたら？」

　そんなふうには考えてもみなかった。障害を持った子どもが生まれる可能性も一定の確率であると伊織に言われ、盲点を突かれた気分だ。

「たったひとりでそういう子どもを育てていける？　ううん、障害のあるなしに関係なく、この先ずっと立川さんひとりで育てられる？」

　優しい表情ながら辛辣な質問をされ、里帆は言葉に窮する。

「ごめんね。責めているわけじゃないの。ただ、自分ひとりで家計を支えて子ども育てるのは、そう簡単にこなせることじゃないのだけは覚悟しておいてほしいの」

　働き手はひとり。育児もひとり。三百六十五日がひとり尽くしなのだ。

　仕事をするには子どもの預け先が必要だし、病気になったときの対応も考えなくてはならない。

「立川さん、ご両親を亡くされているでしょう？　実家のサポートもなく完全にひとりで子育てをするとなると、かなり厳しい状況下に置かれるのは予想できるわ」

「……先生は、私に堕ろせとおっしゃるんですか？」

　もはやそう言われているようにしか聞こえない。

　唇がわななき、足と手が震える。

　何度も何度も悩み、やっと出した結論だった。それを伊織が覆そうとしているようにしか思えない。

「そうじゃないわ。落ち着いて、立川さん」

　伊織が冷静に里帆をなだめようとする。

「だって先生が……！　私、たくさん考えたんです。最初は堕ろすしかないって思っていました。父親がいないのをわかっていて産むのは、私のエゴじゃないかって」

　いくら知らせないとはいえ、亮介の承諾もなしに勝手に産んでいいのかと。

　さんざん悩んで、でも少しずつ考えが変わっていった。日を追うほどにおなかの子どもに愛着が芽生え、手離すなんて考えられないと。

「でも、やっぱり産みたいんです」

　少しずつ育っている命の芽を摘むなんて、里帆にはできない。

「経済的に困難を感じるケースが多いのも承知のうえで？」

「はい。仕事に復帰できるまでの蓄えは、なんとかあります。両親はいませんが、仕事先のご夫婦がサポートをしてくださるともおっしゃっていて。保育園もきちんと探します」

　伊織はふぅと息を吐き出すと、優しく微笑んだ。

「立川さんがそこまで考えているのならいいのよ。きっと大丈夫だろうってポジティブな考えを持つよりも、〝どんな状況でも乗り越えてみせる〟っていう覚悟のほうが必要なの。立川さんはそれがわかっているようね」

　伊織に、「ここの病院にも病児保育があるからパンフレットをあげるわね。応援するわ」と力強く言われた。
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　それからの里帆は、出産に向けてひたすら突き進む毎日だった。

　食べ物をあまり受けつけないつわりの時期を乗り越え、この頃は体重も少し戻りつつある。伊織に太りすぎは禁物だと注意されているため、里帆なりに食生活に気を使っている。

「今のところ順調に育っているけど、だからといって過信したらダメ。なにがあるかわからないのが妊娠だから。血液検査の結果もちょっと貧血気味だし」

　来院してすぐに採血した検査結果をパソコンで確認しながら、伊織はキーボードを叩いた。

「そのままでも大丈夫ですか？」

「そうねぇ……次回も貧血が改善されなかったら、鉄剤を飲みましょう。それまではなるべく食事から鉄分を摂れるようにしてみて」

　伊織の言葉にうなずき、看護師に見送られて診察室を出た。

　鉄分ならレバー？　ちょっと苦手だな……。でも背に腹は代えられない。がんばって食べてみよう。

　小さな決意を胸に病院を後にした。










残された者の憂い




　ほかに誰もいない社長室でひとり、亮介はデスクに両肘を突いて手を組み、気難しい表情を浮かべていた。

　ふらりと訪れたパン屋で里帆と再会したのは昨日。まさかあんな形で彼女と会うとは想像もしていなかった。

　里帆が姿を消してから半年。〝忽こつ然ぜんと〟という言葉がなによりもふさわしい、嘘のような消え方だった。

　アメリカ出張から帰ってみれば、アパートはもぬけの殻。スマートフォンは解約され、会社を退職していた。

　彼女が使っていたデスクからも痕跡が消え、ただそこに無機質な物体があるだけ。まるで最初から存在すらしていなかったよう。

　長い夢でも見ていたのか。

　そう思うくらいに跡形もなく里帆がいなくなった。

　父親の隆一から、『五百万円を目の前に積んだら、嬉々として受け取ったぞ。亮介、彼女はお前よりも金を取ったんだ』と聞かされたとき、月のない森にでも迷い込んだように目の前が真っ暗になった。

　そんな汚いやり方で自分と里帆を引き裂くとは。

　隆一に対する嫌悪感でいっぱいになると同時に、里帆に対しても戸惑いを覚えずにはいられなかった。

　彼女の気持ちは、金でカタがつく程度のものだったのか。生活のいっさいを捨ててまでも金が欲しかったのか。

　その答えを聞きたくて、あらゆる手を尽くして行方を探ったが見つけられなかった。

　隆一からしつこく結婚を打診されるようになったのは、里帆が秘書として本社へ異動して間もなくの頃。副社長就任の一年半後には社長に就任することが決まっており、なるべく早く身を固めるようにと再三にわたって言われていた。

　どこそこの令嬢だと紹介されたのも数知れず。だが、もともと結婚に対して興味の薄い亮介が、良家の娘をあてがわれて心を動かされるはずもない。

　そうこうしているうちに、秘書として懸命に職務をまっとうしようとする里帆が、気になっている自分に気がついた。

　素直で真面目なうえ、よく気が利く。自分の意見もきちんと言える強さも持ち合わせている里帆は、亮介の目に輝いて映った。初めて自分から欲しいと思う女性だったと言っても過言ではない。

　そうして手に入れた里帆が消え、昨日、再び亮介の前に。

　疑惑を拭い去れないまま、どうしたいのかと自問していたそのとき、社長室のドアがノックされる。入ってきたのは秘書室長の成島だった。

「五人分ほど用意してまいりました」

　そう言ってデスクにクリアファイルを広げる。出てきたのは、マリオスターの女子社員の顔写真が載った紹介文だ。

「この中からお選びになってはどうかと。本社内はもちろん、日本全国の店舗から選りすぐった社員ばかりです」

　亮介は憂鬱そうにため息をついて成島をぎろりとにらみ上げた。

「秘書はいらないと何度も言ってるだろ」

　スケジュール管理も情報管理も、里帆が秘書としてここへやって来る前まで自分でやっていたのだから。来客のときにはほかの役員の秘書に手を貸してもらえば、なんら問題ない。

　社長に就任してからのここ四ヶ月も、とくに業務に差し支えはなかったはずだ。

「ですが、やはりマリオスターの社長ともなれば、専属の秘書は対外的にも必要かと思います。こちらなんてどうでしょうか。現在は人事部に在籍しておりますが、秘書検もＣＢＳ検もクリアしている者です」

　成島が五枚の中から秘書検定一級、ＣＢＳ――国際秘書検定、いずれにも合格している人事部員のファイル一枚を取り出す。

　秘書室にいる社員はすでに役員付きの秘書のため、新たに探すとなれば本社内か店舗勤務の中からになる。

　亮介が副社長だったときに秘書として里帆を選んだのも成島だ。成島は、本社や日本全国の店舗を回り、容姿はもとより仕事ぶりを通じてその資質を見分ける。その目がたしかなのは里帆を見ればわかることだ。この五人の候補者も、おそらく素晴らしい人材なのだろう。――だが。

「必要ない」

　亮介は、広げられた写真付きの書類を適当にまとめて成島に突き返した。

　そばに女性を置くことに対するトラウマとでもいうのか。自分がそんなに弱い人間だとは思いもしなかった。

　いつからだっただろう。自分に近づいてくるのは、男女問わずたいがいが肩書きや地位目あてだと気づいたのは。

　大学を卒業してアメリカで修業していたときですら、日本企業の御曹司というだけでチヤホヤされた。隠していても、どこからか必ずそんな情報は漏れていく。

　それがわかっていたため、恋愛にのめり込むようなこともなかった。どこかでストッパーが働き、遊び感覚で楽しむ程度。一夜限りというのもあった。

　本当の恋愛を知らないまま、父親の選んだ相手と結婚するのだろう。漠然とそう考えていた。

　そんな亮介の前に現れたのが里帆だった。

　今になって思えば、秘書として紹介された初日から彼女に好意を抱いていたような気がする。副社長だった亮介に、臆せず意見する女性は初めてだったと言ってもいい。

　聡明で凛とした空気をまとう彼女が見せる気遣いや優しさに魅せられ、日に日に気になる存在になっていった。吸い寄せられるようにして心を奪われたと言ってもいいだろう。

　だが、それも束の間。結局、彼女もこれまでの女性たちと似たようなものだったらしい。目の前に金を積まれ、亮介ではなくそちらを選んだ。

　そんな苦い思いをしたというのに、亮介の心にはまだどこかで彼女を信じたい思いが少なからず存在している。

　一緒に過ごした十ヶ月が、自分に向けられた彼女の想いが嘘だったと思いたくない、もしくは、この自分が騙されるわけがないと思いたいだけなのかもしれない。

　本当に愚かだな。自分で自分が哀れに思えた。

「そういえば社長、昨日の視察はいかがでしたか？」

　成島が話題をガラッと変えた。

　昨日、亮介が里帆と再会した海辺の街へ行ったのは、新たな出店地として候補にあがった土地があったためだ。

　経営戦略室にいた頃には居抜き物件や新規物件をリサーチするなど開発を手がけることも多かったが、社長に就任してからは当然ながら遠のいていた。

　亮介のところに話がくるときには、社内の協議で採算が見込めると踏んだ物件のみ。稟議書に目を通し、押印する立場になったためである。印鑑を押す前には、もちろん現地へ赴くが。

「どうしてあの物件を俺に見させた？」

「とおっしゃいますと？」

　成島が目をまたたかせる。体を少し傾け、亮介を真っすぐ見た。

「……いや、なんでもない。気にしないでくれ」

　右手をひらりと振り、椅子の背もたれに体を預ける。肘掛けに両腕を置き、椅子を窓のほうへくるっと回転させた。

　海水浴以外に娯楽のない海辺の小さな街。そこにマリオスターの大型ショッピングモールを誘致したいと打診があり、亮介も一度現地に足を運んでみてはと勧めてきたのが成島だった。まだリサーチすらままならない段階。数値的根拠もない状態で、とりあえず見てみるだけでもと乗せられて行ったのが昨日だ。

　候補地に行けば、その土地の店を見て回るのは当然。時間帯に応じた車の流れ、街の様子、そういったものを肌で感じるのも大切になってくる。あのパン屋に足を踏み入れたのも、どういった種類のパンが売れ筋なのか見るためだった。

　ところがそこに思いがけず里帆がいたため、リサーチどころではなくなった。自分がどんなパンを手に取ったのかを知ったのは、自宅マンションに帰ってからだった。

　彼女が去って半年。金に目がくらんだ里帆を今さらどうしようというのか。亮介は自分で自分がわからない。

　ただ、彼女の口からしっかりと別れの理由を聞くまでは、半年前で止まったままの気持ちを吹っきることはできないと考えていた。

「社長、不躾ながら、ご再考をお願いいたします」

　成島はきれいに整えた先ほどの書類をもう一度亮介のデスクに置き、社長室を出ていった。










二度目の別れ




　午前七時半。キンと冷えた朝の空気は、やっぱりこの時期が一番澄んでいるように感じる。海が近く温暖なここは、一番寒くなる二月でもめったに雪が降らないそうだ。

「おはようございます」

　里帆がベーカリー工房みなみの裏口から入ると、香ばしい匂いに出迎えられる。

　――いい匂い。

　思わず胸いっぱいに吸い込み、幸せな気分になる。

　妊娠すると、いろいろな匂いを受けつけなくなる人が多いらしく、里帆もまさにそれにあてはまるのだが、なぜかパンの焼ける匂いだけは平気だ。とくに炊飯ジャーから立ち上る匂いがダメで、つわりの間は白米も受けつけなかった。みなみのパンで食いつないでいたと言っても過言ではない。

「里帆ちゃん、おはよう」

　幸則と一子が揃って顔を上げる。

「今日の体調はどう？」

「はい、大丈夫です」

　毎朝お決まりの確認から入り、濃茶色のエプロンを着けて店先の掃除を始めた。

「今朝も冷え込むわねー、里帆ちゃん」

「ほんとに。寒くてお布団から出るのがつらいですよね」

　道行く人たちと挨拶交じりに会話をしながら、せっせとオープン準備を進める。

　ここへ来てまだ半年だというのに、南夫妻はもちろん、近所の人たちも里帆をあたたかい気持ちで受け入れてくれていた。




　午後三時。一日の中でみなみが最も閑散とする時間帯である。閉店間際の四時半までは、お客がポツリポツリとしか来ない。

　その時間を利用して手書きのＰＯＰを作るのは里帆の仕事である。

　マリオスターの店舗にいた頃も、本社から送られてくる販促物のほかに自分で作ることがよくあった。パソコンで打ち出したものよりも味があっていいと、上司からの評判も上々だったものだ。

　そのパンの特徴やおすすめポイントを書き、カラフルに仕上げる。

「よし、これで完成っと」

　新作パンのトレーの前につけ、里帆が満足げにＰＯＰを眺めているとドアが開いた。

「いらっしゃいませ」

　言いながら振り返った里帆は、息を吸い込んで文字通り固まる。

　そこには亮介の姿があった。つかつかと歩み寄り、まばたきもできずにいる里帆の前に立つ。

　持っていたサインペンが里帆の手からスルッと落ち、床に跳ね返った。

「里帆、話がしたい」

　そんなことを言われるとは思いもせず、目を泳がせながらうつむいた。

「里帆」

　もう一度名前を呼ばれ、胸が詰まるように苦しい。どこか事務的で、付き合っていた頃の呼び方とは違っていた。里帆を憎んでいるだろうから、それも当然だろう。

「仕事中なので」

　そう言う以外にない。

「少しでいいんだ」

　亮介と今さらなにを話せばいいのか。

「……ほんと、ごめんなさい」

　力なく首を横に振り、唇を噛みしめる。

　そのとき不意におなかがピクッと動いた。無意識に手をあててそっとなでる。父親の登場に反応したわけではないだろうが、ドキッとさせられた。

「里帆ちゃん、試作品なんだけど、これ……ってどうかした？」

　一子が店内に現れ、亮介が一歩下がる。

「あ、いえ。……えっと、こちらもとてもおいしいからおすすめですよ」

　取り繕ったように目の前のパンを手で指す。咄嗟に商品紹介を装った。

「……そうですか。それじゃこれも買ってみます」

　亮介もそれに乗り、ほかに幾つかトレーにのせて会計を済ませた。去る間際に見せる笑顔は一子がいる手前だろう。

　普通の客として店を出ていく亮介の背中を見つめ、里帆は胸が締めつけられる思いだった。




　仕事を終え店を出て歩いていると、里帆は少し離れた道路脇に亮介の車が停まっているのを見つけた。

　咄嗟に来た道を引き返そうとしたそのとき。

「里帆！」

　車から降りた亮介が駆け寄ってくる。走ってその場から逃げたくても、今の里帆にはできない。亮介が目の前までやって来ても、足がすくんで歩きだすことすらできなかった。

「話をしよう」

「……話すことなんてないです」

「里帆には話す義務がある。俺はまだ、キミの口から別れの理由をきちんと聞いていない。なにも言わずに消えるのは、あまりにも身勝手じゃないか？」

　その通りだと里帆も思う。さよならも告げずに姿をくらますなんて、残された人にとってはもっともひどい仕打ちだ。

　でも、あのときの里帆には、それしかなかった。成島に言われた通り消える以外に。

「時間はそんなに取らせない。車で話そう」

　悪いのは全面的に里帆。掴まれた亮介の手を振りほどけず、言われるがまま車の助手席に乗り込んだ。

　彼がスーツではなく普段着なのを見て、今日が日曜日だと思い出す。土日休みの仕事から離れ、曜日感覚が麻ま痺ひしているみたいだ。

　亮介は黒いチェスターコートにテラコッタカラーのマフラーを巻いていた。相変わらず素敵で、見るのもつらい。

「元気にしてたのか？」

「……はい」

　ふたりの関係をひどい形で終わらせた里帆にとって、彼女の体を気遣う亮介の言葉を聞くのは耳が痛い。

「あれからずっとこの街に？」

　コクンとうなずいた。言葉が喉のずっと奥に張りついている感覚。ひと言も発することができない。

「聞きたいのはほかでもない」

　核心を突く質問の前ふりが、里帆に緊張を強いる。

「半年前、どうしてなにも言わずに俺の前から消えた？」

　横顔に亮介の刺さるような視線を感じ、そちらを見られない。うつむき加減の目線すら動かせず、ダッシュボードの下を見つめた。

　話す勇気をもらおうとおなかに手をあててみたが、期待も虚しく与えてくれそうにない。

「……里帆？」

　言葉を探して考えあぐねる里帆に亮介が声をかける。

「社長から……亮介さんのお父様からお話があったと思います。その通りの理由です」

　亮介が予定通り社長に就任していれば、現在の隆一は会長かもしれない。

　手切れ金と亮介を天秤にかけ、彼を切り捨てた。亮介はそう聞かされているはずだ。

「里帆の口から聞かせてほしい。はっきりとそう言ってくれ」

　人から聞かされるのではなく、本人の口から聞きたいという気持ちもわかる。なにも言わずに消えたのならなおさらだ。

　傷つけたのは里帆だから、その対価を支払わなくてはならない。――自分の傷を隠してでも。

　目線を上げ、亮介を見る。気持ちを強く持ち口を開いた。

「お金が欲しかったんです。ただそれだけ」

　両親を亡くしている里帆だからこそ、信ぴょう性があるだろう。

　愛よりも亮介よりも、お金だったのだと。

　きっぱりと言った途端、息が詰まるように苦しくなる。亮介につく嘘が、予想を遥かに超えた痛みを連れてきた。

　本当はお金なんか受け取っていない。全部嘘なの。

　そう言って、その胸に飛び込んでしまいたい。

　でも、それをしたらすべてが水の泡。輝かしい亮介の未来を汚すことになる。

　震える手をもう一方の手で押さえた。そうしなければ、亮介を欲してその手を伸ばしてしまうから。

「……わかった」

　亮介は小さい声でつぶやいた。

　一度ならず二度までも、大好きな彼を傷つけた瞬間だった。

　でもこれは、亮介が前を向いて歩くために必要なもの。そう自分に言い聞かせ、ドアを開ける。

「さようなら」

　声が震えていることに、どうか気づかないでと願うばかりだった。

　これで本当に終わり。亮介も、二度と会いにこないだろう。その事実が里帆の胸を締めつけた。

　車を降りてゆっくり歩きだす。

　本当の本当に終わっちゃった……。

　やるせない想いに襲われたそのとき、ふと目の前を白いものが横切った。

　嘘。雪……？

　空を見上げると細かい雪がチラチラと舞っている。雪はめったに降らないという街の空を、白いもので覆ってしまおうと雲が両手をめいっぱい広げているよう。

　亮介との再会もろとも消そうというのか。

　そういえば、亮介と気持ちが通じ合った夜にも雪が降っていたっけ。初めて彼を意識したのは、里帆の誕生日の前日だった。

　仕事以外でふたりきりで過ごした夜の思い出がよみがえった瞬間、視界がチカチカとして目が霞む。小雪がちらつくほど寒い夕暮れなのに、里帆の額には汗がにじんだ。

　突然襲ってきた目め眩まいをやり過ごそうとしたものの、立ち止まった里帆は動けなくなり、思わずその場にしゃがみ込んだ。

「里帆！」

　倒れて薄れゆく意識の片隅で亮介の声が聞こえたのは、きっと幻聴だろう。里帆の願望が聞かせた幻。

　里帆はゆっくりと目を閉じた。










無意識に少しずつ縮まる距離




　一年と少し前――。

　副社長である亮介の噂は、彼が経営戦略室長の時代から里帆もよく耳にしていた。

　二世というものは、とかくその資質を疑問視されるもの。二世が会社をつぶすなんていう話もよく聞く。ところが亮介は、それらを跳ね返すほど能力に長け、彼が社長に就任すればマリオスターはさらなる飛躍を遂げるだろうと目されていた。

　そのうえ類稀なる容姿の持ち主。彼が歩けば人は誰しも振り返り、その華麗な姿に羨望のまなざしを向ける。女性なら一度はお近づきになりたいと願う存在だ。

　亮介の秘書になったため里帆はそれを間近で感じる立場になり、妬みの対象になることも少なくない。たった今も、トイレの個室にいた里帆は自分の誹謗中傷を聞かされる被害に遭ったばかりだ。

『あんな冴えない人が副社長の秘書なんて、いまだに納得いかないわ』

『ほんと。あの人だったら私のほうがよっぽど美人だし』

　最初の頃には気にしていちいち落ち込んでいた容姿に関する悪口にも、この頃は慣れっこである。

「冴えない女で悪かったわねーだ」

　彼女たちの言葉を借り、空気に向かって悪態をつく。

「誰が冴えない女だって？」

　ヒールを鳴らして副社長室へ戻る途中にうしろからかけられた声に振り返ってみれば、それは亮介だった。おもしろそうにクククと笑い、肩を揺らしながら里帆の隣に並んで歩きだす。

「私です」

「立川さんが冴えない？」

「そうみたいです」

　癪には触るが、僻みだろうと思えばなんでもない。

「へぇ。だとしたらマリオスターにいる女子社員全員がそれ以下ってことか」

「なっ、なに言ってるんですか、副社長。そんなお世辞はやめてください」

　社交辞令だとわかっているのに、亮介に言われたという特別感が邪魔をする。

「お世辞？　そんなつもりはないよ。そんなのは苦手だしね」

「も、もうっ、からかわないでください」

　亮介を置いていこうと早足にしてすぐ、思い出したことがあり急ブレーキをかける。

「っと、急に止まるなよ」

　振り返ると、亮介は万歳するような格好でほんの少し前のめりになっていた。里帆にぶつかりそうになったのだろう。

「申し訳ありません。それより副社長、今日の午後六時半に入ったのはどういったお約束ですか？」

　先ほどスマートフォンで見たスケジュール表に、突然予定が入っていたのだ。今朝の時点ではなかったはず。

「立川さん、今夜空いてる？」

「私も同席でしょうか？」

「もちろん。キミがいなくちゃ始まらない」

　いったいどんな予定が入ったのかと、里帆が目をぱちくりとさせる。

「おいしいフレンチの店があるんだ。一緒にどう？」

　取引先との会食らしい。お相手も秘書が同行するのだろうか。

「どちら様をお連れするんですか？」

「どちら様って……立川里帆様？」

　亮介はおどけたように首をかしげた。

「……はい？」

「だから、俺とキミのふたり」

　亮介が自分と里帆を順番に指差し、にっこり笑う。

「……副社長と、私？　えっ、どうしてですか？」

「たまには秘書をねぎらわないとね。いつもあちこち気を使って疲れるだろう？　今夜は俺が立川さんをおもてなしするよ」

「そんなっ、お気遣いなさらないでください。あれこれと気を回すのは秘書の務めですから」

　里帆の言葉に亮介がムッとする。笑っていたのが嘘のように、目を鋭くさせた。

「それなら、部下をねぎらうのも上司の務めだ」

「ですが――」

「もちろん、迷惑だったら無理にとは言わないけど」

「いえ、そういうわけでは――」

「じゃあ決まりだ。行こう」

　なんとなく丸め込まれてしまい、里帆は再び歩きだした亮介の後を追いかけた。




　亮介に連れてこられた建物を前にして里帆が立ち止まる。

　すべてを視界に収めるのが難しいほど大きく立派なそれは、高級として名高いホテルである。ここに亮介の言うフレンチレストランがあるという。

「このホテルのレストランに行くんですか？　本気ですか？」

　きらびやかな光を放つエントランスを見て、里帆が尻込みする。

「なにを今さら」

「今さらって、こんな高級なところだなんて」

「ほらほら、ここで言い争ってたらカッコ悪いよ」

　亮介に言われてハッとする。ターコイズブルーの制服を着たドアマンが見ているのに気づき、急いで取り澄ました。

　その隙に亮介が里帆の腰に手を回したものだから、「きゃっ」なんて声が出る。それにもドアマンからチラッと視線を投げかけられ、慌てて口もとを押さえた。

　これがエスコートというものなのだろうか。亮介は里帆の腰に手を添えたままエントランスから入り、エレベーターへ向かう。その慣れた様子から、亮介がこのホテルによく来ているのがうかがえた。

　目に入る人みんながセレブのように見え、自分がこの場には不つり合いに思えてならない。里帆の着ているかっちりとしたグレーのスーツが、いかにも堅いイメージで垢あか抜けないせいかもしれない。

　それに比べて亮介は華麗な立ち居振る舞いで堂々としており、すれ違う人がみな彼を見ているのがわかった。里帆でもきっと、そうしてしまうだろう。

　こういう場所にくると、亮介との格の違いをまざまざと感じる。自分とは住む世界が別。そう思い知らされた。




「黒木様、いらっしゃいませ」

　黒づくめのスーツを着た男性スタッフが店先で出迎える。顔を見ただけで亮介だとわかるのだから、よく使う店なのかもしれない。壁面の看板には『クールブロン』とあった。

「隼はやとは？」

「社長でしたら、間もなくこちらかと。テーブルへご案内いたします」

　恭しく頭を下げ、スタッフが里帆たちを先導する。

「どなたかとお待ち合わせなんですか？」

　こっそり尋ねると、亮介は首を横に振った。

「この店のオーナーだよ。俺の大学時代の友人。今夜の予約もそいつに無理を言って取った」

「そんな無理に予約なんて」

　里帆をねぎらうためなのだとしたら、そんな必要はない。話しぶりから、なかなか入れない人気店なのだとわかる。案内されたテーブルは扉こそないけれど、周囲とは隔絶された場所にある半個室だった。黒いテーブルに黒い椅子のため、窓の外の夜景に溶けて見え、里帆は自分が空に浮かんでいるような感覚になる。

　亮介にメニューのチョイスはいっさいお任せし、スパークリングワインで乾杯していると「失礼します」とひとりの男性がやって来た。

　センスの光るダークグレーのスーツはあつらえたように体にフィットし、身のこなしも美しい。亮介のように背がすらっと高く、やわらかそうなパーマヘア。アーモンド形の目を優しく細めていた。

「いきなり電話してきたかと思えば予約を取らせろとは、ずいぶんと横暴な友人だな」

「たまにはそんなわがままを聞いてくれたっていいだろう？」

　楽しげに話すふたりは揃って華があり、テレビ越しにイケメン俳優でも見ている気になる。大学のときの友人だと言っていたが、きっと大学時代にはふたりともモテモテで困っただろうと想像できる。華やかな大学生活を送ったに違いない。

「それで、こちらは？」

　突然、その彼の目が里帆に向く。

「俺の秘書の立川里帆さん」

「立川と申します。いつも副社長にはお世話になっております」

　立ち上がり頭を下げた。

「こっちはさっきも話したけど、俺の大学時代の友人」

「霧きり生ゅう隼です」

　亮介の友人が名乗り、爽やかな笑顔を向ける。

「都内にフレンチレストランを幾つも展開してる、一応は社長だよ」

「一応は余計だ」

　すかさず隼が突っ込み、亮介の肩を叩いた。

「そうなんですか。とても素敵なお店ですね」

　いかにも高級そうなため、里帆では普段使いはできそうにない。ここぞという夜に使うにはもってこいだが、そんな夜が里帆に訪れる未来があるのかは微妙なところである。

「ありがとう。亮介の秘書なんて大変な仕事だろうけど我慢してやって」

「我慢ってなんだよ」

「わがままボンボン息子の秘書なんて、俺だったら絶対嫌だね」

「お前に言われたかない」

　遠慮なしの言い合いがおもしろくて、里帆はくすくす笑いだした。

　ふたりの視線がいっぺんに里帆に向く。

「……あ、ごめんなさい。おもしろくてつい。仲がよろしいんですね」

「お互いに言いたいことを言い合う、ただの悪友だよ」

「そうそう。こんなやつだけどよろしくね、里帆さん」

「おい、なれなれしいんだよ。俺だって名字呼びなんだぞ」

　再び始まった言い合いはとどまるところを知らない。楽しいふたりのやり取りに里帆の心も弾んだ。

　それから運ばれてきたコース料理は、どれも目に美しく味も抜群においしかった。食べ慣れないフレンチに戸惑いながらも、食後のコーヒーでほっとひと息ついた。

　そろそろお開きかな？というタイミングで店のスタッフが再び現れる。両手に持っているものを見て、目が点になった。里帆の幻覚でなければ、真っ白なデコレーションケーキだったのだ。それもホール。チョコレートで〝ハッピーバースデー里帆〟と書かれていた。

「えっ……？」

「明日、誕生日だろう？」

「そう、です……けど……」

　亮介の言う通り、明日は里帆の二十六歳の誕生日だ。思いがけないサプライズが里帆の胸を高鳴らせる。それも仕掛けたのは、誰もが憧れる亮介だ。

「誰かがお祝いしてくれるかもしれないから、明日じゃ無理だろう？」

「誰かって？」

「決まってるだろう。男だよ」

「そ、そんなのいません。っていうか、セクハラですよ、副社長」

　不意打ちで誕生日を祝ってもらった恥ずかしさと戸惑いを隠すために、軽い口ごたえをする。

　先ほどの隼とのやり取りを見たせいもあるかもしれない。ふたりのように友達ライクに言い返した。

「そうか、いないのか。それは悪かった」

　どこかご機嫌な様子で亮介が笑う。

　里帆はといえば、彼氏がいないのがそんなにおもしろいのかと不満だ。

「それじゃ明日も一緒に祝おうか」

「べつにそうしていただかなくても結構です」

　かわいげがないなと自分でも思う。素直に〝ありがとうございます〟と言えたら、もしかしてふたりの関係性にちょっとした変化が訪れるかもしれない。

　やだな、そんなのあるわけないじゃない。

　よこしまなことを考えた自分を即否定する。

　副社長である亮介が、自分とどうこうなるわけがない。単なる上司と部下だ。

　スタッフが切り分けたケーキはベリーのジャムが練り込まれ、ほどよい甘さで文字通りほっぺたが落ちるおいしさ。食べきれない分は箱に入れてお持ち帰り用にしてもらった。

　その晩、里帆が眠りにつく少し前。午前〇時を回ってすぐ、スマートフォンに亮介から〝誕生日おめでとう〟というメッセージが入った。

　誰よりも早いおめでとうに、里帆の心は揺さぶられたのだった。










傷ついたふたつの心




　ゆっくりと目を開けた里帆の目に見覚えのない部屋が映る。白い天井に白い壁、同じく白いカーテンが揺らめいている。

　懐かしい夢を見ていた。亮介に誕生日を祝ってもらった夜の、楽しい記憶。

　いっそ目覚めなければ、ずっと幸せな時間を過ごしていられたのにと思ってやまない。目線を動かした先に亮介を見つけ、瞬間的に過去に引き戻される。

「亮介さん……」

　半年前のように、つい愛しい呼び方で声をかけてしまった。その直後、あの頃とは違うと気づいて顔がこわばる。

「目、覚めたか」

「私……？」

　どうしてこんなところにいるのだろう。

　どうして亮介がそばに。

「俺と話した後、倒れたんだ。覚えてない？」

「あ……」

　そうだった。急に目眩に襲われて、そのまま意識を手離したらしい。

　亮介によると、ここは里帆が通院している市内の総合病院のようだ。

「迷惑をかけてごめんなさい。もう大丈夫ですから」

「そんなことより……」

　亮介の口がいきなり重くなる。

「おなかに子どもがいるって聞いたよ」

　これまで経験したこともないほどドックンと大きく心臓が弾んだ。

　土壇場で亮介にバレてしまった。

「……俺の」

「違いますっ」

　亮介の言葉を遮る。体を起こして大きな声を出した。

　彼の子どもだと知られるわけにはいかない。

「だってそれじゃ」

「本当に違うんです」

　亮介の未来を奪うのだけは絶対にしたくないのだ。

「本当に……違うの……」

　おなかを押さえ声を震わせる。

「里帆」

　亮介がそう名前を呼んだときだった。

　白いカーテンがシャーッと音を立てて開き、そこから一子が顔を覗かせる。

「里帆ちゃん、大丈夫!?」

　里帆の顔を見て、すぐさま駆け寄る。

「はい、ご心配をおかけしてすみません」

「いいのよ。ちょっと無理したのかしらね」

「いいえ、違うんです。健診でも貧血気味だって言われていたので」

　亮介はすばやく立ち上がり、一子に椅子を譲った。

「また来る」

　そう言い置き、カーテンの向こうへ消えていく。里帆はその姿が見えなくなっても、カーテンから目を離せなかった。

「ねぇ、里帆ちゃん、もしかしておなかの子の父親って……」

　一子は今ここにいた亮介がそうなのではないかと言いたいのだろう。

「彼がお店に電話をくれたのよ。ここに運ばれたって。さっきお店に来てくれてたでしょ？」

　一子の目が探るように里帆の目を見つめる。

「違います。さっきの方はたまたま通りがかっただけで」

　あくまでも見ず知らずの人だと貫き通す。明るく言ったつもりでも、嘘をついているうしろめたさから一子と目を合わせられない。

「……そう」

　一子はつぶやいたが、その顔は納得しているようには見えなかった。




　栄養剤の点滴を受け、鉄剤を処方された里帆には、再び日常が戻っていた。

　珍しく小雪が舞ったあの夜、薄っすらと白く染まった街は翌朝にはいつも通り。亮介が現れたのも、雪のように儚い出来事として通り過ぎていった。

「母さん、これはここでいいんだろう？」

「違うわよ。それはこっち」

　ベーカリー工房みなみに、いつもとは違うにぎやかな空気が流れる。

　南夫妻の息子、修しゅう太た朗ろうが来ているのだ。年度末を来月に控え、有給消化なのだとか。たまには実家を手伝おうということらしい。

「あ、里帆ちゃんはそこに座ってなよ」

　手を出そうとした里帆を制して、あちこち忙せわしなく動き回る。サラサラヘアをしたはっきりとした顔立ちの好青年で、人あたりがいい。

　会うのは正月以来二度目。それでも幸則や一子同様、里帆を優しく気遣う。

「もう安定期なので大丈夫なんですよ？」

「そうなのか？　そのわりにおなか、全然目立たないなぁ」

「でもきちんと育っていますので」

　二十六週に入り、胎動もより感じやすくなっている。先生によれば、子宮の位置によっては外側ではなく内側に膨らむタイプもいるらしい。おそらく里帆にはその傾向があるのだろう。大きくなっていないように見えて、体重は着実に増えつつある。

「なら安心。でも今日は俺もいるから、なんでも任せてよ」

　頼もしい助っ人に、素直に「それじゃ、遠慮なくお願いしちゃいますね」と返した。




　亮介が再び店に姿を現したのは、その日の閉店まであと少しというときだった。

　里帆に子どもがいると、亮介が知った日から三日。『また来る』と言い残していったため、心のどこかで心待ちにしていた里帆は自分が嫌になる。もう会うべきではないのに。

　また亮介の顔を見ることができたうれしさは、すぐに苦しみに変わっていく。

　亮介が、パンには目もくれず里帆へ一直線に足を進める。

「いらっしゃいま、せ……？」

　修太朗は不思議そうにその姿を目で追った。

「里帆、話したいから時間を取ってくれ」

「……この前は病院まで運んでくださって、ありがとうございました。お礼もきちんと――」

「里帆」

　急いで話をすり替えた里帆を亮介が遮る。

　修太朗は目を白黒させてふたりを見た。

「か、彼との子どもなんです！」

　里帆は近くにいた修太朗の腕を咄嗟に取り、そのまま自分のほうへ引き寄せる。

「え？」

　いきなりそうされた修太朗はよろけながら目を大きく見開いた。どういうこと？と言わんばかりの表情で里帆の横顔を見つめる。

「……そんなの信じろって？」

「本当なんです。ね？　修太朗さん」

　お願い否定しないで。

　祈りにも似た思いで修太朗に訴えかけると、彼は戸惑いながらも「えっ、あ、ええっと、そうなんですよ」と乗った。ぎこちなかったが、否定されるよりはいい。

　里帆は修太朗の腕を掴んだまま、亮介の目をじっと見た。逸らしたら負けだとわかっていても、今すぐ逃げ出したくなる。

　亮介は複雑な表情で軽いため息をついた。

「とにかくもう一度きちんと話がしたい。店を出て左にしばらく行ったところにあるカフェで待ってるから。じゃ」

　亮介は、里帆の返事も待たずに店から出ていってしまった。

　その場で動けずにいた里帆は、彼の姿が見えなくなってから脱力したようになる。修太朗から手を離すと、近くの椅子にへなへなと座り込んだ。

「里帆ちゃん、今のどういうこと？」

「ごめんなさい、修太朗さん」

　その場の流れで、関係のない修太朗を父親に仕立て上げるなんて身勝手としか言いようがない。

「ねぇ、里帆ちゃん、今の人、本当はおなかの子の父親なんでしょう？」

　店の奥にも騒ぎが聞こえたのだろう。一子が心配そうな顔をして出てきた。

　あんな状況を見せておいて、違うと言い逃れはできない。コクンとうなずいた。

「どんな事情があるのか知らないけど、真実を話したほうがいいんじゃないのか？」

「そうよ。彼、何度も店に足を運んでいるじゃない」

　修太朗と一子が揃って里帆を説得にかかる。

「……でも、そういうわけにはいかないんです」

　亮介には亮介の未来がある。彼にふさわしい女性と結婚して、マリオスターを引っ張っていかなければならない。それを邪魔するわけにはいかないのだ。

　ひとりで産むと決めたくせに、今さら〝あなたの子どもです〟なんて卑怯だ。

「だけど、ねぇ……」

　一子は修太朗に同意を求めるようにしたが、その後の言葉が続かないようだった。

「彼には知らせられないんです」

　想いを吐き出すように懇願する。絶対に言えない。

　うなだれた里帆の肩に一子が手を置く。

「里帆ちゃんがそこまで言うのならわかったわ。だけど、このまま彼を待たせておくわけにもいかないでしょ？　もう一度きちんと話してらっしゃい。修太朗を連れていくといいわ」

「えっ、俺も!?」

　修太朗は驚いて自分の胸を指差した。

「行ってあげなさい」

　一子に背中をトンと叩かれ、修太朗が前のめりになる。

「すみません、よろしくお願いします」

　里帆にまで頼まれ、「しょうがないなぁ。わかったよ」と渋々了承した。




　亮介の待つカフェまでゆっくり歩く。すっかり日は落ち、時折行き交う車のライトに照らされ、修太朗と里帆の影が長く伸びた。

「変なお願いをしてごめんなさい」

「それはいいんだけどさ……。ほんとにいいの？」

「……はい」

　ワンテンポ遅れて返事をすると、「今、一瞬ためらったな？」と修太朗に突っ込まれた。

「いえ、そういうんじゃなくて。本当にそれでいいんです」

　慌てて首を横に振って否定する。ずっと秘密のままでいい。ひとりきりで産んで育てていく決心はついている。

　修太朗は「なんかいまいち納得いかないなぁ」と首をひねりながら、到着したカフェのドアを開けた。

　ハワイをイメージした木目調の店は、冬のこの時期でも遠くからやって来るサーファーで賑わう。

　たとえどれだけの人がそこにいようと、里帆はすぐに亮介の姿を見つけてしまう。吸い寄せられるように視線が向かった先に、彼の背中が見えた。どことなく寂しげに見えて胸が痛い。

　里帆たちが近づいたことに足音で気づいたか、亮介が振り返りつつ顔を上げる。

「お待たせしました」

　修太朗に気づき、亮介の目がほんの少し険しくなった。

　彼の前にふたりで並んで座る。店員に修太朗の分のコーヒーと里帆のホットミルクを注文した後は、そのテーブルに静寂が訪れた。

　これ以上なにを話せばいいのかわからず、里帆はうつむいて膝の上に置いた自分の手を眺めるばかり。周りから聞こえる楽しげな声が、やけに遠くに感じた。

「里帆、本当のことを聞かせてほしい」

　静かに紡がれるひと言が心に突き刺さる。

　本当のことは絶対に言えない。里帆は嘘をつき通す以外にないのだ。

「……さっき話した通りです。おなかの子どもは、彼との間にできた子なんです」

　左に座った修太朗をチラッとだけ見て、再び顔を前に戻す。

「亮介さんと別れてこの街に来て、あの店で知り合った彼と。ね？」

　同意を求めて修太朗を見たのに、彼は難しそうに眉をひそめたまま。

　お願い、そうだと言って。

　そんな念を送っても、まったく意に介した様子はない。修太朗は運ばれてきたコーヒーカップを見つめて、口を真一文字に結んでいた。

「本当にそうなんですか？」

　亮介が修太朗に問いかける。

　異様な速さで鼓動が刻まれていく。修太朗の答えひとつで、すべてがふいになる。

　亮介を守りたくて、ここまでやってきたのだからそれを貫きたい。

　なにかを決意したかのように修太朗はぐっと顔を上げた。

「違います。俺は里帆ちゃんのおなかの子の父親じゃありません」

「えっ……」

　思わず絶句する。まさかの回答だった。

「里帆ちゃん、ごめん。やっぱりこんなのよくないよ。おなかの子どものためにも里帆ちゃん自身のためにも、きちんと彼と話すべきだ」

　修太朗の顔は真剣そのものだった。ここへ来るまでの間にきっと彼なりに悩み抜いた末の答えなのだろう。

　無責任に里帆の嘘に乗れない。そう判断したからこその決断に違いなかった。

「お名前も存じませんが、のこのこここへやって来てすみません。里帆ちゃんとしっかり話し合ってやってください」

　修太朗は鼓舞するかのように里帆の肩をトントンと二度叩き、店から出ていった。

　残された里帆たちの間に再び静寂が訪れる。

　どうしよう。どうしよう。どうしよう。

　里帆の頭の中にはそればかりがぐるぐると回った。

「里帆、俺とやりなおそう」

　亮介の言葉に心が大きく揺れる。

　ふたりで過ごした時間が幸せだったからこそ、その言葉は里帆にとって大きな誘惑。あの時のように亮介とまた一緒に。想像するだけで胸が震えた。

　――でも。

　里帆は懸命に首を横に振った。

　それはできない。

「どうして？」

　里帆は愛よりもお金を取った女として、亮介の記憶に刻まれているはず。彼がやりなおそうと言っているのは、子どもに対する責任感でしかない。

　そんなもので大好きな亮介を縛りつけるわけにはいかないから。

「亮介さんをもう……好きじゃないから……です」

　どうかその言葉で彼がホッとするように……。そう願う以外にない。

　里帆に対する気持ちが残っていない彼には、その言葉がなによりもプレゼントになるはずだから。子どもへの責任は果たさなくていい。

　ところが里帆の願いも虚しく、亮介はそこで引き下がらなかった。

「だからって、そういうわけにはいかない」

　マリオスターを背負って立つ男は、責任感も人並み外れているのかもしれない。

「本当に大丈夫ですから」

　もうこれで本当に終わりにしよう。

「……それじゃ、せめて認知だけでもさせてくれ」

　そうくるとは思いもしなかった。そこまで食い下がるのは想定外だ。でも、それもうなずくわけにはいかない。

　里帆は首を横に振った。

　そこでふと、彼をあきらめさせる最強のフレーズを思いつく。たぶんそれを言えば、亮介の慈愛に満ちた気持ちも急速に冷めていくだろう。

「お金でいいです」

「え？」

「お金で終わりにしてください」

　手切れ金を受け取った女だからこそ、妊娠もお金で解決する。

　それでいい。これできっぱりと亮介と決別できる。彼を解放してあげられる。

　強気で言ったくせに声が震えた。

　本音ではすがりつきたい自分がいて、油断すると顔を覗かせそうで気が気でない。この場を早く収めたいのに、これで亮介とは本当に最後だと思うと、里帆は自分から席を立てなかった。

「……わかった。後で成島から連絡させるから、支払い方法を指示してやってくれ。パン屋に電話を入れる」

　亮介の声から温度が消えた。顔は見られないが、きっと彼の目は今、軽蔑に満ちているだろうと推測できる。

　亮介が立ち上がり、伝票を掴む。里帆はその顔を最後まで見られなかった。










交差する想い




　一年前――。

「大阪って食べ物がおいしいところなんですね」

「だからといって食べすぎだろう」

　里帆は膨らんだおなかを押さえながら、クスクス笑う亮介の隣を歩く。

　食料品や衣料品はもちろん店舗設備に関するものなどを取り扱った、小売企業のための大規模な展示会が大阪であり、里帆も亮介に同行していた。

　せっかく大阪に来たのだから、ホテルの食事ではなく定番のお好み焼きやたこ焼きを味わいたいとの里帆の要望で、ふたりで堪能してからホテルに戻ったところだ。

「立川さんがあんなに食べるとは思いもしなかったよ。目の前のものがどんどんキミの口に吸い込まれていくから驚いた」

　吸い込まれていくというのは大げさだ。

「やだな、副社長。それじゃまるで私が食いしん坊みたい」

「実際そうだろう？」

　亮介がいたずらっ子のように微笑む。

「まぁ否定はできませんけど」

　少しだけ唇を尖とがらせつつ、里帆の目もとには笑みがにじんだ。

「明日はそんなに早い出発じゃないから、チェックアウトまでゆっくりするといい」

「ありがとうございます」

　フロントでチェックインを済ませ、別々の階で降りる。

　副社長の亮介はデラックスルーム。里帆は当然ながらスタンダードルームだ。

　シックな内装は落ち着きがあり、シングルとはいえそこそこの広さはある。市内でもグレードの高いホテルのため、十分快適に過ごせそうな部屋だった。

　カーテンを開けると眼下に色とりどりの光が散らばり、十階からの夜景が美しい。

　しばらくその景色を眺めていると、遠くの空が淡く光ったような気がした。

　……雷？

　じっと見ていると、もう一度ぼんやりと雲が光る。

　鳴り始めたら嫌だな……。

　里帆は、子どもの頃から雷が大の苦手だ。下校中にいきなり空が重苦しい色に変わったかと思えば雷が鳴り始め、見る見るうちにどしゃ降りの雨に見舞われたことがある。

　大きな太鼓を叩くような音は体の芯にまで響き、公園の遊具の下で雨宿りをする里帆の近くで落雷が発生した。運よく里帆はなんともなかったが、それ以来トラウマだ。

　そういえば今朝の天気予報で、空模様が不安定だと言っていたのを思い出す。地域によっては、季節外れの雷雲が現れるかもしれないとも。

「早くシャワー浴びて寝ちゃおう」

　カーテンを閉め、準備をしてバスルームにこもる。熱いシャワーを勢いよく頭から浴び、急いで出ると、重低音が遠くから聞こえた。

「やだ。どうしよう……」

　カーテンの隙間から恐る恐る外を覗く。その瞬間、夜空に閃光が走り、数秒後に先ほどよりも大きな音が轟とどろいた。

「きゃっ！」

　耳を塞ぎ、その場に小さくなる。立派なホテルだから停電はしないだろうが、バリバリと夜空をつんざくような破裂音がたまらない。心臓は早鐘を打ち、恐怖から体が震える。

　ひとりきりでいるのが耐えられなくなった里帆は、コートを羽織って部屋を出た。向かったのは、ほかでもなく亮介の部屋である。上司と部下だとか、すっぴんだとか言っていられない。とにかくひとりでいたくなかった。

　十五階にいる彼の部屋のインターフォンを押すと、シャワーを浴びたばかりだったらしくタオルで髪を拭いながら顔を覗かせた。

「どうしたんだ」

　目を丸くして里帆を見る。

「すみません、雷が――」

　里帆がそう言った瞬間、すさまじい音が鳴り響き、先ほど同様「きゃっ！」と小さく悲鳴を上げてうずくまった。

「もしかして雷が苦手とか？」

「……そうなんです」

　くぐもった声で答えた里帆の腕を亮介が掴んで立ち上がらせる。

「とにかく中においで」

　招き入れられると同時に雷がひと際大きな音を立てたものだから、里帆は咄嗟に亮介に抱きついた。

「すみません」

　口では謝るが、手は離せない。里帆がぎゅっとしがみついていると、亮介は困ったようにクスンと鼻を鳴らした。

「そうされるとここから動けないから、いったん離してくれないかな」

「そ、そうですよね」

　パッと離れた里帆の手を取り、亮介が指を絡ませた。誰かと手が触れ合っているだけでも安心感が違う。

　亮介は手を堅くつないだまま、里帆を部屋の中へ連れ立った。

　その部屋はデラックスだけあって、里帆がいた部屋の優に三倍はある。ソファセットも立派だし、ベッドサイズはダブルだ。

　里帆は三人掛けのソファに座らされ、その隣に亮介が腰を下ろす。

「そんなに怖い？」

「一番苦手なものなんです」

　顔を覗き込んだ亮介に、こくこくうなずきながら答えた。

　そうしている間にも容赦なく雷が唸るように鳴り、里帆を震え上がらせる。

　見かねた亮介はつないでいた手を引いて里帆を抱き寄せた。

　同じシャンプーの匂いがふわりと香る。亮介の温もりに触れ、雷への恐怖が薄らいでいくが、その分彼を強烈に意識してしまう。逞たくましい腕や胸板を感じて、今度は違う意味で胸が高鳴った。

「こんな夜更けに男の部屋にやって来て、何事もなく帰れると思う？」

　冗談とも本気ともつかない言葉を投げかけられ、鼓動が大きく弾む。

「す、すみません、あの……」

　身じろぎをしても、腕が外れる様子はない。

　亮介にそう言われて初めて、自分はとんでもない行動をしているのだと気づいた。

「ったく、なんの我慢大会だよ。好きな女の子をこうしているのに、自制が利く俺を褒めてくれ」

　あれだけ鳴っていた雷の音が耳に入らなくなる。切羽詰まったような声で言われてしまうと、ジョークに聞こえない。

　今、『好きな女の子』って言ったの？　好き？　……私を？

　亮介の放った言葉が、里帆の頭の中をぐるぐると駆け巡る。心臓は経験したこともないほどに早鐘を打っていた。

　亮介ほどのなんでも持っているような男が、自分を好きだなんてにわかには信じられない。

「いいか？　次にこんなことがあったら、これでは済まないと思え。今度はただでは帰さないからな」

　そう言って亮介の腕の力が強められる。

　思いもよらないことを言われ、なにも返せない。ただ高鳴る胸を持てあまして、亮介の腕に抱きしめられたのだった。




　亮介は、歩くスピードが人より速い。

　ただでさえ足が長いため、里帆はついていくのにひと苦労する。

「この後、午後三時から経理部長との打ち合わせが入っております」

　急きょ社長の隆一に呼び出され、同じフロアにある社長室で話を終えた亮介は、腕時計を確認してさらに足を速めた。

「あと二分か。よし急ごう」

　里帆が秘書になるまで自己管理していたためか、それとも性格的なものなのか、亮介は時間をきっちり守るタイプである。

　大阪出張の夜、亮介の腕の中にいた里帆は、雷が遠のいたのがわかった途端パッと離れ、『ありがとうございました！』と自分の部屋へ逃げるように戻った。

　あれから三日。亮介の里帆に対する態度は以前と変わらない。告白めいた言葉を使っておいてそれっきり。

　戸惑っているのは里帆のほうだけなのだ。気持ちを翻弄されるだけされ、ポーンと放っておかれている気分だ。

　あれはなんだったの？と疑いたくなる。

　対して里帆は亮介を意識して、副社長室に一緒にいるだけで心が落ち着かなくて仕方がない。笑顔を向けられるだけで鼓動が飛び跳ね、言葉を交わすだけで顔が猛烈に熱くなる。

　もうどうにもごまかせない。里帆は亮介を好きなのだ。

　あの夜はきっかけにすぎない。秘書として彼のそばにいるようになってから、恋心がじわりじわりと募っていくのはどこかで気づいていた。

　相手はマリオスターの副社長。気持ちを律しようと思ってもどうにも止まらない。亮介も少なからず自分を想ってくれていると知ったから余計だ。

「もうやだな……」

　心の声がつい口をつき、前を歩いていた亮介が「なにが嫌だって？」と足を止めて振り返った。

　なんて耳がいいのか。聞こえないくらいの小さな声だったのに。

　里帆も急ブレーキをかけたが、突然だったため惰性で亮介にぶつかりそうになる。

「あ、いえ、なんでもないです」

　そんなつぶやきまで拾わないでほしいと慌てて否定した。

「言いたいことがあるなら全部聞くから、俺の秘書が嫌になったなんて言うなよ？」

「秘書が嫌だなんて！」

　それは絶対にない。最初こそ戸惑いはあったが、今は有能な彼の仕事ぶりを近くで見られるポジションにいるのを誇りに思っている。

　ただ、自覚してしまったこの想いをどうしたらいいのかと持てあましているのだ。このままあやふやな状態は心地いい反面、もどかしい。

「それならよかったよ。立川さん以外は却下するつもりだから」

　仕事を評価してくれているのだろうと頭でわかっていても、その裏にある気持ちも勘繰って胸がドキンと音を立てる。おまけに顔まで赤くなるからたまらない。

　そんなに意識するなよと、亮介も思っているに違いない。里帆の反応がわかっているくせに、彼は里帆の頭をポンとひとなでした。

　爽やかな笑顔付きでそうするのは反則技もいいところ。これで好きのバロメーターが上がらない女子がいたら、ぜひとも会ってみたい。

　里帆は亮介が再び歩きだしても、しばらく動けなかった。




　二月も下旬の土曜日の午後。たまには自分へのご褒美をしようと由佳に誘われ、里帆はホテルのアフタヌーンティーに来ていた。

　そこは以前、亮介がサプライズで里帆のバースデーを祝ってくれたフレンチレストランのあるホテルだ。

　あの夜は気後れして入りにくくて仕方がなかったのに、今日はそれほどでもない。二度目だから雰囲気に少しは慣れたのか、それとも亮介と一緒じゃないからなのか。

　三階くらいまで吹き抜けになったロビーラウンジは、中庭に面した大きな窓があり抜群の開放感を味わえる。一人掛けのエレガントなソファに腰を下ろし、座り心地のよさに体を預けた。

「高級ホテルにいるってだけでご褒美だよね」

「ほんとだね」

　由佳の言葉に里帆がうなずいたタイミングで、三段のワゴンが運ばれてきた。

「わぁ、すごい素敵！」

　思わずふたりで歓声をあげる。

　ケーキやマカロン、色とりどりのスイーツはどれもかわいらしくデコレーションされており、種類も豊富。これでコーヒーや紅茶は飲み放題だとは、なんて顧客志向なのか。どれから食べようかと迷って目移りする。

「この前の大阪出張、副社長になにかおいしいものをごちそうになった？」

〝大阪〟と〝副社長〟のキーワードふたつで、里帆は簡単に動揺する。やましいことはないのに、まばたきは激しくなり目は泳いだ。

「あれっなに？　もしかして副社長となにかあった？」

　勘が冴えた人間じゃなくても、里帆の動揺ぶりを見ればそう感じて当然だろう。テーブルのワゴンが邪魔だったのか、由佳はそれをずらして身を乗り出した。

「なにもないよ！」

「えー？　なにもない人がそんなにうろたえる？　正直に話してごらん？」

　おもしろいネタを掴んだとばかりに由佳がニヤニヤする。

「ほんとだってばー。展示会に同行して、たこ焼きとお好み焼きをごちそうにはなったけど」

　これは本当だ。嘘はない。

「それだけであんなに慌てないでしょ」

　里帆の仕草をひとつも見逃すものかといった様子で、由佳はじっと彼女を見つめる。

「副社長を好きだって、里帆の顔に書いてあるよ」

「えぇっ!?」

　急いで両手で頬を隠してから、由佳の策略にかかったと気づいた。

　そんなの書いてあるわけがないのだ。あまりにもベタな罠に引っかかった自分が情けない。

　由佳はおなかを押さえてアハハと笑った。

「……由佳の意地悪」

　本当にひどいと、里帆は彼女に湿気を含んだ目を向ける。

「里帆がわかりやすすぎるの」

　そう言われるとドキッとする。もしも本当にわかりやすいのだとしたら、亮介にもこの気持ちはバレバレなのではないか。

「それで大阪でなにがあったの？」

　まだそこを突っ込む気らしい。由佳は里帆のほうへさらに顔を近づけた。

　大好きなスイーツそっちのけなのだから、由佳はきっと話を聞くまであきらめないだろう。

「……雷が鳴ってね」

　ポツリポツリと話しだす。

「雷？　うん、それで？」

「ホテルの部屋にひとりでいるのが怖くなっちゃって」

「あぁ、里帆、雷が大の苦手だもんね。……ちょっと待って。えっ、まさか副社長の部屋に行ったっていうの!?」

　そんなに驚かれると言い出しづらい。

「気が動転しちゃったの……」

「もしかして！」

　由佳が両手で自分の口もとを押さえる。これ以上ないほどに開いた目は、満月もびっくりの真ん丸だ。

　期待を込めた反応をされると、なにもなくても顔が赤くなってしまう。

「違うからね？　由佳が今想像したようなことにはなってないからね？」

　大慌てで訂正する。

「うっそー」

「嘘じゃないってば」

「私が想像したのとは違うとしても、なにかはあったんでしょう？」

　由佳はついさっき丸くしていた目を今度は細め、奥をキラッと光らせた。

　そこまで探りを入れられれば、里帆だって隠し通せない。

「……副社長に『なんの我慢大会だよ。好きな女の子をこうしているのに、自制が利く俺を褒めてくれ』って言われた」

「え？　え？　好きって、里帆を？」

　糸のように細かった由佳の目が徐々に大きくなっていく。

「わかんない」

「やだなによ、わかんないって」

　わからないものは、わからないのだ。

　大阪の夜には告白じみたことを言ったくせに、その後はこれまで通り。そうかと思えば、自分の秘書には里帆以外は却下だと言う。

　里帆は、おかしなほどに翻弄され通しなのだ。

「でも『こうしている』って、いったいなにしてたの？」

　そこは気にしてほしくなかった。スルーでよかったのに、由佳が鋭い質問を投げかける。

　里帆が言葉に詰まっていると、彼女の口角が三日月のようにぐっと上がった。

「怪しいなぁ、なにかいやらしいことでもしてたな」

「だ、だからしてないってば！　雷が怖くて、私が抱きついちゃっただけ」

「うわっ、大胆」

　由佳に言われなくても里帆だってわかっている。よく亮介に抱きつけたものだ。

「本当にそれだけなの」

「でもそうかぁ。副社長、里帆を好きなのかぁ」

「だからそれはよくわからないんだって」

　はっきり告白されたわけではない。

「でも、その言い方だと好きでしょ。両想いじゃないの」

「えっ？」

「里帆も好きなんでしょ？　冗談抜きで顔がそう言ってる」

　さっきまでからかうような口調だったのに、諭すように優しく言う。

　由佳に隠し事はきっと無理だ。

「……うん」

　素直に認めてうなずいた。

「じゃあ、里帆も自分の気持ちを伝えないとね」

「でも……」

　言ってもいいものなのかと悩ましい。

　仮にも相手はマリオスターの副社長。近い将来には社長を継ぐ立場だ。そんな恐れ多い人に、正直に告白してもいいのだろうか。

　だいたい、亮介が里帆を本当に好きな確証はない。亮介の言葉を聞き違えた可能性は捨てきれないし、里帆をからかっただけかもしれないのだから。

「あやふやな関係でいたら仕事しづらくない？」

「はっきりさせてもしづらいのは変わらない気がする」

　もしも振られたら、今後どんな顔をして亮介のそばにいたらいいのか。万が一にも恋人になれたとして、それでもやっぱりどんなふうに仕事をしたらいいのか。どちらにしても同じだ。

「精神衛生上よくない」

　由佳が断言する。何事も白黒はっきりさせたいタイプなのは知っていたけれど。

「とにかく私は伝えたほうがいいと思うよ」

「……そうかな」

「マリオスターの女子社員全員を敵に回すけどね」

「そんなこと言わないでー」

　里帆がすがりつくような真似をすると、由佳がふふふと笑う。

「さてと、里帆の恋愛成就を祈って、そろそろ食べようか」

　ガトーショコラをフォークで口に運んだ。




　由佳とアフタヌーンティーを楽しんで別れた後、里帆は自分のアパートとは逆方向の電車に乗っていた。向かうは亮介のマンション。彼に今の自分の気持ちを伝えるためだ。

　由佳には曖昧に返事をしたものの、里帆自身もこの想いの行方を知りたい。たとえ行き場を失ったとしても、自分をごまかしたり騙したりしたくなかった。

　週末のプライベートな時間のため、亮介は出かけて不在の可能性もあるだろう。でも、里帆は感情を抑えきれなかった。

　亮介のマンションへは、同行した外出先から忘れ物を取るために寄ったことがある。駅の改札を抜け、スマートフォンの地図アプリの指示に従う。

　ホテルでお茶をしていたときに広がっていた雲は、今も里帆の頭の上に居座っていた。日が落ちて気温はぐんと下がり、吐き出す息が白く煙る。

　それでも寒さを感じている余裕が里帆にはない。なにしろ、これから亮介に好きだと伝えにいくのだから。

　思えば自分から告白するのは初めてである。かといって告白されてばかりのバラ色だったわけではない。恋愛経験は大学生時代の一度きりで、どちらかといえばお粗末な経験数だ。

　二十六歳にして人生初の告白。緊張しないなんて無理だろう。

「あーどうしよう！　本当にできるのかな」

　ポツリとつぶやいた声が白い息とともに夜空に溶けていく。気温がどんどん下がっているように感じた。

　駅から歩くこと五分。地図アプリが目的地を指し示していた。

　顔を上げると、やけに大きなグレーの建物がそこにある。低層のハイグレードマンション、たしかに見覚えのある外観だ。エントランスのガラス扉からあたたかな光が漏れており、三段ほどある階段を上がると自動ドアが開いた。

「わわっ」

　たったそれだけで驚くのも、心が浮足立って仕方がないせい。

　大理石でできたピッカピカのフロアを進むと、インターフォンらしきものを発見した。そこにある扉はとても重厚で、この先へは簡単に通すものかという雰囲気を醸し出している。

　彼の部屋は三〇五。部屋を訪ねたこともないのに覚えているのは、前にそんな話になったときに里帆のルームナンバーと同じで驚いたためだ。もちろん里帆の住む部屋は、こんなに立派ではない。

　番号を押す指が震える。かじかんだせいだけでなく、すくんだ心と連動しているせいもあるだろう。

　ところが勇気を振り絞って押したにもかかわらず、なんの応答もない。

　いないのかな……。

　ためしにもう一度押してみても、やはり同じだった。

　きっとプライベートも約束でいっぱいなのだろう。亮介の都合も考えずにここまで来てしまったが、やはりいなかった。

　でも一大決心をして来たのだから、このまま帰りたくはない。何時に帰ってくるかわからないけれど待ってみよう。

　亮介が車で出かけているのだとしたら、地下駐車場から直接部屋に行くだろう。歩きでも車でも、確実に会うなら外で待つほうがいい。

　里帆はエントランスから出て、地下駐車場入口を見渡せるところに立った。

　時刻は午後六時。もしも彼が食事をして戻るとしたら、何時間か待つのも覚悟しなくてはならない。

　幸いにも里帆はアフタヌーンティーでおなかが満たされているため、空腹は感じない。そもそもそんなものを感じる余裕はないのかもしれないが。

　手袋をしていない手に〝はぁ〟と息を吹きかけながら、ひたすら待つ。つま先から立ち上ってくる寒さは、次第に里帆の体を冷やしていく。指先からは確実に感覚がなくなりつつあった。

　空気が刻一刻と冷え込んでいく中、はらりはらりと里帆の目の前を白いものが落ちていく。

「……え？　雪？」

　たしかに天気予報では今晩遅くから明け方にかけて雪が降るといっていたが、こんなに早くから降るとは。里帆が帰る時間帯には平気だろうと、雪対策をしていない。

　粉雪が、徐々に結晶の塊を大きくしていく。空を見上げると、真っ黒な空からいっせいに舞い降りたぼた雪が、街灯に照らされながら地面に次々と着地していく。

　きれいだなと思ったのは最初のうちだけ。頭や肩にも容赦なく舞い散る雪が、里帆を白く染めていく。せめて屋根のあるエントランスの下に逃げ込めばいいのだろうが、足が凍りついて動けなかった。

　どのくらいそうしていただろう。一台の車が里帆の目の前で止まった。

「……立川さん？」

　下がったパワーウインドウから聞こえてきたのは亮介の声だった。

　ペコッと小さく頭を下げる動きしか里帆にはできない。

「こんなところでどうした？　雪まみれじゃないか」

　亮介は急いで車から降りて駆け寄り、里帆に積もった雪を払った。

「なにかあった？　どうして電話してこなかったんだ」

「……すみません」

　冷えきっているため唇を動かしづらい。

「ともかく乗って」

　亮介は里帆をいったん助手席に乗せ、車を急発進させて地下駐車場にすべり込んだ。

　車を降り、亮介に肩を抱かれながらセキュリティを何度か抜ける。部屋のフロアまで一気にエレベーターで上がり、彼の部屋にたどり着いた。リビングと思われる広い部屋に通された里帆は、ソファに腰掛け亮介に頭と体を拭かれる。

「なにがあった？　体中こんなに冷やして。ここなんて真っ赤じゃないか」

　頬に触れた亮介の手が、ものすごくあたたかい。思わずその手に自分の手を重ねると、亮介はほんの少しだけ目を見開いた。

「副社長に伝えたいことがあったんです」

「俺に？」

　はい、と小さくうなずく。

　心臓が静かに、着実に早鐘を打っていく。その勢いに背中を押されるようにして口を開いた。

「……私、副社長を」

「ちょっと待て」

　今まさに想いを告げようとした里帆を亮介が遮る。なにかを探るように目を細めて里帆を見つめた。

「もしかして俺に気持ちを伝えようとしてくれてる？」

　言う前からバレているなんて……！

　亮介はすべてお見通しだったらしい。

　寒さに赤らんだ頬をさらに染める里帆を亮介が覗き込む。

　動揺して目を泳がせていると、亮介は里帆の頬を両手で包み込んだ。強制的に合わせられた目に逃げ場はない。

　間近で見つめる彼のまなざしに熱を感じるのは気のせいなのか。

「キミから言わせるような野暮な真似をするわけにはいかないよ。俺から言わせて」

　亮介の言葉が里帆の期待を大きく膨らませる。

「里帆、キミが好きだ」

　告白しようと決意してやって来たはずが、告白される展開に転じた。それも不意打ちの呼び捨て。これまで聞いた彼のどの声よりも甘く、刺激的だった。

「私も……。私も副社長が好きです」

　うれしさなのか、やっと伝えられた安堵なのか、目頭が熱くなる。言葉にした想いが胸の奥でどんどんあふれていくのを感じた。

　亮介はふっと笑みをこぼしたかと思えば、真剣な表情を浮かべた。ゆっくりと近づく彼の唇が里帆とそっと重なり合い、すぐに離れていく。

「次にこんなことがあったら、これでは済まないって言ったの、覚えてる？　今度はただでは帰さないって」

　亮介の瞳が間近から里帆を射抜く。逃がさないと言われているようで、心が甘くうずく。

「……はい」

　もちろん覚えている。何度も頭の中でリフレインしていた言葉だから。

「すぐにお湯を張るから、まずはお風呂で冷えた体をあたためておいで。俺があたためてやるって言いたいところだけど、このまま脱がせて風邪をひかせたくない」

〝脱がせて〟に反応した鼓動がドクンと弾む。

　それを覚悟してやってきたが、亮介から宣言されると強烈に意識してしまう。

　亮介は里帆を一度ぎゅっと抱きしめ、お風呂の準備をするために立ち上がった。




　約十分後、里帆が案内されたのはクリーム色で統一されたパウダールームだった。洗面台がふたつもあり、大きな鏡のせいかその分余計に広く感じる。ホテルのような仕様でラグジュアリー感があってとても素敵だ。

　その鏡に映った自分を見てギョッとする。髪の毛は濡ぬれ、鼻は赤鼻のトナカイのように、頬はりんごのように真っ赤。こんな顔で亮介に好きだと言ったのかと、愕然とした。今から巻き戻してやりなおしたい。

　洋服をすべて脱いでバスルームに入ると楕円形のバスタブにはお湯が張られ、甘い香りに満ちている。シャワーを浴びてゆっくりつかっていると、半透明のドアの向こうから声がした。

「ここに着替えを置いておくから」

「は、はいっ」

　ドアを開けられたらどうしようかと身を硬くしたが、亮介はそのままパウダールームから出ていったようで、ホッとして息を吐いた。

　体の芯まであたたまってから出ると、藤製のカゴに女性物のルームウエアと下着が用意されていた。バスタブにお湯がたまるまでの間に亮介が女性のコンシェルジュに電話をし、代わった里帆がサイズを伝えてあったのだ。

　モコモコしたやわらか素材のルームウエアは、白地に桜の花びらが舞った模様がかわいらしい。

　ありがたく思いながら着て、髪を乾かしてからリビングへ戻る。

　改めて部屋を見て、思わず「すごい」と声が漏れた。さっきは寒さと緊張でそれどころではなかったのだ。

　モノトーンでコーディネートされた部屋は三十畳近くあり、キッチンまで見通しがいい。センスのよさは普段のスーツの着こなしと同じだ。

「よくあたたまった？」

「はい。……それと、これもありがとうございました」

　ルームウエアを指差して頭を下げる。

「明日の着替えも用意してあるから」

「明日の分も!?」

　つい素っ頓狂な声が出た。

「シャワーだけ浴びて帰るとは言わせないぞ」

「ちっ、違うんです。明日の洋服までなんて申し訳なくて」

　亮介が不服そうに顔をしかめるから、慌てて両手を胸の前でひらひら振って訂正する。覚悟してここへ来たのだから、これで帰るつもりはない。

　亮介はふっと表情を崩しながら立ち上がった。

「気にするな。好きでしていることだ。じゃ、俺もシャワー浴びてくるから」

　すれ違いざまに里帆の髪をくしゃっとなで、耳もとに唇を寄せる。

「その隙に逃げたらただじゃおかないよ」

　ささやいた声の甘さに目眩を感じる。パッと見た亮介の顔にいたずらっぽい笑みが浮かんだ。

「……逃げませんっ」

　ドキッとしつつ返した。




　里帆は、これほどなにかをじっと待つのは初めての気がしていた。黒い革張りのソファの隅にちょこんと座り、なにをするわけでもなく、ただただ亮介を待つ。

　早く出てきてほしいような、出てきたら困るような複雑な心境だ。亮介を待ってマンションの前で待っていたとき以上に、鼓動が速いリズムを刻んでいる。

　このまま心臓がパンクしそう……！

　ぎゅっと目を閉じたタイミングで、亮介に「里帆」と名前を呼ばれた。

　ドキンと跳ねた鼓動ごと体が飛び上がる。教師にいきなり指名された生徒のように「はい！」と返事をして、ぴょんと立ち上がった。

「長い耳でもつけたらウサギみたいだな」

　クスッと笑われて恥ずかしい。

「なにか食べる？」

　聞かれて、ぶんぶん首を横に振る。そんな余裕はない。

「じゃあ、なにか飲む？　一杯付き合って」

　亮介は濡れた髪をタオルで拭きながら冷蔵庫へ向かい、缶ビールを二本手にして里帆のもとへ戻った。

　冷えたビールを手渡され、里帆も亮介の隣に腰を下ろす。早速プルタブを開ける音が部屋に響いた。

　亮介にならってひと口飲んだものの、緊張で味なんかひとつもわからない。

「髪、濡れたままだと風邪ひきますよ」

　タオルで拭ってはいるものの、まだ水が滴っている。

「里帆がいなくなるかもしれないと思って急いだんだ」

　名前を呼び捨てにされる照れくささと、いつも余裕たっぷりの亮介を慌てさせることができたくすぐったさに、里帆のほうも困らされる。

「いなくなったりしないです」

　目を合わせたら最後。すぐにも甘い雰囲気が舞い降りてきそうで、それもまた気恥ずかしい。里帆は笑みを浮かべながら目を逸らした。

「それじゃ、里帆が乾かして」

「あ、ではドライヤーを持ってきますね」

　気が紛れるのはありがたい。そそくさと立ち上がり、里帆がパウダールームからドライヤーを持ってくると、亮介はニコニコ顔で彼女のほうに体を向けた。

　スイッチを入れた里帆があたたかい風を彼の髪にあてる。指通りがよくサラサラだ。

　しばらく真剣に髪を乾かしていると、ふと亮介と目が合う。

「……どうかしましたか？」

「里帆を見てた」

「恥ずかしいからやめてください」

「なんで。かわいいなって思ってたんだけど」

　真顔で言われて目が泳ぐ。

「そんなことないです。……すっぴんだし」

　亮介は里帆からドライヤーを奪い、スイッチを切った。

「ほかの男には絶対に見せるなよ」

　真っすぐな瞳が里帆を射抜く。照れくささから避けて通ってきた甘いムードが、思いのほか早くやって来た。

　亮介のまなざしがいきなり熱っぽくなる。

「里帆」

　声まで甘い。落ち着いていたはずの心がふわりと浮き、体まで軽くなった気がする。

　膝に置いていた手を亮介が取り、指を絡める。立ち上がった亮介に引っ張られるようにして里帆が立つと、彼は「おいで」と里帆の手を引いた。

　この先になにが起こるかわかっているため、期待と不安が入り交じって胸が苦しい。

　三段ある階段を上った先にある部屋に大きなベッドがあり、鼓動がドクンと跳ねた。

　振り返った亮介が里帆を引き寄せる。

「覚悟はいいか？」

「……はい」

　緊張で声が上ずる。

「ま、よくないって言われても今さら引かないけど」

　亮介は一瞬だけ浮かべた笑みをすぐに消し、唇を重ねた。里帆のこわばりを解くように、優しく唇をすり合わせては啄ついばむ。

　そうしているうちに余分な力は抜けていくものの、亮介とキスしている事実に今度は頭がくらくらしてくる。

　こうなることを望んでここへ来たのは里帆。それなのに予想外に亮介の気持ちをぶつけられ、その想いに溺れそうだ。

　足りない酸素を補おうと僅かに開いた唇の隙間から、亮介の舌が入り込んでくる。喉の奥に思わず引っ込めた舌は、たやすく絡め取られた。

　ゆっくりとした動きがかえって官能的で、里帆をさりげなくあおる。唇から甘い吐息が漏れ、徐々に荒々しくなっていく亮介の舌の動きに必死に応えた。

　なだれ込むようにしてベッドの上に倒れる。覆いかぶさるようにして両肘を突き、里帆を見下ろした亮介は、これまで見せたどの表情よりも煽情的で里帆はゾクゾクさせられた。

「副社長」

　思わず呼びかけると、亮介がいたずらっぽく笑う。

「これから抱こうってときに副社長じゃ色気がないな」

「……名前で呼んだほうがいいですか？」

「そうしてくれ」

　それは困った。副社長である上司を名前呼びするなんてハードルが高い。キスで翻弄されて高鳴った胸が、さらに早鐘を打つ。

「ほら呼んで、里帆」

　優しい声で催促されれば、従う以外にない。たぶん里帆は、亮介には抗えないのだ。

「亮介さん」

　そっと呼んでみたら思いのほか面はゆい。亮介も少し照れたように見えるから、余計にくすぐったくなる。

「まずいな。俺、里帆を相当好きみたいだ」

　うれしすぎる言葉が里帆の胸を幸せで満たしていく。

「私も大好きみたいです」

「〝みたい〟？」

　不満そうな亮介が意地悪な顔をして見下ろす。

「でも亮介さんも〝みたい〟って」

「そんなふうに言ってない」

　亮介は憮然としたように軽く唇を尖らせた。

　そんな顔でさえ愛しい。でも、ついいたずら心が顔を覗かせて亮介に言い返す。

「言いましたよ」

「いや、言ってない」

「だって私、亮介さんの言葉、全部ここに残っていますから」

　それは本当だ。これまでも、亮介と話したことはすべて耳に心に刻まれている。そう思い返して、ずいぶんと前から彼に心を奪われていたのだと改めて思う。

　得意げに胸に手をあてると、亮介は観念したようにその手を取り、指を絡ませた。

「降参。ほんと優秀な秘書様の里帆にはかなわないな。でも〝みたい〟なんて言えないようにしてやる」

　独占的なのに果てしなく甘い。その言葉だけで里帆の体は熱に浮かされ、じんと痺しびれてしまう。

「……私も、亮介さんをそうさせたい」

　自分が亮介に溺れるように、彼にも〝みたい〟で済まないくらいにさせたい。

　亮介は驚いたように少しだけ目を見開き、クスッと鼻を鳴らした。

「どっちが先にそうなるか勝負だ」

　挑戦的に言った後、再び落ちてきた唇は先ほどまでとは違い、心ごとすべてを奪うようなキスで里帆を翻弄する。口腔内を激しくかき回し、舌を艶めかしく吸い立てた。

　口づけに溺れている間に脱がされ、互いの素肌が重なり合う。彼の熱い唇が体中にキスを落とし、触れられるたびに息づかいが甘くなった。

　互いの温度が少しずつ溶け合い、つながることで果てしない幸せが満ちてくる。

「里帆……里帆……」

　彼に切なげに何度も名前を呼ばれ、体を揺らされ、夜がゆっくり更けていく。

　もうここにある愛以外になにもいらない。

　亮介以外にはなにも。

　そんな想いを込めて、里帆は彼に夢中でしがみついた。










明かされた真実




　亮介は社長室のデスクに両肘を突き、組んだ手をにらむようにしていた。

　ぎゅっと握ったため、爪が甲に食い込む。

『お金で終わりにしてください』

　里帆から決定的な言葉を浴びせられたのは昨日のこと。里帆がいくら否定しようともおなかの子どもの父親が自分だとはわかっていた。でも、彼女がその事実を認めたときに、まさか金で解決する事態になるとは考えてもいなかった。

　里帆が手切れ金を持って姿をくらましたと聞かされたとき、自分の知らない彼女の一面を見せつけられ、激しく動揺した。

　そんなはずはない。彼女はそんな女ではないと否定する一方で、なにも言わず金を受け取って去った事実が甘い考えを打ち砕く。

　だったら、なぜなにも言わずに去った？

　その問いの答えが、なによりの証拠だった。

　それでも里帆が望めば、子どもを一緒に育てていく気持ちがあったのも事実。亮介の中にはまだ、里帆の存在が消えずに残っている。

　ところが彼女のほうは違っていた。おなかの子の父親が亮介だと認めたにもかかわらず、彼との復縁を望むことはなかった。結局彼女が望んだのは、半年前と同じ――またしても金だった。

　虚無の暗闇に突き落とされた感覚が亮介を包み込む。

　深いため息をついたそのとき、社長室のドアがノックされ成島が入室した。肘を突いたまま成島に目を向けると、ギョッとしたように彼が一瞬怯む。

「そんな恐ろしい顔をしてどうされましたか」

　真っ暗闇にかけられた声の主がたとえ成島であっても、ついすがりつきたくなるというもの。

「立川里帆に会った」

　ポツリとつぶやいた。

　そもそも彼女とのただならぬ関係に最初に気づいたのは成島だった。社内では絶対に内緒にしたいという里帆の意見を尊重して、当時は努めて秘密にしていたが、鋭いのか成島には早々に感づかれたのだ。

　嘘は性分に合わないため、素直に認めた。それもうれしさを隠しきれずに。

　そうだというのに――。

「そうですか」

　成島は里帆に会ったことを告げても、なんら驚いた様子もない。

「どうされるんですか？」

「……どうとは？」

「取り戻されるおつもりですか？」

　成島の質問にフンと鼻を鳴らす。

「金で終わりにしようと言われたよ。俺の子どもを身ごもっているのに、俺は必要ないらしい」

　自嘲気味に言い放った。成島にこんな弱いところを見せるのは初めてだろう。

　成島の顔色が変わる。普段感情をあまり見せない男ですらそういうリアクションになるのだから、亮介が打ちひしがれるのも無理はない。

「笑えるだろ？　いつまでも忘れられないのは俺だけだったってこと」

　亮介は手をほどき、椅子の背もたれに体を預けた。一度だけでは飽き足らず、まさか再度請求されるとは。

「……まさか。彼女がそんなことを？」

　成島はなぜか驚いた様子だった。

　昨年の夏、里帆が亮介でなく金を選んだことは成島も知っている。彼女が金を要求してきたとしても、結局はそんな女だったと思うのが自然ではないのか。

　亮介は、成島の不可解な言動が妙に引っかかった。

「どうしてそんなに驚く？」

　亮介の問いかけに、成島はハッとしたように居住まいを正した。

「いえ、驚いてなど……」

　そう言いつつ、かすかな焦りを感じずにはいられない。まばたきを激しくさせ、どことなくうろたえた様子だ。

　――なにかを隠しているのではないか。

　そう感じずにはいられない。

「成島」

　椅子に座りなおして鋭い目を向けると、成島がわずかに目を泳がせる。失態でも犯したような表情だ。

　亮介は立ち上がり、彼のもとにゆっくりと歩を進める。獲物を仕留めるような目で彼を射抜いた。

　成島の前に立つと、数センチ背の低い彼を見下ろす格好となる。威圧感からか、彼は壁に一歩にじり寄った。

「なにか俺に隠していることはないか」

　唇を真一文字にし、成島が首を小さく横に振る。それでもなお、亮介は彼を鋭く見つめ続けた。互いに息をひそめ、緊迫感が包み込む。

　しばらくそうしていたが、言い逃れはできないと悟ったか、成島は観念したようにゆっくりと息を吐き出してから口を開いた。

「彼女は……立川さんは手切れ金を受け取っていません」

「……なに？」

　思いがけない言葉が思考をかく乱する。

　里帆が、手切れ金を受け取っていない？

　予想もしていない成島の告発だった。

「彼女が、社長には受け取ったと伝えてほしいと」

「成島、お前が最後に里帆に会ったのか」

「会長のご命令でした。手切れ金を渡して姿をくらますように指示しろと」

　亮介は、父親である隆一が手を下したと思っていたのだ。実際、隆一からもそのように報告された。

「どうして今まで黙っていたんだ！」

　意図せず大きな声が出る。成島の襟首を掴みかけて思いとどまり、代わりにうしろの壁を拳で殴った。ドンという鈍い音が響く。

　成島はわずかに肩を弾ませ、体を硬直させた。

　隆一の言葉を真に受け、里帆が愛よりも金を取る女だと考えた自分の浅はかさに反へ吐どが出そうになる。

　殴りたかったのは成島ではない。信じきれなかった自分自身だ。

　里帆が金を取るような女でないのは、自分が一番知っていたはずだった。だというのに、目の前に突きつけられた表面的な事実にだけ目を向け、真実を見ようとしなかったのはほかでもなく亮介。裏切られたのではない。亮介が里帆を裏切ったのだ。

　壁に押しつけていた手を下ろし、成島に背を向ける。ハンガーにかけていたジャケットを羽織った。

「どちらへ行かれるおつもりですか？」

「決まってるだろ」

　里帆のところ以外にどこがある。

「ですが、これからお客様がお見えになる予定です」

　成島の言葉に足を止めた。

　マリオスターの主要な取引先の中でも、一位二位を争う取引額のアパレルメーカーの社長が来社する予定だ。約束の午前十時まであと二十分。今さらキャンセルはできないだろう。

　間の悪さは自分が招いた罰だ。

「それを終えたら引き留めるなよ」

　成島は目礼だけで答えた。




　ひとり分のコーヒーとルイボスティを淹れ、里帆は小さなテーブルに向い合せで置いた。

「マジかよ。なんでそんなふうに追い返しちゃうんだよ。おなかの子の父親なんだろう？」

　里帆の前で息巻いているのは修太朗である。カーペットの上にあぐらをかいて、険しい表情を浮かべた。

　亮介と本当の意味で別れたのは昨日。ベーカリー工房みなみが休みの今日、修太朗はお祝いのつもりで里帆のアパートを訪ねていた。

「迷惑をかけたくないんです。彼には彼のふさわしい道があって、そこを私は一緒に歩けない」

「なんで歩けないって決めつける？　おかしくないか？　相手だって迎えにきたつもりだと思うよ？」

　修太朗は頑として納得しない様子だ。

　そもそも亮介は迎えにきたわけではない。半年前に里帆がお金を受け取り、その時点で愛想を尽かせただろう。子どもの父親かもしれないという責任感だけで来たのだろうから。

　出産を決めたのは里帆ひとりの決断。それを彼に押しつけたくはない。里帆は首を横に振った。

「昨日は変な茶番に付き合わせてすみませんでした」

「それはいいけどさ。ってか、俺だって里帆ちゃんとの約束を破ってバラしちゃったわけだし」

　そこは申し訳なく思うのか、修太朗は謝ってからコーヒーに口をつけた。

　無理を言ったのは里帆のほう。亮介にあきらめてもらうには、父親だとバレたのはかえってよかったのかもしれない。二度までもお金を欲しがる里帆を亮介はさげすんだだろう。

　そう考えるといたたまれない気持ちになるが、それも自分で選んだ道だ。今はとにかく亮介の未来と、おなかの子どもの幸せを願うだけ。

「お祝いのつもりで買ってきたんだけど、せっかくだから食おうか」

　修太朗は白い小箱を開き、中から取り出したシュークリームを包みごと手渡した。

　いつだったか、亮介もこうして買ってきてくれたことがあったっけと思い出す。仕事のいっさいを書き留めていたノートの隅に、小さく〝シュークリーム〟と書いていたのを亮介に見られた数日後、彼が人気店のものを買ってきてくれたのだ。

　それもひとりでは食べきれないほどの量を。『こんなに食べきれません』と言いつつ、亮介とふたりでペロリと平らげてしまった。

　そんな淡い思い出が胸をチクチクと刺す。

「どうかした？　あまり好きじゃない？」

「いえっ、大好きです」

　体重増加も糖分も気にならないといったら嘘にはなるが、たまのご褒美くらいはいいだろう。里帆はニコニコ顔で包みを開いた。

　今まさに食べようかというそのとき、部屋のインターフォンが鳴る。

　修太朗が訪ねてきたのですら珍しいのに、立て続けに来客なんて何事だろう。

　そんなことを思いながら応答ボタンを押した里帆は、聞こえてきた声に耳を疑った。

『里帆、俺』

　亮介だったのだ。

　彼がどうしてここへ来るのだろうか。昨日はっきりと終わったはずだ。

　……もしかしてお金を届けに？

　成島に依頼するような口調だったけれど、気が変わったのか。

　修太朗が「誰？」と背後から問いかける。

「昨日の……」

「えっ？　その子の父親？」

　里帆のおなかに目を向ける修太朗に、里帆は首を縦に振って答えた。

「なになになんで？」

「わかりません」

「とにかく早く出ないと。って、俺、邪魔だよな。これ、悪いけどそのままにしちゃうよ」

　修太朗は食べかけたシュークリームを皿に置いたまま急いでコートを羽織った。

「えっ、ちょっと待ってください」

「待ってって。俺がいたら話もできないだろう？」

「だって話なんて」

　もう済んでいる。完全な別れとして処理したのだ。

「なんかよくわかんないけど、話があるから来たんじゃないか。だったら聞いてあげなくちゃ」

　里帆が戸惑っているうちに修太朗は玄関で靴を履き、ドアを開けた。

　その向こうにいた亮介が彼を見て怪訝そうな顔をする。

「すみません。俺のことは気にせず、里帆ちゃんと話してください」

　修太朗は軽く手を上げ、急ぎ足で去っていった。

　呆気にとられてその背中を見ていた亮介の視線が、里帆へ向られる。

　いきなりふたりきりになり、どうしたらいいのかわからない。彼がなにをしにここへ来たのか見当がつかず、言葉が見つからない。

「里帆、ごめん」

「え……？」

　突然の謝罪が里帆をさらに困惑させる。

　亮介は玄関に足を踏み入れ、その場で立ち尽くす里帆をいきなり抱きすくめた。

「あの……亮介さん？」

　どうしてこんな事態になっているのか。里帆はわけがわからず体をこわばらせた。

「里帆にあんなことを言わせてごめん」

　苦しそうな亮介の声が耳を突く。

「……あんなこと？」

　なにに対して言っているのだろうか。

「昨日、『お金で終わらせてください』って。あれを言わせたのは俺だ」

　亮介が感じている子どもへの責任を、お金で解決しようと提案した言葉だ。

「違います！」

　そう思われたら元も子もない。里帆は動揺で震える声を振り絞って、きっぱりと否定した。

「半年前の手切れ金だって、里帆は受け取ってないじゃないか」

　どうしてそれを……？

　驚いて体の芯がヒヤリと冷え込む。

「俺のためを思ってそうしたんだろう？　里帆のしたことは全部、俺のためだった。それなのに一瞬でも里帆を疑って……。本当にごめん」

「違うんです」

「それじゃ、どうしてお金を受け取らなかった？」

　答えを用意できず、考えても頭はまとまらない。手切れ金の真相がバレたと事前にわかっていれば、もっともらしい回答ができたのに。

　そう後悔するのとは裏腹に、彼のぬくもりにこのまま甘えてしまいたくなる。無理にすればできるのに、腕を振りほどけなかった。

「里帆、俺と一緒に帰ろう」

　思いがけない言葉が胸を激しく揺さぶる。

　亮介と一緒に。

　なによりも魅惑的な言葉だった。でもだからと言って、うなずくわけにはいかない。

「里帆がうんと言ってくれるまで絶対に離さない」

　亮介の腕の力が強まる。里帆のおなかがあたらないように気遣っている優しさを感じた。心まで抱きしめられたような気がして、気持ちが大きく揺らぐ。

　でも応えられないのだ。

「……ダメです！」

　流されそうになる想いを必死に振りきる。

「どうして」

「亮介さんと私は住む世界が違うから」

　日本を代表する企業のトップと里帆とでは、つり合いがまったく取れない。気持ちだけでどうにかなる相手ではないのだ。

「住む世界ってなに。今こうして里帆を抱きしめている俺は、どこに存在してるっていうんだよ。俺には里帆が必要なんだ。里帆じゃなきゃダメなんだ」

　抱きしめる腕の力が強まる。切実に訴える声が里帆の胸を貫いた。

　このまますがりついてしまいたくなる。大好きな亮介と、もう離れたくない。一緒にはいられないと頭ではわかっているのに、心はどうしたって亮介を求める。

　とはいえ、なによりも大きな問題が残っていることに変わりはない。

「でもお父様が納得されませんから」

　里帆を亮介から遠ざけたかった隆一が許さないだろう。せっかく追い払った里帆を受け入れるとは思えない。

　亮介はそっと里帆を引き離し、真っすぐに見つめた。

「俺が説得する」

「絶対に許してくださいません」

　大金を支払ってまで里帆たちを別れさせたかったのだから。のこのこ戻ったら、火に油を注ぐだけではないのか。

「仮にそうだとしても、俺はもう里帆を手放す気はない」

　強く、それでいて優しいまなざしだった。

　再会してから初めて見せられた、懐かしい視線に胸が熱くなる。

「でも」

「〝でも〟も〝だけど〟も、もうナシ。俺には里帆が必要。それでいいじゃないか。それとも里帆は、もう俺とやりなおしたくない？」

　ここで昨日のように〝もう好きじゃない〟と言って、亮介を解放してあげたほうがいいのかもしれない。里帆のわがままに付き合わせたくはないから。

　でも、そんな嘘はもうつけない。

　首を横に振る。頭ではなく心が求める答えしか用意できなかった。

　真顔だった亮介が、ふとその表情を解く。里帆をもう一度引き寄せて、強く抱きしめた。

「順番は逆になったけど、里帆、結婚しよう」

　もう二度と会えないと思っていた亮介の口から、思いがけない言葉が飛び出す。

　夢じゃないかと疑いたくなるような事態だった。

　ふたりの未来はない。里帆の歩く隣に亮介はいない。それが当然だと思っていた。

　いきなり舞い降りた奇跡が、里帆の不安定な心ごと包み込む。

「……はい」

　そう答えるだけで精いっぱいだった。

「ありがとう、里帆」

　亮介の背中に腕を回してしがみつく。

「亮介さん……」

　半年ぶりに亮介の香りに包まれ、胸の奥底に封印していた想いがあふれてくる。

「亮介さん」

　何度名前を呼んでも足りない。里帆がうわ言のように繰り返すと、亮介はそれに応えるようにトントンと優しく背中を叩いた。

　お互いのぬくもりを確かめ合い、時間が静かに過ぎていく。しばらくそうして抱き合った後、亮介はそっと里帆を解放した。

「すぐにでも連れて帰りたいけど、里帆にも準備があるよな」

　亮介の言う通り。今すぐついていきたい気持ちでいっぱいだが、南夫妻や修太朗にきちんと話をすべきだろう。この半年間、里帆がなんとかやってこられたのは彼らのおかげだから。

「パン屋が……」

　妊娠がわかってからというもの、ひとり分の働き手にはほど遠いかもしれないが、一応たったひとりの従業員。せめて次の人が見つかるまでは勤めたい。

「南さんっていったよね？　これから挨拶に行こう」

「これから!?」

　あまりの唐突さに驚かされる。

「まずはそれからだ」

　亮介はそう言って、里帆を連れだした。




　幸則と一子の自宅は店の裏手にある。昔は海水浴客を相手に民宿も営んでいたという自宅は、ペールブルーの外壁がかわいらしい二階建てだ。

　亮介と里帆が訪ねると、まずは修太朗が顔を出し、幸則と一子がふたりをリビングに通した。

「先ほどはありがとうございました」

　向かい合って座った夫妻と修太朗に亮介が頭を下げる。

　亮介はみなみが休みだとは知らず、今日も最初に訪ねたらしい。ところが里帆のアパートはわからない。そこで、先日行ったカフェで南夫妻の自宅を聞き、里帆の部屋を教えてもらったという。

「ふたりが揃ってここへ来たってことは……」

　修太朗が亮介と里帆を交互に見る。

「はい。里帆と一緒に暮らしたいと思います」

「そうか！　よかった！」

　修太朗の顔がぱぁっと明るくなった。

「ですが、お店もありますので、すぐというわけには」

「なにを言ってるんだ。店のことなんて気にしなくていいんだよ」

「そうよ。里帆ちゃんが幸せになるのにためらっている場合じゃないわ」

　里帆の気持ちをくんだ亮介の言葉に、一子と幸則が反論する。

「やっと一緒にいられるんですもの。ぐずぐずしていたらダメ」

「一子の言う通りだ。うちのことは心配しないで、すぐにでもそうしたほうがいい」

　優しく穏やかな顔で口を揃えた。

　里帆を無条件に受け入れた三人が、同じように寛大な心で里帆を送り出そうとしてくれている。

　その気持ちに里帆の胸が熱く震える。

　この半年間、里帆の抱えきれないほどの不安と寂しさを癒したのは、ベーカリー工房みなみの優しさにほかならない。最後の最後まで惜しみなく与えられたそれに、どう言葉を返したらいいのか考えあぐねる。

「これからおなかもどんどん大きくなっていくでしょう？　ひとりでアパートに置いておくのも心配だから、そろそろうちに呼ぼうかって話していたところだったの。だけど、おなかの子の父親と一緒にいるのが一番よ」

「一子さん……」

　こらえきれず、里帆の目から涙がこぼれた。

「ありがとうございます」

　声がかすれ、三人の姿が涙でにじむ。亮介がそんな里帆の肩をそっと抱いた。




　アパートにある荷物は最低限。半年間しか暮らしていないため、余計なものが増えていないのは幸いだった。

　亮介のマンションへ行くため家電や家具は必要なく、車に乗せていける分だけ積み込み、残りは亮介が業者に処分を依頼することとなった。

　残すは転院の準備。その日の受付時間ぎりぎりにすべり込み、ラストの診察になんとか間に合った。

「立川さん、よかったわね」

　亮介を紹介すると、ドクターの伊織は自分のことのように喜んだ。

「いくらひとりでやっていくって決意したって、やっぱりひとりよりふたりよ。出産も育児も夫婦が揃っていたって大変なんだもの。本当によかったわ」

「先生、いろいろとありがとうございました」

　伊織に厳しい話もされたが、それがあったからこそ強い気持ちで出産に臨む決心ができたのも事実。ここで最後まで診てもらいたい思いもあるが、それでは亮介と一緒にいられない。

「これからは彼女をめいっぱい支えてあげてくださいね」

「はい。これまでの分も彼女の力になろうと思っています」

　伊織の言葉に亮介は力強く答えた。

　紹介状の手配をお願いし、診察室を出ようとして亮介が立ち止まる。

「ちょっと先生に聞きたいことがあるから、里帆は外で待ってて」

「なにを聞くんですか？」

「いいからいいから」

　亮介は里帆の背中を優しく押して、診察室のドアを閉めてしまった。

　なにを聞くのかな。父親としての心構えとか？

　首をかしげながら長椅子に腰を下ろし、亮介を待った。




　車に乗ること二時間。久しぶりに亮介のマンションへやって来た。

　アパートから持ち込んだ荷物は亮介とコンシェルジュが手分けして運び込み、里帆はただ見守るだけ。ベーカリー工房みなみにいたときもそうだったが、ちょっとした旅行カバンですら亮介が取り上げる。

「このくらい平気ですから」

「ダメだ。里帆は手出し無用」

　亮介は里帆をソファに座らせ、すばやく片づけを終わらせた。

「里帆、疲れてないか？」

「それを言うなら亮介さんのほうです。大丈夫ですか？　仕事も忙しいですよね？」

　隣に座った亮介の顔を覗き込む。

　今日は車の往復だけで四時間。それだけでも大変なのに、ちょっとした引っ越し作業まであった。里帆のもとへやって来たのも突然だと言っていたから、仕事が中途半端になっていないかと心配だ。

「俺を誰だと思ってる？　このくらいで疲れないし、仕事もきっちりやってるよ」

「そうですよね」

　いつもそうだった。休みが仕事でつぶれることはしょっちゅう。それでも疲れたような顔を見たことはなく、パワフルに動き回っていた。

「予定通り社長に就任されたんですか？」

「一応はね。堂々と社長を名乗るには、まだまだだ」

　それが謙けん遜そんなのは、短い期間とはいえ亮介の秘書をやっていた里帆にはわかる。きっと社員をぐいぐい引っ張る、よきリーダーに違いない。

「秘書はどうなりましたか？」

　一番の気がかりはそれだった。無責任にも突然仕事を放って消えたのだ。新しい秘書も、業務を立てなおすのに最初は困ったのではないか。

「いない」

「……え？」

　予想外の返答だった。あの夏の日、成島はたしかに『替えの秘書は見つけてあります』と言っていたはず。

「里帆以外の秘書ならいらないって言ったのを忘れたか？」

「社交辞令ですよね？」

「そんなわけあるか。俺はそういうのは嫌いだ。これも言ったはずだぞ？」

　たしかに亮介は以前、そう言っていたことがある。

「でも社長なのに。秘書がいないと大変です」

　亮介がひとりでなんでもできるのは知っている。でも大企業の社長に秘書がいないのでは、対外的に格好がつかないのではないか。ひとりで複数人の秘書を従えている社長だっている。

「いらないって言ってるだろう？　それより体調は大丈夫か？　おなかのほうは？　つわりってやつはもうないのか？」

「亮介さん、いっぺんに聞きすぎです」

　里帆がクスッと笑う。

「仕方ないだろ。心配なんだよ」

　真剣な表情で反論する亮介を見て、うれしい反面、里帆も身が引きしまる思いだ。

　そうして思ってくれる人がすぐそばにいる幸せは、あたり前ではない。少なくとも亮介と再会しなければなかったことだ。

「体は大丈夫です」

　亮介がいる安心感でゆったりとした気持ちになれる分、体調もいい気がする。

「おなかもとくに変わった様子はありません」

　張ったり痛みを感じたり、そういったのもいっさいない。

「それから、つわりももう治まってます」

　ひとつひとつゆっくり答えると、亮介は座ったまま里帆の肩を引き寄せ、そっと抱きしめた。

「一番大変なときに一緒にいてやれなくてごめん」

「私のほうこそごめんなさい。亮介さんをたくさん傷つけました」

　半年前の別れで傷ついたのは亮介のほうだ。一方的に置き去りにされ、信じていたものが跡形もなく崩れていったのだから。

「俺のことはいいから。こうして里帆を取り戻せたんだ。これからは里帆がうっとうしいと思うくらい、そばにいるから。おなかの子どもも里帆も俺が全力で守っていく」

　力強い言葉が里帆の心を満たしていく。これ以上ないほどの幸せに包まれたそのとき――。

「あっ」

「なに？」

「今、動いたんです。おなかがぴくって」

　いつになく強い胎動を感じて亮介から離れると、再びぴくぴくと内側から押される感覚がした。

「えっ、どれどれ」

　亮介が里帆のおなかに恐る恐るといった様子で触れる。

　ところが彼が触れた途端静かになってしまった。

「……止まっちゃいました」

「これはきっとあれだな。俺が今まで放っておいた制裁に違いない」

「制裁って」

　里帆がクスクス笑う。

「そんなわけがないじゃないですか」

「いいや。おなかの中にいたって、外の世界のことは敏感に感じ取るっていうじゃないか」

「それなら外の世界っていうより、母親の気持ちかもしれません」

　初めて胎動を感じたのは、半年ぶりに亮介と再会した日だった。あの日、気持ちが大きく揺れ動いたのはたしか。亮介に会って動揺したのが伝わったのではないか。

「だとしたら、里帆が俺をまだ受け入れてないってことか」

「ちっ違いますよ」

　慌てて否定した。亮介ががっかりしたように見えて焦る。

「亮介さんには申し訳ないなって。いきなり子どもができたなんて言われて困ったんじゃないかなと思って」

　本来なら夫婦で決めるべき問題なのに、亮介の意見を聞きもせず勝手に決めてしまった。彼にしてみたら青天の霹へき靂れきだったろう。大きな負担を背負ったのではないか。

「里帆、よく聞いて」

　亮介は手を取り、里帆を真っすぐ見つめた。

「子どもができたと知ったときに俺が困ったのは、里帆がかたくなな態度で俺を拒絶したことだけだ。子どもができて困っただなんて、そんな気持ちにはこれっぽっちもなっていない。だから、里帆はもう俺の気持ちを疑ったりするな」

　すがすがしいほどきっぱりと言いきる。その目に迷いは見えなかった。

　胸にいっぱいの愛を抱え、大きな腕を広げてくれている亮介を信じよう。彼に対して申し訳ないとも、負担だとも、もう思わない。

「おなかの子にも、俺が父親だと認めてもらえるように挽回していくから。いいか？　待ってろよ」

　真顔でいたかと思えば、亮介はいきなりおどけた様子でおなかに語りかける。

　幸せな予感がふたりを優しく包み込んだ。










手ごわい相手に宣戦布告




　翌日の早朝、亮介はひとり実家の門をくぐった。目的はただひとつ。里帆とのことを報告するためだ。

　玄関のドアを開けると家政婦が出迎え、すぐに母の喜き代よが駆けつける。

「あら、亮介、こんな朝早くにどうしたの？」

　その昔、キャビンアテンダントとして国際線に乗務していた喜代は、還暦を迎えてもその美しさは衰え知らず。洗練された雰囲気にショートカットがよく似合う。

「父さんは？　話したいことがあるんだ」

　隆一の辞書には重役出勤という言葉がない。毎朝決まって七時過ぎには家を出て、会社に着くなり何種類もの新聞に目を通すのがお決まりのスタイルである。

　隆一と朝のうちに自宅で話をしたいなら、七時までにつかまえなくてはならない。

「隆一さんならリビングでコーヒーを飲んでるわ」

　喜代はいったいなにかしら？というふうに首をかしげた。

「ありがとう、母さん」

　それを飲み終えたら出勤だ。急ごう。

　亮介は喜代に軽く手をあげてリビングに向かう。

　ドアを開けると、隆一は一人掛けのソファで仕事前のひとときをゆったりと過ごしていた。

　黒々とした髪をオールバックにし、ブラウンのスーツは亮介同様に三つ揃い。顔に刻まれた皺は六十五歳相応である。

　幼い頃から、ふたりの間に父子という感覚はあまりない。一緒に遊んだ記憶は皆無。隆一は〝マリオスターのお偉いさん〟といった、どこか遠くの存在としての認識のほうが強い。

「こんな時間に珍しいな」

　一いち瞥べつして手もとのカップに目を移す。

「父さんに報告したいことがあるんです」

「仕事の話なら会社で聞こう」

「そうじゃありません」

　亮介がそう言うと、隆一は目線だけを上げた。

「結婚したい人がいます」

「ほぅ、どこのお嬢さんだ」

　そこでようやく興味を持ったらしく、隆一が顔を向ける。

　だが、今から口にする名前が隆一の顔を曇らせるのは予想がついた。覚悟をもってここへきたとはいえ、緊張せずにはいられない。なにしろ半年前に亮介と里帆を別れさせた張本人なのだから。

　軽く深呼吸をして心を落ち着ける。

「立川里帆さんです」

　隆一の眉がピクリと動いた。心なしか目が鋭くなる。

「……なにを寝ぼけたことを言ってる」

「寝ぼけてないし冗談でもありません」

「バカバカしい。彼女ならとっくに別れただろう」

　隆一は鼻を鳴らしてコーヒーカップを乱暴にテーブルへ置いた。

「昨日から一緒に暮らしています」

「……なに？」

　ワントーン低い声がリビングに響く。部屋の温度が僅かに下がったのは気のせいか。

　それでも怯むわけにはいかない。

「彼女と再会しました」

「立川里帆は、お前ではなく手切れ金を選んだんだぞ」

「彼女は受け取らなかったはずです。半年前、どうして俺に嘘をついたんですか」

　毅然として返す。まだ嘘を貫くつもりか。

　隆一はかすかに目を泳がせ、ソファに座りなおす。

「彼女が望んだことだ」

　鼻をふんとひと鳴らしした。

　里帆と再び会えた今、これ以上責めるつもりはない。もう二度とふたりを引き裂けないとわかってもらえればそれでいい。

「ともかく俺は彼女と結婚します」

　はっきりとそう告げた。

　マリオスターの源流である垣かき内うち屋やは一八〇〇年に静岡で呉服屋として創業。一九一五年には株式会社に組織改編し、同業他社との合併を幾度か重ね、小売業界で日本のトップに君臨する現在のマリオスターへと成長してきた。二百年もの間、同族だけで脈々と受け継がれてきた小売企業は珍しいだろう。

　亮介の子どもの頃の記憶といえば、三年前に他界した、先々代である祖父が読み聞かせた、垣内屋について書かれた門外不出の古文書だった。

　読み終えた後には『マリオスターの未来はお前が担うんだ』とお決まりのセリフ。それはまるで呪文のように亮介に刻まれ、その道以外に考える余地はなかった。

　四方八方から矢のようなプレッシャーを感じるのは当然。それを紛らわせようと、学生時代は遊びに走った時期もある。街に繰り出し、朝まで帰らないこともあった。

　しかし社会人になってからは、それまでが嘘のように仕事に没頭してプライベートはそっちのけ。副社長になり、いよいよ社長の椅子が見えてきた頃、出会ったのが里帆だった。

　真面目で謙虚。それでいて自分の意見もしっかり言える女性は、亮介に目新しく映った。

　なにしろそれまで亮介の知っている女性といえば、大企業の御曹司という肩書きに惹かれるブランド志向か、言いたいことも言えない人形のような女性のどちらかだったから。

　ふたりきりで長時間一緒にいても息苦しさを感じさせない彼女は、いつの間にか心地いい存在に変わり、気づけばずっとそばにいてほしいと願うようになっていた。

「亮介、お前にはそれなりの家柄の女性を結婚相手として迎えるようにと言ってあるはずだ」

「ですから、それは何度もお断りを」

「断れると思っているのか」

　亮介を遮り、隆一が眉間に皺を刻む。

　どれだけプレッシャーを与え続ければ気が済むのか。それこそ生まれてから三十二年間、好きなだけ抑圧してきたはずだ。

　隆一の希望通り、マリオスターの社長だって継いだ。仕事に妥協もしていない。会社の未来が自分の双肩にかかっているのも自覚している。

　それなのに結婚までも、まともに自分の意見が通らないというのか。

　ふたりが身動きひとつぜず静かににらみ合っていると、そこに母の喜代が亮介の分のコーヒーを持って現れた。

「あらやだなぁに？　ふたりして神妙な顔して。いったいどんな話なの？」

　不穏な空気を察知したか、わざと明るい声でふたりを交互に見る。その場の雰囲気を和らげるつもりらしい。

　だが亮介も、今は喜代の言葉に乗る余裕がない。

「彼女以外とは結婚しません。彼女のおなかには俺の子どもがいます」

「えっ？　誰のおなかに亮介の子どもが？」

　いきなりの話に喜代は素っ頓狂な声を出し、隆一はカッと目を見開いた。

「……なに？」

　血走った目はあきらかに動揺している。

「妊娠している、というのか」

「はい。五月に生まれる予定です」

　話をまったく読めない喜代が「亮介さん、いったいなにがどうなってるの？」と問いかける。

　半年前に別れた里帆に子どもがいることが判明したと話すと、喜代は「まぁ、本当に？」とおっとりした口調で返しながら隆一の隣に腰を下ろした。

　何事にも動じないイメージの隆一でも、さすがに驚いたのだろう。目を丸くした状態は、シャッターを切った瞬間のよう。そのまましばらく固まった。

　だが、いつまでもそんな隆一にかまっている時間はない。

「ですから彼女と早急に籍を入れようと考えています」

　亮介が毅然とした態度を貫くと、隆一はようやく止まっていた時間を動かした。

「……あちらから亮介にコンタクトを取ってきたというわけか」

「違います。彼女との再会は偶然でしたから」

「どうだかな」

　驚いた割には疑う手を緩める気はなさそうだ。

　だが、里帆の住む街に足を踏み入れたのは亮介のほう。里帆から再会を操作できるはずもない。

「とにかくそういうことですので。息子として報告の義務はあるだろうと思ってきただけです」

〝息子〟の部分をわざと強調する。そのような関係性はとっくの昔に崩壊している。

「私は認めないぞ」

　頑として譲らない隆一を喜代が「あなた」となだめる。そうしたところで態度を軟化させる隆一ではない。

「それでも意思を曲げるつもりはありません。仕事は今以上に精進していきますので、ご心配なく。では、朝の貴重なお時間を奪い、申し訳ありませんでした」

　立ち上がって一礼しリビングを出ると、妹の杏あんと鉢合わせした。

「お兄ちゃん、来てたの！」

　大きな目をくるくるとさせて軽くジャンプする。

　天真爛漫で人懐こい杏は、母の喜代の血を強烈に受け継いだ美しい顔立ちをしている。六歳離れており、小さな頃から兄妹仲は比較的良好だ。

「ちょっと父さんに話があってね」

「その顔だと決裂ってところ？」

　なかなか勘が鋭い。

「どんな話なの？　私がお父さんにお願いしてあげようか？」

　杏は小首をかしげて亮介に微笑んだ。

　亮介と違い、杏と隆一の関係はまさしく親子そのもの。異性の子どもはかわいいというが、杏は生まれたときから蝶よ花よと育てられてきた。

　亮介のように選択肢がひとつではなく、自由にやりたいことをやりたいだけやらせてもらっている印象だ。

　べつにそれを妬んだりうらやんだりする気持ちはないが。

「そうだな。杏のお願いなら聞き入れるかもしれないな」

　軽い受け答えで応じる。

　さすがにいくら杏といえども、今回の件は一筋縄ではいかないだろう。それも想定内だから、別段落ち込むこともない。

「それで、なんの話？」

　ワクワクした様子で杏が目を輝かせる。

「俺の結婚」

「えっ、お兄ちゃん、とうとう結婚するの？」

　杏の声がワントーン高くなったタイミングでリビングのドアが開き、隆一が出てきた。亮介のほうを見もせず、杏にだけ「行ってくる」と声をかける。

　わかりやすい反応は心の中で笑う以外にない。

「お父さん、いってらっしゃい」

　杏に元気よく送り出され、隆一はまんざらでもなさそうに笑みを一瞬だけ浮かべ、喜代と一緒に玄関を出た。喜代は車まで見送りにいくのだろう。

「それでなに？　お父さんに反対されてるの？」

「そんなところだ」

「あぁお父さん、ここ数ヶ月ずっとどこそこの令嬢がどうとか、こっちはどうだとかって頭を悩ませていたわ」

　隆一がいくら頭を悩ませて縁談を持ち込んでも、亮介にその意思がなければ無駄に終わるというのに。

　里帆と出会う前の亮介だったら、父親の提示した相手と結婚していたかもしれない。そしてその後、出会った里帆との道ならぬ恋に頭を悩ませていた可能性もあるだろう。

　杏と話していると、見送りを終えた喜代がやって来た。

「亮介、心配いらないわ。私からよく話しておくから」

　喜代は昔から亮介の味方だ。隆一と亮介がぶつかるたびに、いろいろと手を回してもとの鞘に戻すのはお手の物。だが今回ばかりは、隆一のかたくなな心を変えるのは至難の業ではないか。

「父さんの気持ちを動かすのは、たぶん無理だよ」

「大丈夫よ、お兄ちゃん。お母さんと私で立ち向かえばなんてことないから」

　杏まで軽く考えて便乗する。

「お相手の方、妊娠しているんだもの。早く入籍したほうがいいわ」

「えっ!?　お兄ちゃん、子どもができたの!?」

　喜代の発言に杏は、落ちてしまうのではないかと心配するほど大きく目を開いた。

「それじゃ早く結婚してあげなくちゃ。お父さんが反対してるなんて言ってる場合じゃないよね。私、断然お兄ちゃんを応援するから」

　杏は両手に握った拳を胸の前で振る。

　心強い励ましがうれしい。亮介は「サンキュ」と杏の頭をなでた。

　そんなふたりのやり取りを見ていた喜代が、ポツリと話しだす。

「亮介にも杏にも話したことはなかったんだけど」

　いきなり静かな面持ちだ。

「じつは、隆一さんには父親がいないの」

「……え？」

　予想もつかない話が亮介と杏を戸惑わせる。

「だって、亡くなったおじいちゃんは？」

　杏の疑問はもっともだ。父親がいないのであれば、祖父の存在はどう説明するのか。

「正確に言うと、血を分けた父親がいないと言ったほうが正しいわね」

「それじゃ……おばあちゃんはお父さんをシングルマザーで育てて、おじいちゃんと結婚したってこと？」

「そうなの」

　喜代によれば、隆一の母親はかけおち同然で家を出て、その相手との間に子どもを身ごもったが、出産前に事故死してしまったという。

　入籍もせずにいたため未婚の母に。隆一が中学生のときに親のすすめで結婚したのが、マリオスターの先々代、亮介たちの祖父だった。祖父母の間に子どもはできず、隆一がただひとりの跡取りとしてマリオスターを継ぐことになったのだと。

　祖父と父の間に血のつながりがないとは知る由もなかった。

　ふたりの間に一線は引かれていたが、それは隆一と亮介も同じ。祖父と父の関係に、亮介が違和感を覚えることはなかった。大企業を担う父子ならではの独特な関係性なのだと考えていたから。

　まさかそこに、血のつながりがないからこその遠慮が隠されているとは思いもしなかった。

　そんな事実があれば、お節介な親族が亮介や杏にこっそり耳打ちでもしそうなものだが、隆一が事前に手を回してふたりの耳には絶対に入らないようにしていたという。

「シングルマザーの大変さを知ってる隆一さんが、亮介の子どもを身ごもった里帆さんを放っておけるわけがないわ」

　子どもができたと隆一に話したときに動揺して見えたのは、そういうわけだったのか。ただ単に驚いただけだと思ったが、そうではなかったらしい。

「亮介から突然聞かされて、心の準備ができていなかったからあんな態度になっただけだと思うの」

　本当の隆一はそんな小さな器の男ではないと、喜代は言いたいらしい。

　果たしてそう簡単にいくのだろうか。

　祖父の亡き後の十数年、トップとして会社をけん引してきた隆一の器が小さいとは思わない。だが、シングルマザーの子どもとして育てられ、苦労したからこそ忌み嫌う場合もあるのではないか。

　どちらにしても亮介の確固たる気持ちに変わりはない。里帆と結婚し、ふたりを生涯守り抜くと。

「今度、母さんと杏には里帆を紹介するよ」

「あ、うん！　ぜひ会いたい！」

　小さくジャンプする杏の隣で、喜代は「待ってるわね」と微笑んだ。




　実家を出て会社へと車を走らせる間、考えるのは必然的に隆一の生い立ちについてだった。

　母親の連れ子として黒木家にやって来た隆一は、もしかしたら亮介よりも遥かに大きなプレッシャーの中で生きてきたのではないか。

　母親と新しい父親の間には子がなく、後継ぎは自分ひとり。社長になるにあたり、親族からの反発も当然あっただろう。厳しい環境で生き抜いてきたのは、想像に難くない。

　亮介に良家との婚姻関係を強く望むのも、誰からもなにも言わせない強固な地盤を亮介に与えたかったからではないか。普段はまったく見えない親心が、そこにひそかに隠されていたのかもしれない。

　社長室に着くなり、成島が後を追うようにして入ってきた。

「社長、おはようございます」

「おはよう。昨日は悪かった」

　自分への怒りを成島にぶつけるような真似をしてしまった。

「いえ」

　成島は顎を引き、軽く首を横に振った。

「それより、どうだったのでしょうか。立川さんとは」

「彼女は俺のマンションにいる。昨日のうちに連れ帰ってきた」

「昨日のうちに？」

　成島も、亮介がそんなに早い行動に出るとは思わなかったらしい。

　だがそれが叶ったのは、ほかでもなくベーカリー工房みなみの夫妻とその息子のおかげだ。彼らがあたたかい気持ちで送り出してくれなければ無理だったろう。

「さすが社長ですね。迷いがない」

　それは間違いだ。さんざん迷って、惑って、結果的に半年も放っておいたのだから。行方が掴めなかったとはいえ同じこと。

「会長へはもうお話しされたんですか？」

「今朝ね。成島も想像はつくだろうが、まるで聞く耳を持たないけどな」

　里帆の名前を出した途端、顔を曇らせたくらいだ。

「どうされるおつもりですか？」

「どうもこうもない。反対されようが、俺は彼女と結婚するよ」

　表情こそ崩さないが、成島がホッとしたように息を吐く気配がした。

　里帆が手切れ金を受け取っていないと知ったうえで黙っていたくせにと、難癖をつけたくなる。とはいえ、彼女を取り戻した今となっては、過ぎたことだ。亮介は、ぐっと言葉をのみ込んだ。

「社長、ひとつお願いがあるんですが」

　成島は神妙な顔をして一歩前へ踏み出した。










正式なプロポーズの夜




　亮介が出勤してひとりになると、途端に里帆は時間を持てあます。くれぐれも無理はしないようにと彼に言われていたが、体調に問題がないため軽く部屋の掃除を済ませ、外出しようと身支度をした。

　そういえば今日は、毎月買っているマタニティ雑誌の発売日だ。本屋にでも行こう。

　そんなことを考えながらエントランスを歩いていると、コンシェルジュに呼び止められた。セキュリティも万全なマンションのため、住人ではない里帆は、もしかしたら不審人物扱いなのかもしれない。

　ヒヤッとしながら振り返ると、その女性はカウンターから出て里帆の前でかしこまった。

「外へお出になられますか？」

「……あ、はい」

　なにを言われるのだろうかと身構える。

「お車をお呼びいたしましょうか？」

「……はい？」

　どうして車の手配なんて。

　不思議に思った里帆が首をかしげる。

「黒木様より、奥様のことをくれぐれもよろしくと仰せつかっております」

「お、奥様？」

　思いがけない呼び方をされ、頬がポーッと熱くなる。

　里帆を心配した亮介が、事前にコンシェルジュに依頼していったらしい。

　女性は真面目な顔で里帆を見つめた。

「あ、いえ、大丈夫です。ちょっと近くの本屋さんへ行くだけですので」

「承知いたしました。十二時になりましたら、ご昼食をお部屋にお届けにあがります」

　なんと食事の手配までしていたらしい。

　里帆が呆気にとられているうちに、女性は「なにかございましたら、なんなりとお申しつけくださいませ」とカウンターの中に下がった。

　昨夜ここへ来てからというもの、亮介は里帆がなにかしようとすると「俺がやる」と言ってすばやく行動に移す。至れり尽くせりなのだ。

　ちょっと過保護だよなぁと思いつつ、そんな彼の行動がうれしくもあった。

　その夜、亮介が帰宅したのは、ちょうど里帆が夕食の準備を終えた頃だった。

　玄関で出迎えると、亮介のうしろから思いがけず成島が顔を覗かせる。

「室長……？」

　里帆が思わず呼びかけると、成島にしては珍しく目を泳がせて挙動不審な様子だ。半年前のことがあるから気まずいのだろう。

「立川さん、お久しぶりです」

　軽く頭を下げる成島のうしろから、もうひとり別の人物が現れた。

「えっ!?　由佳!?」

　成島のときよりも声のトーンが上がる。マリオスターで里帆が仲よくしていた同期だったのだから、そうなるのも当然。

「里帆！」

　亮介と成島の間を割って入った由佳が里帆に抱きつく。

「里帆のバカ！　心配したんだからね！」

「……由佳、ごめんね」

「私にくらい話してくれたってよかったじゃない」

　抱きしめた手でトンと軽く里帆の背中を叩く。

　由佳にもなにも言わずに姿をくらまし、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

「ほんとにごめんね」

「でもよかった。もう会えないんじゃないかと思ってたから」

　里帆を引き離した由佳が目に涙をためながら笑う。

　本当にその通り。同じように思っていた里帆も、由佳につられて目を潤ませた。

「感動の再会はそのくらいにして、中に入ったらどうだ」

　亮介の言葉が合図となり、由佳と成島をリビングへ案内する。

「うわぁ、すごい。なにこの部屋」

　由佳は口をポカンと開けたまま、部屋中をぐるっと見回す。

「広いしハイセンスだし、もう言葉が見つからない……」

　里帆が初めてこの部屋を訪れたときも似たような状態だったため、由佳の気持ちはよくわかる。

　対して成島は別段驚くような様子はなく、前を向いたまま澄まし顔だ。何度か来たことがあるのかもしれない。

　ふたりは並んでソファに腰を下ろした。

「コーヒーでも淹れますね」

　キッチンに向かおうとした里帆を亮介が呼び止める。

「俺がやるよ」

「仕事で疲れて帰ったのに。私がやりますから大丈夫です」

「いいから。里帆は座ってな」

　くるりと反転させられ、優しく背中を押されてしまった。

　仕方なくテーブルを挟んでふたりの前に座ると、由佳が意味深な笑みを里帆に投げかける。

「優しい旦那様でよかったね」

「旦那様なんて！　まだ結婚してないから」

　今朝もコンシェルジュから〝奥様〟と呼ばれ、ものすごくくすぐったかった。

　でもまだ、亮介の父親の許可はもらえていない。亮介は最悪、反対されたままでもかまわないと言っているが、本当にそれでいいのかと里帆は不安も覚える。

「そうだ、結婚といえば」

　由佳はそう言ったかと思えば、すばやく里帆の隣へ移動した。

「赤ちゃん、できたんだってね！　触ってもいい？」

　そっと手を伸ばし、由佳が里帆のおなかに触れる。

「わっほんとだ。おなかがぽっこり。今何ヶ月？」

　由佳は目をまん丸にした。

「七ヶ月の後半。五月に生まれる予定だよ」

「そうなんだぁ。里帆がママかぁ。おめでとう」

「ありがとう」

　里帆をずっと診ていた伊織から、『命がおなかに宿ったときから、すでに立派な母親なのよ』と言われたことを思い出す。

　でも実際には、妊娠がわかったときの里帆には不安しかなかった。ひとりで産んで育てていけるのか。シングルマザーの道を選んだ里帆を、将来この子は恨んだりしないだろうか。

　ところがそれが徐々に責任と喜びに変わり、少しずつ大きくなっていく姿をエコーで確認するごとに愛しさが募っていく。小さな存在が、里帆に勇気をもたらしたのだ。

　この一体感が途方もなく幸せ。

　里帆は愛を込めておなかをなでた。

「立川さん」

　不意に成島に呼ばれて、顔を上げる。

「昨年の夏の一件を謝らせてください。会長命令とはいえ、悪いことをしました」

「いえっ、それはもういいですから」

　成島の立場では命令に背けなかっただろう。

　あのときは、なんてひどいことを冷静な顔をして言うのかと恨んだが、それは怒りのぶつけどころがなかったせい。頭では成島はなにも悪くないとわかっていたから。

「そうはいきません。社長に無理を言って今日ここへ連れてきてもらったのも、立川さんに謝りたかったからなのです。申し訳ありませんでした」

　里帆の制止も聞かずに成島が頭を下げる。

「本当に大丈夫ですから。もう気にしないでくださいね」

　急いで顔を上げてもらった。

「そうだ、室長。亮介さんに、まだ後任の秘書がいないそうですね」

「そうなんですよ。いらないの一点張りでね」

「里帆は知らないだろうけど、社内では〝私がやりたい！〟って立候補者がいっぱいいるんだよ。人事部でも私の後輩が、いきなり秘書検定受けたりして」

　由佳がクスッと笑う。

「私が選抜した優秀な女子社員を何人もリストアップしているんですが、なかなか首を縦に振らない。本当に困った社長です」

　成島が愚痴っぽくつぶやいたところで、亮介がコーヒーの香りとともに現れる。

「誰が困った社長だって？」

　涼しげな目もとを鋭くさせて成島を見た。

「あ、いえ、それは……」

　冷静沈着な成島がしどろもどろになる。

「亮介さんが秘書をつけないって話です」

「あぁそれか。成島のしつこさと言ったらないぞ」

　亮介がカップをそれぞれの前に置くと、成島と由佳は恐縮して頭を下げた。里帆にはホットミルクなあたり、きちんと気遣ってくれているようで心があたたかくなる。

「私は職務をまっとうしているだけです」

　成島が胸を張って毅然と答える。きっと本当に困っているのだろう。真剣な表情がそう言っていた。

「亮介さん、室長をあまり困らせないであげてください」

「里帆は成島の味方をするのか」

　成島の隣に座った亮介が不満げに眉をピクリと動かす。

「敵も味方もないです。ただ秘書はいたほうがいいって話ですから」

　そこまでかたくなに拒絶しなくてもいいのにと思う反面、里帆以外の秘書なら必要ないと言ってもらえてうれしい気持ちもある。

　それに正直言うと、新しい秘書が亮介と常に行動をともにするのかと思うと気が気でないのもたしかだ。

「そうですよ、社長。やはり秘書は必要です」

「ふたりでタッグを組むのはよせ」

　やり取りを見ていた由佳が、「社長がヤキモチやいてる」と里帆にこそっと耳打ちをするからくすぐったい。

「ともかく、私にも考えはありますので」

　なにやら怪しげに成島の目が光った。秘策があるらしい。

「妙な真似をしたら室長の座がなくなるぞ」

「社長、それをパワハラと呼ぶのをご存知ないですか？」

「それを言うなら、半年前に成島が里帆にしたことも、それにあたるんじゃないか？」

　どちらも引かない攻防戦は、ふたりのコーヒーが冷めるまで終わらなかった。




　成島と由佳に夕食を食べていってもらえばよかった。

　里帆がそう思ったのは、ふたりが帰った後のこと。チキンのホワイトシチューだから人数が増えても問題なかったのだ。

　里帆がシチューをあたためなおしていると、コーヒーカップを下げてきた亮介がうしろから抱きすくめる。

「お父様、許してくれませんでしたか」

　亮介が今朝、ふたりのことを報告するために実家へ行ったのは里帆も知っていた。

　その後、亮介からそれについてなんの連絡も入らなかったのは、うれしい知らせを得られなかったためだろう。里帆を抱きしめる腕の力からも、それは感じられた。

「まぁまだ一回目だからね。いきなり俺に子どもができたと言っても、驚きのほうが大きいだろ」

「……そうですよね」

　別れさせた女がじつは妊娠していたなんて、父親にしてみたら〝してやられた感〟でいっぱいだろう。もしかしたら、心証は半年前より悪いかもしれない。

「里帆は心配するな。いくら反対されたって俺は里帆と子どもを一生守っていくから」

　落ち込みそうになった気持ちごと、亮介がぎゅっと抱きしめる。

　そうされるだけで、どれだけ心が安らぐか。自分ひとりだったこれまでとは、心強さが全然違う。

　亮介の父親に認めてもらえないという大きな問題はあるにせよ、亮介がそばにいて、これからの人生を一緒に歩んでいける未来が目の前にあるのは、なににも代えがたい幸せ。一度は手放した幸せだからこそ、もう二度と離さない。

　里帆は改めて強く誓った。




　ある夜、里帆は亮介に連れられて、一度だけ一緒に来たことがあるレストランへやって来た。亮介の友人が経営している、高級ホテルにあるフレンチレストランだ。昨年の里帆の誕生日前日に、サプライズで亮介がお祝いをしてくれた思い出深い場所でもある。

　前回は半個室だったが今回は完全個室のため、特別感がさらに増す。窓の外、眼下に広がる景色はあの夜と同じように星屑をちりばめたよう。

　テーブルに着いてすぐ、亮介は「ちょっとごめん」と席を外した。

　トイレにでも行ったのかなと思いながら、せっかくだからとスマートフォンを取り出して夜景を撮影。子どもが生まれて大きくなったら、〝パパとふたりでこんなに素敵な夜景を見たの〟と教えてあげる場面を想像して、自然と顔が綻ぶ。

　なにを見ても、なにをしていても、ふたりの間に子どもの存在がある幸せを噛みしめた。

「こんばんは、里帆さん」

　夜景に夢中になっている里帆に声がかかる。振り向くと亮介の友人の隼、この店のオーナーだ。

「こ、こんばんは」

　慌てて立ち上がって頭を下げたが、「座って」とスマートに椅子を引いて座らされてしまった。

「おめでたなんだってね」

　亮介から聞いているようだ。隼の目線がおなかへ下がり、なんとなく気恥ずかしい。

「……そうなんです」

「おめでとう」

　はにかんでうなずくと、隼は爽やかな笑顔を浮かべた。

「ふたりが一緒にいるのをまた見られるなんてうれしいよ」

　里帆が手切れ金を持って姿をくらましたという話も、隼なら聞いているだろう。

　バツが悪くて返す言葉を見つけられない。里帆は曖昧に微笑むしかなかった。

「里帆さんが消えた頃の亮介、かなり荒れてたんだ」

「えっ……」

「酒にもずいぶん付き合わされたよ」

　予期しない話に聞き入る。いつでも大人の振る舞いの亮介が荒れるなんて、里帆には想像もつかない。それだけ傷つけた証拠だろう。

「あ、ごめんごめん。暗い顔させたよね。特別な夜だっていうのに」

「特別な、夜？」

　今日は、亮介の誕生日でも里帆の誕生日でもない。

　なんのことかと里帆が小首をかしげたときだった。

「俺のいない隙に里帆にちょっかい出すなんて上等じゃないか」

　亮介が現れ、隼の肩をポンと軽く叩く。

「そうじゃないよ。亮介の噂話」

「どっちにしてもろくでもない」

　楽しげに笑みを浮かべる隼に亮介が突っ込む。

「無理にこの部屋の予約を取らせておいて、それはないじゃないか」

　約一年前、里帆がここへ連れてきてもらったときも、強引に予約を取ったと言っていたような気がする。あのときは里帆の誕生日を祝うためだった。

　今夜はいったい……？

「そうだったか？」

　とぼける亮介の肩を隼がトンと叩く。

「とにかくふたりきりにしてくれ」

「へいへい」

　テンポのいいやり取りをしながら出ていく隼に里帆は頭を下げた。

　彼が去り、途端に個室が静かになる。亮介は真剣な表情で、座っている里帆の前に歩み寄った。

「里帆」

　名前を呼び、やわらかな笑みに変えた亮介がおもむろに花束を差し出す。背中に隠していたらしい。白とピンクを基調にした、丸いブーケのようなかわいい花束だった。

　里帆を置いて席を外したのは、準備していたこれを取りにいっていたためらしい。

　でも、どうしていきなり花束を？

「ありがとう」

　戸惑いつつそれを受け取る。

「ひとまず第一段階」

　なにを言っているのか要領を得ない。ひとり言のようにつぶやく亮介を見ているうちに、スパークリングウォーターが運ばれてきた。

「それじゃ、乾杯しよう」

　真向かいに座った亮介とグラスを傾けて乾杯。ゆっくりとしたペースでコース料理が運ばれてくる。

　亮介のくれた花束がテーブルランプの優しい光を浴びて色合いをやわらかにする。

「ここへ里帆を連れてきたときのこと、覚えてるか？」

「もちろんです」

　サプライズで出てきたバースデーケーキは一生忘れない。

「あれは、里帆に男がいるかどうかを探るためだったんだ」

「え？　私に彼氏が？」

　里帆が目をぱちつかせる。

「真面目な里帆のことだから、直球で〝男いるのか？〟と聞いて〝セクハラです〟とも言われかねない」

「そのくらいで言ったりしないです」

　クスクス笑って返した後、ハッとした。

「……亮介さん、その頃から私を？」

　思わぬところに気がついてドキッとさせられる。

　あの頃の里帆は、亮介に対して憧れこそあったが、雲の上の人という認識のほうが強かった。

「男がいて、里帆がそいつと幸せなら俺が波風立てるわけにはいかないって自制して。でも、里帆の誕生日はそいつより早く祝いたいって。かわいいな、俺」

　亮介は照れくさそうに鼻の下をこすった。

　六つも年上の男性をかわいいというのは失礼かもしれない。でも、心からそう思ってしまう。過去の打ち明け話に愛しさが込み上げた。

　あの夜のことは、今でもよく覚えている。亮介とプライベートでふたりきりになったのは初めてだった。不慣れな場所と相まって緊張は半端ではなかった。

「日付が変わった直後のメッセージ、すごくうれしかったです」

　午前〇時を過ぎると同時に亮介から届いた〝ハッピーバースデー〟とかわいらしいスタンプ。スマートフォンを解約した今となっては残っていないデータだが、その画面は今も里帆の心に焼きついている。

　時計とにらめっこをしていただろう亮介を想像して、過去の自分がどれほど幸せだったか思い知った。もちろん、今はそれ以上にハッピーだ。




　ゆったりとした時間のなか夜景と食事を楽しんでからエレベーターホールへ来ると、亮介はなぜか乗降ボタンの上をタッチした。

「帰らないんですか？」

「今夜はここに泊まろうと思ってね。里帆と特別な夜にしたい」

　つないでいた指先に力が込められ、ドキンと鼓動が弾む。里帆を見下ろした目に甘い色がにじみ、思わずサッと目を逸らした。

　さっき席を外したのは花束の用意だけでなく、チェックインをしにいったのかもしれない。

　エレベーターが到着し、ふたりを乗せて静かに上がっていく。

　不意打ちで訪れたロマンチックなムードに体がふわふわした心地だ。上から糸でつられたマリオネットのように、どことなく不自然に体が浮つく。亮介に手をつながれていなければ飛んでいってしまいそう。

　ポンと軽やかな音を立ててエレベーターが止まり、彼に手を引かれてふかふかの絨毯を歩く。亮介にいざなわれて入ったのは、最高の夜を過ごすにふさわしいスイートルームだった。

　大きな窓の外はフレンチレストランで見た夜景よりも少し目線が高く、開放感が抜群。当然ながら広いリビングスペースはゴージャスな内装で、それだけで自分がワンランク上の女になった気にさせられる。

「里帆はお風呂に入っておいで。お湯を張っておくようにお願いしておいたから、たぶんすぐ使えるはずだ」

　なんて準備がいい。里帆は遠慮なくそうさせてもらうことにした。

　亮介の言っていた通りバスタブにはたっぷりとお湯が張られ、森林のような爽やかな香りを放っている。白く煙る湯気までいつもと違って感じるのは、スイートルームマジックのひとつだろう。

　シャワーを浴びて、バスタブにゆっくりと体を沈める。

　不意に、亮介のマンションで想いを伝えた初めての夜を思い出した。

　ちょうど一年前。今の季節のように寒い夜だった。

　あの夜は、体をあたためながら心は緊張に震えていた。久しぶりに亮介と肌を合わせるのかと思うと、緊張感はあのときの比ではない。

　亮介と一緒に暮らし始めて約十日。再会してから、キスすらしていないのだ。

　優しく抱きしめられたり、甘い言葉をささやかれたりするものの、恋人でいたときのようにごく自然に唇を重ねることがまったくなかった。

　彼の気持ちを疑っているのではない。転院先の病院にも仕事を半休にして付き添ってくれたり、ドクターの話に真剣に耳を傾けたり、懸命に父親になろうとしているのはひしひしと伝わってくる。

　でもだからこそ、キスをする気持ちにならないのかもしれない。

　つまり里帆を女性としてではなく、母親としてしか見られなくなったのではないかと考え始めていたのだ。

　もしかしたら亮介は、無理して里帆を女性として見ようと思っているのではないだろうか。ロマンチックな場所で夜を過ごせば、そんな気分になれるかもしれないと期待を込めて。

　……でも、大きくなったおなかを見て、気持ちが萎えないかな。

　いくら里帆が前に出てこないタイプのおなかだとしても、八ヶ月にもなればそれなりにふっくらとしている。

　胸がサイズアップしたのは喜ばしいが、ついでにお尻は大きくなったし、腰回りもしっかりしてきた。

　そんな体で受け入れてもらえるのかな。

　不安と緊張が入り混じって、なんともいえない気分になる。

　とはいえ、いつまでもお風呂につかっているわけにもいかない。気分が悪くなる前に上がると、パウダールームにはバスローブの代わりにかわいらしい桜色のベビードールが置いてあった。

　妊婦用なのか、おなかのあたりがゆったりとしたロング丈だ。透けているわけではないが、レース使いもされたセクシーさを兼ね備えている。これも亮介が用意させたようだ。

　羽織るものまで置いてあり、それを着てバスルームのドアを開けると、なぜか電気が落とされていた。

　あれ？　どうして？　入るときに消してないよね？

　不思議に思いながら一歩出た里帆は、そこで足を止めざるを得なかった。

　リビングへ続く通路にキャンドルが幾つも灯されていたのだ。それが等間隔に二列置かれ、キャンドルロードを作っている。

　やわらかな光に導かれるように里帆が足を進めると、それはリビングの奥の部屋へ続いていた。

　半分だけ開いている扉を抜けると、思いがけない光景が里帆の目に飛び込む。大きなベッドの上に、真っ赤な花びらで描かれたハートマークのデコレーションがされていた。

「わぁ、すごい」

　思わず声を漏らしたそのとき、うしろから伸びてきた亮介の腕にふわっと抱きすくめられた。瞬間、同じシャンプーの香りに包まれる。

「里帆」

　亮介に名前を呼ばれただけで、心臓のリズムが狂うからかなわない。耳もとから全身に甘い痺れが伝わっていく。

「これ、亮介さんが？」

「ベッドのデコレーションはホテルで、キャンドルは俺」

「とっても素敵」

　ロマンチックすぎて目眩を起こしそう。

「里帆がシャワー浴びてる隙に大急ぎで準備して、俺もそこのシャワーブースでさっと浴びてきた」

　振り返ってみれば、亮介から水が滴った。髪がまだ濡れている。

「亮介さん、乾かしてないじゃないですか」

「大慌てだったからね」

　いつかの夜みたいだ。

「それより、あそこの箱を開けてみて」

　亮介の指差したほうに目を向けると、ベッドのデコレーションの真ん中、ハートに囲まれた中に白い箱が置かれている。

「あの箱？」

　里帆の問いに亮介が微笑んで答える。

　里帆は言われるままベッドに上がり、ハートを崩さないように箱を持ち上げた。

　なんだろう……？

　ワクワクしながらふたを開けると、手のひらに乗るくらいの小さな箱がある。

　ワインレッド色のベルベット素材。見た目からそれがなんであるか、すぐにピンときてしまう小箱だ。

「亮介さん、これ……」

　里帆の勘違いでなければ、中身はリングだ。

　戸惑う里帆をベッドから下ろした亮介は、いきなりその場にひざまずいた。

「立川里帆さん、俺と結婚してください」

　まるでおとぎ話の王子様のよう。里帆の手を取り、甲にそっと唇を押しあてる。

「里帆、結婚しよう」

　繰り返し言われて頭がポーッとしてくる。ロマンチックな演出と言葉の誘惑に酔わされて、さっきから胸の高鳴りが激しい。

　子どもができて、その子と里帆を守っていくと言われた時点でプロポーズも同然。こうして改めて言ってもらえるとは思ってもみなかった。

「……はい」

　声を震わせながら、ようやく答えた。

　立ち上がった亮介が里帆の薬指にリングをはめる。美しいウェーブラインの真ん中にはダイヤモンドが光り輝いていた。

「亮介さん、ありがとう」

　その言葉しか見つからない。

「里帆はもう俺のもの」

　亮介が里帆を引き寄せ額にキスを落とす。

「里帆を抱きたいんだけど」

　唇は額から離れたものの至近距離に変わりはない。すぐそばから見つめるまなざしが熱くて、トクンと鼓動が揺れる。

「里帆がそんな気分になれないなら、ここでやめておく」

「……亮介さんは、その気になれるんですか？」

　こわごわ尋ねる。おなかが大きな里帆相手でも、欲情できるものなのか。

　優しい亮介のこと。もしかして、里帆を気遣って誘っているのではないかと勘繰る。

　亮介は里帆の質問に目を見開いた。

「俺？　俺は今すぐにでも里帆を押し倒したいよ。里帆をマンションに連れ帰ったときからずっとそう」

「え？　そう、なんですか？」

　予想外の答えだった。まさかずっとそうだったなんて信じられない。

「キスもなかったから、もう女性として見られないのかなって……」

「まさか」

　亮介が眉をひそめる。

「キスしたら歯止めが利きそうになかったから。今夜を特別にしたくて我慢してた」

　亮介が我慢を強いられるほど里帆を望んでいたといううれしい告白が、里帆の鼓動をさらに速める。

　でも、そういうことをしても平気なのかな……。

　普段とは違う体の状態に不安がないといったら嘘になる。

「俺に抱かれるの、怖い？」

「……ちょっとだけ」

　正直に答えた。里帆の心の中を言いあてる亮介はさすがだと思わずにはいられない。

「産科の先生にもちゃんとゴーサインもらったから心配いらないよ」

「えっ、いつの間に？」

　そう聞き返してから思い出す。引越し直前に転院の手続きをしにいったとき、そういえば亮介だけが診察室に残ったことがあった。あのときにそんな確認を取っていたとは。

「里帆もおなかの子も順調だから、夫婦生活は大丈夫だそうだ。妊娠中は母性が強くなって、そういったことは考えられない女性もいるから、里帆の気持ちを第一にするのが大前提だって釘は刺されたけどね」

　亮介は照れ笑いをした。

「だから無理強いはしない」

　亮介の瞳が〝どうする？〟と揺れる。

　決定権は里帆の手に。

　まったく触れてもらえず、この十日間は不安を感じていた。里帆も亮介を求めていたのは紛れもない事実だ。

　先生が問題ないと言っているなら……。

　イエスの意味を込めてうなずくと、亮介は里帆の顎を持ち上げてそっとキスをした。

　羽毛でなでるようにしてかすめた唇が、再び重なる。優しくこすり合わせ、里帆の感触を確かめるようにした後、亮介は舌先で唇をくすぐった。

　口を開く合図の懐かしさに、胸の奥が小さくうずく。絡み合った舌の熱が体にも伝染して、里帆からこらえるような吐息が漏れた。

　亮介は壊れ物を扱うみたいに里帆をベッドに寝かせ、おなかを避けて自分も横になる。里帆のベビードールをたくし上げ、丸みを帯びたウエストにキスを落とした。

　祈りを込めるかのように長い口づけの後、里帆の唇にも同じようにする。

「心配するな。優しくするよ」

　うっとりしてしまうほど甘いささやき声に、里帆は黙ってうなずいた――。




　ゆっくりと明けた翌朝。カーテンの隙間から淡く差し込んだか弱い光が、ベッドに陰影をつくっている。

　心と体が真綿で包まれているような、とても優しくてあたたかな感覚。こんなに満ち足りた気持ちになるのは妊娠がわかってから初めてかもしれない。里帆は穏やかに始まった朝から抜け出せずに、亮介の腕の中でまどろんでいた。

　久しぶりに亮介と体を重ねた昨夜。少しずつ溶け合っていったふたりの体温に胸が熱くなり、こみ上げる懐かしさから涙を零さずにはいられなかった。

　半年の時を経て、亮介を感じられる幸せはなににも代えがたい。

　うしろから里帆を抱き込むように回された彼の腕がもう逃がさないと言っているようで、一夜明けた今も里帆の心を甘くくすぐった。

　亮介の手がゆっくりとおなかへ移動し、円を描くように優しく動く。

　もう起きてるの？

　振り返ろうと思った矢先。

「今、動いた」

　亮介の声が耳もとで弾んだ。

「動きましたね」

　蹴ったか、パンチか。おなかがポコッとなったのは里帆も感じ取れた。

「すごいな。ここに本当にいるんだ」

　あたり前になりつつあった胎動は、亮介にとっては初の出来事。感心したようにつぶやいた。

「いるんですよね」

　日々の成長を確実に遂げ、この世に生まれ出る日を待っている。

「そういえば、昨夜はこれまでになく激しく動いていたんです」

「え？　俺と里帆が愛し合ってる最中に？」

「はい」

　おなかの中ででんぐり返しでもしているみたいだった。亮介とひとつになってからは何度となくおなかを押し、まるで抵抗するかのように。

「おなかの子の性別は？」

「まだわからないです。エコーのときはいつも足をぎゅっと閉じちゃって」

　よほど恥ずかしいらしい。判別可能なシンボルの有無を確認できていないのだ。

「きっと男の子だ」

「どうしてですか？」

「俺のママになにすんだ！って暴れていたんじゃないか？」

「なんですかそれ」

　おもしろい理論に里帆がクスクス笑う。

「絶対ヤキモチだよ」

　亮介が悔しそうに言うから余計に笑いが込み上げてくる。

　ヤキモチを焼いているのは亮介のほうだ。

「でも、里帆は俺のものだからな。悪いけど譲る気はない」

　すっかり息子確定だ。

「自分の子どもなのに？」

　笑いながら聞き返すのは照れ隠し。亮介の言葉にドキッとさせられ、本音ではうれしくてたまらない。

「息子と張り合う気満々だ。きっと里帆の取り合いになるから覚悟したほうがいいぞ」

「娘だったら私そっちのけになりそう」

　きっと溺愛だ。それはそれでやけなくもないが、そんな想像をするだけで幸せな気持ちになる。

「どっちだとしてもかわいいに変わりはないけど、俺にとっては里帆が一番。生涯それは変わらない」

　亮介が里帆の髪にキスをする。

　首をひねって振り返った里帆の唇にそっと唇を重ね、体を反転させた。

「里帆、早急に入籍を済ませよう」

　亮介が向かいから真っすぐに里帆を見つめる。

「……でもそれはやっぱり、亮介さんのご両親に認めていただいてからがいいです」

　誰に反対されようが結婚すると言ってくれる亮介の言葉はうれしい。でも、彼の親には、やはり賛成と祝福をしてほしい。新しい命がおなかに宿り、自分も親という立場になった今だから、余計にそう思うのかもしれない。

「そうだな。わかった、そうしよう」

　しばらく迷うようにして視線をさまよわせ、甘いまなざしで里帆を見つめ、額から鼻先、唇へとキスが落ちていく。

「里帆、もう一度抱きたい」

　そう言われて里帆が拒めるはずもない。イエスの代わりに亮介の背中に手を回した。










新しい家族のぬくもり




　隆一から結婚の許しをもらえないまま、いたずらに時間は経過していく。

　亮介にしてみれば反対されても関係ないが、なによりも里帆の気持ちを優先したいと考えていた。

　とはいえ里帆もまもなく臨月を迎える。あと少しすれば、いつ生まれてもおかしくない状況なのだ。

　未婚のまま出生届を出すと父親の欄が空白になり、その後の手続きが厄介だという。できれば早急に籍を入れたいが、里帆と隆一を引き合わせる段取りもできていない状況である。

　亮介が打ち合わせから社長室へ戻ると、見計らったかのように成島が部屋にやって来た。うしろに従えている見慣れない男は誰か。

　不審に思いつつ亮介が椅子に腰を下ろすと、成島は手を前に組み静かな笑みをたたえた。

「強硬手段に出ました」

　なんの話だというのか。

　亮介が鋭く見つめ返すと、成島はうしろにいた男を振り返り、前に出るよう指示をする。

　ひょっこりという様子で成島の隣に並んだ男は、恐縮しながら目を泳がせた。

　年は二十五、六といったところか。耳にかかるくらいの栗色の髪は癖毛かふんわりとしている。背が高く、アイドルグループにいそうな中性的な顔立ちだ。

「こちらの野の崎ざき徹てつ也やが本日付で社長秘書として配属となりました」

「の、野崎と申します！　よろ、よろ……よろしくお願いいたします！」

　おいおい、大丈夫か。思わずそう突っ込みたくなる自己紹介だった。

「なんの話も聞いていないが？　そもそも秘書は必要ないと言ったはずだ。何度も同じことを言わせるな」

「お言葉ですが、それは私も同じです。対外的に秘書は必要だと会長も仰せですので、今日はこうして強行突破させていただきました」

　会長といううしろ盾をちらつかせ、亮介をうなずかせようという魂胆らしい。

「立川さんからも、くれぐれもよろしくとお願いされています」

　成島が、さらに里帆の名前まで出す。

「男性ならば社長もよろしいのではないかと」

　これに反応したのは野崎だった。

「えっ、黒木社長ってそっちの趣味が……？」

　野崎は自分で自分の肩を抱き、警戒の色をにじませる。

　亮介が冷ややかな目を向けると、「そ、そんなわけないですよね！　すみません、失礼いたしました！」と縮み上がった。

「川内にもきちっと指導させますので、どうかご理解をお願いいたします」

　川内恭子は、秘書の中で一番の古株の女性である。里帆も秘書になりたての頃は、彼女から基本的なことを教わっていた。

　しかし、人選に厳しい成島が、どうして野崎のような男を選んだのだろうか。見た目はともかく、秘書に向いている資質があるようには見えない。

「野崎はこう見えても秘書検定の上級資格を取得しており、店舗ではお客様からの信頼も厚い男です」

　そう言って成島は、お客から寄せられた声をまとめた一覧を亮介のデスクに置いた。そこには〝素晴らしい接客だった〟〝どちらにするか迷っていたところ、彼が的確なアドバイスをしてくれた〟〝野崎さんがいるから買い物に行く〟といった好意的な意見ばかりが記載されている。

　それだけをピックアップした可能性がないとも言いきれないが、野崎の放つ人懐こい雰囲気は、お客の支持を得やすいのかもしれない。

「後は社長が思うままにお育てになるのがよろしいかと思います」

　彼の才能を花開かせるのも散らすのも、亮介次第だと言わんばかりの言い方だ。これまでさんざん断り続けてきた亮介への仕返しといったところか。

「使い物にならなければ、それまでだぞ」

　里帆のように細やかな気遣いができるかどうか。それを見極めてから決めてもいいだろう。

　世間では目新しいこともないだろうが、亮介にしてみたら物珍しい男の秘書でもあり、成島との妥協点を受け入れることとなった。

「精いっぱいがんばりますので、どうぞよろしくお願いいたします！」

　腰を直角に折り曲げた野崎に、亮介も「よろしく」と返す。

「これから会長と中期三年計画の打ち合わせをするから、キミも同席するように」

　ここ二週間ほどをかけ、各部の部長たちとすり合わせをしてきた三ヶ年計画を会長に報告することになっている。転換期を迎えた商業施設ビジネスを中核とするマリオスターにとって、大事な打ち合わせだ。

「承知いたしました！」

「もう少し声のトーンを落としてくれ」

　いちいち反応が大きな野崎に忠告し、亮介は彼を従えて向かいにある会長室のドアを開けた。

　打ち合わせを予定していたため、隆一は自身のデスクではなく、ひと足先にソファのほうに座っている。野崎を簡単に紹介し、早速計画のすり合わせだ。

　まずは部長たちと話し合った今後三年の経営計画をまとめたものを隆一へ手渡した。Ａ４サイズの用紙三枚にわたる資料である。

　一九六九年に我が国初の本格的郊外型ショッピングセンターがオープンしてから五十年あまり。大型商業施設は変革すべき第二創業の時を迎えている。

　というのも、大型店立地法の新設届け出数は二〇一二年の七三八ヶ所をピークに減少傾向にあり、逆に閉鎖数は緩やかな増加傾向を見せているのだ。

「今後は新規開発を抑えて、既存施設の増床やリノベーションに力点を置いていくべきかと考えております」

「ほう。それはなぜだ」

　隆一は深く唸ってから亮介に問いかけた。

「近頃は建設単価が上昇傾向にあるのが最大の理由ではありますが、テナント企業の出店数も鈍くなっております」

　核店舗の売上不調のあおりを受け、家賃を払うのが精いっぱいというテナント企業の疲弊のためだ。

「そこで、顧客が目的意識を持って来店する意味や理由をつくっていこうと」

「たとえばどんな意味をもたせる？」

「食関連の需要が高まっていることを受け、それに適合する商品の強化であるとか、フードコートの大規模な刷新です。思いきって図書館や市役所機能の誘致というのも考えております」

　集いの場であるギャザリングプレースづくりが、これからの大型商業施設には必要であると考えたのだ。つまり、行く価値のある場所を造り上げていく。

「それだけで前年度の売上を今後もクリアしていけると思っているのか」

　隆一は納得できないようで、鋭いまなざしを亮介に向けた。考えが甘いと言いたいのだろう。

「もちろんそれだけではありません。そちらの資料にもある通り、核店舗に加えてパワーのある複数のサブ核店舗を充実させます。ゾーンごとの居心地のよさを創造する照明計画や色彩計画によって滞留時間を延ばす試みもあります」

　隆一は資料に目を落とし、じっくりと見入った。

　おそらく今後の日本では、国家のグランドデザインの五十年計画や行政の大型街づくり計画、地域の総合再開発計画などと連動・連携した商業施設開発が増加していくだろう。それに向けての、いわば準備ともいえる。

「やる気満々だな」

　近頃は堅い表情ばかり見せていた隆一が、ふっと笑みをこぼした。

「当然です。子どもも生まれますから」

　隅のほうに控えていた野崎が「えっ？　子ども!?」と小さくつぶやく。成島と由佳以外の社員は誰ひとり知らない情報だから、彼が驚くのも無理はないだろう。

　里帆がそばにいて、これから子どもも生まれるのだと考えるだけで血が高ぶる。これまでが不真面目だったわけではもちろんないが、仕事に対する身の入れ方が格段に違うのはたしか。

「そろそろ結婚を認めていただけませんか」

「私が認めるも認めないも、勝手にしたらいいだろう。お前もそうたんかを切ったと記憶しているが？」

　隆一はゆっくりとソファに背中を預け、亮介をじっと見据えた。これまでのように、冷ややかさや突き放すようなオーラを感じないのは気のせいか。

「会長に認めてもらうまで入籍はできないと、里帆が言っているんです。その彼女の気持ちを無視するわけにはいきません」

　半年前、里帆の気持ちを無視して手切れ金を渡したことを暗に含めたつもりだが、隆一がそれに気づいたかどうか。

　隆一の視線に重ねて、亮介も彼をじっと見る。いい加減に認めてもらわなければ、里帆の出産に間に合わない。

　目を逸らしたのは隆一のほうだった。

「中期三年計画については、もう一度よく目を通して精査しておく。打ち合わせは以上だ」

　隆一は立ち上がり、自分のデスクに戻った。

　これ以上ここでなにを言っても無駄だろう。資料を整理し、野崎とともに会長室を後にした。




　社長室に戻るなり興奮したように口を開いたのは、ほかでもなく野崎だ。

「社長、お子さんが生まれるって本当ですか!?　っていうか、そんなお相手がいるなんて社内で噂にもなっていませんよね？」

「野崎」

　自分の椅子に腰を下ろした亮介は静かに名前を呼び、野崎を見上げた。

「は、はいっ」

　怯えさせるつもりはなかったが、低音の声を聞き、振る舞いのまずさを直感したのだろう。ピンと背筋を伸ばした野崎が直立不動になる。

「これから秘書としてやっていくのなら、まずは冷静な態度を身につけるべきだな」

　成島レベルまでとは言わない。逆に彼にはもう少しテンションを上げてもらいたいくらいだ。

「……はい。わかってはいるのですが、つい」

　野崎がしゅんと肩を落とす。自覚はあるらしい。

　まぁ、成島が人選したのだから、それなりに資質はあるのだろう。

　亮介は小さく息を吐いてから続けた。

「俺の専属秘書になったわけだから、隠しておくわけにもいかないだろう。五月に子どもが生まれる予定だ。さっきの会長との会話を聞いていたからわかると思うが、入籍はまだしてない」

「そうなんですね！」

　途端に目を輝かせた野崎は、その先を聞こうと思ったのかデスクに両手を突いて身を乗り出した。

「奥様とはどこで知り合ったんですか？　どんな女性なんですか？　何歳ですか？　写真とかありませんか？」

　先ほどの忠告は彼の心に響かなかったのか、顔を近づけてぐいぐい迫る。

「……野崎」

　亮介の冷ややかなトーンの声で我に返った野崎は、ハッとして体勢をもとに戻した。

「す、すみませんっ！　川内さんのところで修業してまいります！」

　逃げるが勝ちといった様子で、野崎は先輩秘書である恭子を引き合いに出して社長室を飛び出していった。




　おなかがあまり目立たない里帆だったが、臨月まであと少しを迎えてからはさすがに大きくせり出すようになり、動きを制限されるようになった。

　健診では相変わらず鉄分不足傾向を指摘されるものの、とくに気になる点はなく順調である。なるべく動いたほうがいいとドクターに言われているため、気分さえよければマンションの近くを散歩したり、近くのスーパーへ買物に出かけたりして過ごしている。

　来客を知らせるインターフォンが鳴ったのは、里帆がちょうど外から戻った夕方のことだった。モニターには年配の女性がひとりと、里帆と同じ年くらいの女性が映っていた。

　誰だろうと思った直後に、もしかしたらとある予感が頭をかすめる。

「……はい」

　恐る恐る応答すると、ふたりの笑顔がモニターいっぱいになった。

『亮介の母の喜代です。妹の杏です』

　里帆の予感は的中。ふたりが順番に前に躍り出る。

「す、すぐに開けます」

　声が上ずり、背筋がピンと伸びた。

　マリオスターの社員だった里帆は、当然ながら会長である亮介の父親には会ったことがあるが、母親と妹はない。入籍こそしていないが、亮介と結婚するつもりでいるのに挨拶すらしていない状況だ。

　モニター越しに険悪な感じはしなかったが、なんて失礼な人間だと思われていないだろうかと不安になる。

　オートロックの解除をして玄関のドアで待つこと数分。もう一度インターフォンが鳴らされると同時に、急いで扉を開けた。

「初めまして！　立川里帆と申します！」

　勢いよく頭を下げたつもりではいるが、おなかが大きいため他人から見ればゆったりとした動作に見えただろう。

「申し訳ありません！」

　続けざまに謝罪の言葉を口にすると、喜代は「あらどうして謝るの？」と不思議そうにした。ショートカットがよく似合う、目鼻立ちのはっきりとした美人だ。

「ずっとご挨拶にも伺わず、大変失礼いたしました」

「それを言うなら、こっちのほうよ」

　喜代が里帆の腕をそっと掴んで揺らす。

「隆一さんが、里帆さんにとっても失礼なことをしたって聞いたわ」

　手切れ金の話を言っているのだろう。

「うちのお父さんがいつまでも納得しないから、お兄ちゃんも連れてこられないのよね。ほんっと強情なんだから」

　杏は軽く頬を膨らませた。ロングヘアの彼女は、髪を短くしたら瓜二つなほど母親によく似ている。

「里帆さんには嫌な思いをさせてごめんなさいね。私も杏も、早くあなたに会ってみたくて、こうして押しかけてきちゃったの」

　そんな言葉をかけてもらえるとは思いもせず、ふたりを前にして涙腺が緩みそうになる。ホルモンバランスの変化でそうなのかもしれないが、妊娠してからというもの、どうも涙もろくなっている気がしてならない。父親に反対されているから余計だろう。

「ありがとうございます」

　めいっぱい笑顔を浮かべたが、泣き笑いのような表情になっているのは自分でもわかった。

　ふたりをリビングに案内し、お茶を淹れてキッチンから戻ると、杏が大きな紙袋をふたつテーブルの上に並べる。

「ちょっと気は早いかなと思ったんだけど、母とふたりでいろいろ買ってきたの」

　喜代と杏が、その中から次々と中身を取り出していく。新生児用の肌着にロンパース、カバーオールなど盛りだくさんだ。中にはクマやネコの着ぐるみなどもあり、里帆は思わず「かわいい！」と手に取った。

　里帆も少しずつ買い揃えてはいるものの、まだ足りないかなと考えていたところだったため、とてもありがたい。

「まだ性別がわからないってお兄ちゃんが言ってたから、白とか黄色とかの無難な色にしてみたんだけど」

　じつは今日の健診で性別は判明しているが、亮介に真っ先に知らせたいため、ここはぐっと我慢だ。

「それと、これは里帆さんに」

「えっ、私にまでですか？」

　きれいにラッピングされた四角い箱を杏が差し出す。

「出産経験のある友達が、このクリームは妊娠線によく効くって言ってたから」

　そんなことまで気遣ってもらい頭が上がらない。

「うれしいです。ありがとうございます」

　思いがけない訪問とたくさんのプレゼントに感謝の言葉を幾つも並べたい気分だ。

「初孫だから、私もついうれしくなっちゃって。……あ、だけど、あまりプレッシャーに感じないでいいのよ？　男の子を産まなきゃとか。男の子でも女の子でも、どっちでも喜ばしいのに変わりはないから」

「里帆さん、美人さんだから、どっちも絶対にかわいいだろうなぁ」

　義理の母と妹になるふたりからここまで歓迎されるとは、予想もしていなかった。これまで挨拶もせずにいた自分が、ますます恥ずかしくなる。

「それから、里帆さんのご家族のことは亮介から聞いたわ。ご両親を亡くされているんですってね」

「はい、高校生のときに母を、大学生のときに父を亡くしました」

　ひとりになってから、もう七年になる。

「お産は、夫婦ふたりでも大変な大仕事よ。だから、里帆さんさえよければ、いつでも私に甘えてほしいの。出産直後は体をねぎらわらなきゃならないし、私にできることはなんでもするから」

　両親を亡くしてからずっと、家族とは無縁の世界で生きてきた。ベーカリー工房みなみの幸則と一子もそうだったが、あたたかく迎え入れてもらえる自分は、なんて幸せ者なのだろう。

　初めての出産はわからないことだらけ。子育てに関してもそう。亮介とふたりでなんとかやっていこうと考えていたが、子育ての先輩である喜代はとても心強い味方だ。

「昔と今とじゃいろいろ違う面があるから私も勉強しなきゃならないけど、里帆さんがひとりで抱え込む必要はないからね？　いつでも頼ってちょうだい」

「はい、ありがとうございます……」

　喜代のあたたかい言葉が胸にじんわりと広がっていく。とうとうこらえきれなくなり、里帆の目から涙があふれる。

「あっ、もう、お母さんってば！　里帆さんを泣かせちゃダメじゃない」

「ほんとね。ごめんなさい、里帆さん。そんなつもりじゃなかったの」

「そうじゃないんです、本当にうれしくて……」

　亮介と別れたとき、もう自分の世界は壊れたと思った。二度と心から笑えないと。

　そんな暗闇を照らしたひとつの小さな光が、里帆を再び幸せに満ちあふれた世界へと連れだしたのだ。

「里帆さん、父も心ではもう許しているんだと思います」

「……そうでしょうか」

「この前、私のパソコンが故障して、書斎にある父のパソコンを借りたんです。そうしたらね、検索履歴に〝ベビーベッド〟があったの」

「あら、そうなの？」

　杏の暴露に喜代が目を丸くする。

「きっと、里帆さんにひどいことをした手前、引っ込みがつかなくなっているんだと思うんです。一度反対したから、覆すのが難しいというか。頑固だから」

「あまのじゃくで困ったものね」

　喜代と杏はクスッと笑い合った。

　本当にもう許してくれているのだとしたら、それほど喜ばしいことはない。

「ご挨拶に伺わなくて大丈夫でしょうか……」

　もしも隆一が許すタイミングを逃しているのだとしたら、里帆がそのきっかけをつくるのはどうだろうか。思いきって挨拶に行き、里帆から頭を下げれば首を縦に振ってくれるのではないか。

「それじゃ今度、父の機嫌のいいときを見計らって、里帆さんに連絡しましょうか？　お兄ちゃんと一緒に来たらいいんじゃないかな」

「ぜひお願いします」

　里帆が膝に手を揃えて頭を下げたときだった。

「母さん？　なに、杏まで？」

　帰宅した亮介がふたりを見て驚く。

「にぎやかな声がするから誰かと思ったら」

　玄関のほうまで話し声が届いていたようだ。

「亮介がいつまでももったいぶって里帆さんに会わせてくれないから、杏と一緒に来たのよ」

「そうよ、お兄ちゃん」

「もったいぶってるわけがないだろ。まずは父さんの説得が先だと思ったからだよ」

「私たちは反対してないんだもの。こっそり会わせてくれたっていいじゃない」

　喜代と杏が顔を見合わせて「ね？」と仲よくうなずき合う。里帆にまで目配せをよこすから、亮介の手前どう反応したらいいのか困り、急いで話題を変えた。

「あの、亮介さん、お母様と杏さんがいろいろと買ってきてくださったんです」

　テーブルいっぱいに広げたものを指差す。

「そうだったのか。助かるよ、ありがとう」

「あと少しで父親になるんですから、亮介もしっかりしないとね」

「しっかりやってるつもりだよ」

　素直にお礼を言った亮介の笑顔が、不満げに反転する。

「それならいいけど、里帆さんを大事にしてあげるのよ」

「わかってるって」

　うんざりした口調で言ってから、「ふたりとも、もう帰ったらどうだ」と追い出しにかかった。

「はいはい、新婚さんの邪魔ですもんね」

　喜代が立ち上がるのを見て、杏も帰り支度を始める。

「あ、いえ、もう少しゆっくりしていってくださっても」

「いいのよ、里帆さん。亮介の目が〝早くふたりきりにしろ〟って言ってるから」

　喜代にからかうように言われた亮介は、否定するでも肯定するでもなく憮然としていた。

「ですが……」

「大丈夫ですよ、里帆さん。あ、そうだ、連絡先を交換しませんか？」

　隆一の機嫌を見計らって連絡をくれるというのだろう。

　杏とメッセージアプリのＩＤを交換し合い、亮介とふたりを見送った。




「俺にひと言連絡入れてから来ればいいものを」

　照れ隠しなのか、拗すねたように亮介が言う。

「だけど、おふたりとも素敵な方ですね」

　揃って美人なうえ、優しいときている。

「外面がいいだけだ」

「そんなことないですよ。あんなに素敵な方たちと家族になれるなんて、私うれしいです」

　そこに嘘はない。正直な気持ちだ。

「ま、里帆が喜んでくれてるのならよしとするか。ところで、健診はどうだった？　なにか変ったことはなかったか？　体調は？」

　亮介が矢継ぎ早に質問を重ねる。里帆の両手を取り、向かい合って顔を覗き込んだ。

「亮介さん、心配しすぎです」

「このくらい普通だ。身重の里帆を家でひとりにしてるんだから」

「ペット用の監視カメラでもつけますか？」

「それいいね」

　里帆は冗談のつもりで言ったのに、亮介がパッと顔を輝かせる。

「やだ、ほんのジョークですから！　本気でつけたりしないでくださいね？」

「里帆にわからないように、こっそり仕込むってのもおもしろそうだな」

「亮介さんの意地悪！」

「アハハ。冗談だ冗談」

　彼の胸をトンと叩いた里帆の手を取り、亮介が不意に引き寄せる。

「改めて。里帆、ただいま」

「おかえりなさい」

　唇が一度触れ合って、離れたタイミングで大事な報告をする。

「今日の健診で性別がわかったんです」

「そうなのか！　で、どっちだった？」

「亮介さんはどっちだと思いますか？」

　里帆の質問に亮介は「男の子」と即答した。よほど確信があるらしい。

「あたりです」

「やっぱりな。俺が里帆を抱いてるときのあの暴れ具合は、絶対そうだって思ってたよ。それまで静かなくせに、突然動き始めるからな」

　いきなり夜の秘め事に話題が飛び、頬が熱くなる。

　でも亮介の言う通りだった。それまでじっとしていたにもかかわらず、亮介とひとつになった途端、おなかの中ででんぐり返しでもしているみたいな動き方をするのだ。

　もしかして苦しいのかと不安になり、一度健診のときに恥ずかしさをこらえてドクターに聞いてみたところ、心配する必要はないということだった。

『お母さんが気持ちいいときは、おなかの赤ちゃんも同じだと思いますよ』と言われ、顔から火が出るほどに赤面した覚えがある。

「生まれてきたら、里帆の取り合い確定だ」

「ふふ。そんなこと言わないで赤ちゃんに譲ってあげてください」

「考えておくよ」

　チュッと音を立てて、もう一度唇が触れ合う。

「名前も考えなきゃならないな」

「そうですね」

　一応、名づけ本は買ったものの、どれがいいかとあれこれ目移りして候補すら上げられない。

「それじゃ、使いたい漢字だとか名前の響きだとか、お互いにそれぞれ考えようか」

「それいいですね」

　やっぱりふたりで一緒に悩み抜いて決めてあげたい。亮介の提案に里帆は快くうなずいた。

「里帆からビッグニュースを聞いたから疲れが吹き飛んだ」

　ネクタイを緩めながらリビングへ戻る亮介の後を追う。

「なにかトラブルでもあったんですか？」

　尋ねた里帆に亮介はため息で答えた。よほど大きな問題が起こったか。

「成島が俺に秘書をね」

「新しい人が配属されたんですか？」

　この前ここへ来た成島が、奥の手があるとかないとか、たしかそんなことを言っていたから、それがうまくいったのだろう。

　ただ、亮介はどこか不満そうだ。

「あんまり秘書っぽくないから先行きに不安しかない」

　いったいどんな女性だろうとあれこれ想像をする。

　容姿がド派手なのか、それとも振る舞いが荒っぽいのか。里帆自身も、自分が秘書らしかったかといったら疑問符がつくのだが。

「調子のいい男だ」

「えっ、男の人なんですか？」

「成島は、男なら俺も文句は言わないだろうと考えたらしい」

　なるほど。苦肉の策というわけだ。

　男性だと聞き、里帆もひそかにホッとした。

「その方を一度ここに連れてきていただけませんか？」

「え？」

　亮介が目を点にする。

「一応私も前任者ですし、引き継ぎというか。知らせておきたいこともありますから」

「……そうだな。里帆にも教育してもらったほうがいいかもしれないな」

　顎に手をあててしばらく考えていた亮介は、里帆の提案に賛成したのだった。




　その三日後。金曜日の夜、亮介は野崎を連れて帰ってきた。

　里帆が玄関で出迎えると、彼は直立不動から腰を直角に折り曲げて大きな声で挨拶をする。

「初めまして！　野崎徹也と申します！　黒木社長の秘書となって四日。まだまだ未熟者ですので、どうぞご指導をお願いいたします！」

　体育会系のノリというのか、ただ単に元気がよすぎるというのか、彼のそんな様子に里帆は面食らった。

　先に部屋に上がった亮介も苦笑いだ。〝な？〟という意味合いの視線を里帆に投げてよこした。

　リビングに通した野崎は、「うわぁ……」とため息交じりに部屋中をきょろきょろとするばかり。亮介が着替えて戻るまで、里帆が準備した資料を一向に見ない。結局、亮介に「おい、やる気はあるのか」と注意されるまで、視線が定まらなかった。

　ところがいざ説明を始めると、今度は里帆が気になるらしく、ちらちらと目線を投げかけてくる。

　妊婦がそんなに珍しいのかな……？

　どうにもやりづらい。

「社長の奥さん、めちゃくちゃかわいいですね」

「あ、ありがとうございます」

　不意打ちで褒められ、一応微笑み返す。

「おめでただって聞きましたけど、そんなふうに見えませんね」

「そうですか？　この頃は結構大きくなってきたんですけど」

　そう言って自分のおなかに手をあてて丸みを見せると、松崎は「ほんとだ。ちょっと触ってもいいですか？」と言って里帆の隣に移動してきた。

　遠慮のない振る舞いに里帆が体をこわばらせると、すかさず亮介が野崎の頭にゴツンと拳を振り下ろす。

「イテッ」

「いい加減にしろ。誰が里帆に触っていいと言った？」

「す、すみませんっ」

　頭を押さえながら何度もぺこぺこと頭を下げる。

「とっとと教わって、さっさと帰れ。でなければ今すぐ秘書を降りろ」

「そんなつれないこと言わないでくださいよぉ」

　今度は情けない顔で亮介に取り入った。

　思わず里帆が笑う。亮介が言っていた通り、ちょっとお調子者の気があるみたいだ。

「ちゃんとやる気はあるんです」

「じゃあ、そのやる気とやらを俺に見せてもらおうか」

　亮介は里帆と野崎の間に割り込んで座り、彼を向かいのソファへ追いやった。

　これでようやく始められそうだ。

　里帆は、亮介の秘書をしていたときに書き留めておいたノートを開き、野崎には要点をまとめた用紙を広げさせた。

「主要な取引先のトップの方たちの簡単な説明と、野崎さんも知っておいたほうがいい情報をまとめておきました」

　あくまでも里帆が在籍していた間に亮介と会った人たちだけになるが。

　野崎はそれをぺらぺらとめくり、「すごいですね」とつぶやいた。

「好きな食べ物とか趣味まで書いてありますよ」

「全員というわけにはいきませんし、挨拶の流れで先方がお話ししてくださったことを羅列してあるだけですけどね。社長が先方と会食したときに好物をチェックして、それを参考にしてお店を選んでください」

「里帆は、こういった細かいことによく気が回ったから、取引先からの信頼は厚かったんだ。今だから言えるが、何社かから引き抜きの話まであったくらいだ」

「えっ、そうなんですか？」

　それは里帆も初耳だ。

「今だから言える話だよ。もちろん即座にお断りしたけどね」

　亮介は軽くウインクをした。

　秘書としては一年にも満たないし、まだまだ経験不足だろうが、外部からのそうした評価はとてもうれしい。なにより亮介が即断ったというのが、心をくすぐる。

「そんなスーパー秘書さんの後釜なんて、俺に務まるのかな……」

　つい先ほどまで軽いノリだった野崎が、突然神妙な顔つきになる。不安でいっぱいなのは目に見えてあきらか。

「野崎さん、大丈夫ですよ。私だって初めは手探り状態でしたから」

「……そうでしょうか」

　ここへ来たときのハイテンションはどこへやら。野崎は、まるで捨てられた子犬のように情けない目をして里帆を見た。

「野崎さん、明るくて物怖じしないみたいですし」

　なにしろ社長の妻を前にしても緊張はまったく見えなかった。たぶん里帆だったら、そうはいかないだろう。

「謙虚な姿勢で臨めば、きっとすぐに秘書が板についてくると思います」

「本当ですか!?」

　里帆の助言を聞いた野崎の顔に、見る見るうちに明るさが戻っていく。単純というか素直というか。でも、悪くはない。

「野崎は少し内向的になったほうがいいくらいだ。まずは動作と声がでかすぎる。そこからなんとかしてくれ」

「最大限努力いたします！」

　たしかに声が大きい。言われたそばから大音量だ。

　亮介から「だから、その声だ」と即ツッコミが入った。

　なかなかいいコンビになりそう。里帆はひそかにそう思って、亮介の隣でクスッと笑った。










なににも代えがたいふたつの愛




　亮介の妹、杏からスマートフォンのメッセージアプリに連絡が入ったのは、その翌週の土曜日のことだった。隆一に今日会いにきてはどうかというお誘いだ。

　でも亮介は出張で昨日から不在。里帆ひとりでは話にならないだろうと思い、杏にその旨の返信をすると意外な答えが返ってきた。

『里帆さんひとりでも大丈夫ですよ。私も母もいますから、サポートの心配はいりません。タクシーを向かわせますから、それに乗ってきてください』

　そこまで言ってくれているのに無下にはできない。そもそも隆一が結婚を認めない根本的な原因は里帆にある。だとすれば、ひとりでも問題はないかもしれない。

　里帆は杏に『よろしくお願いします』と返信し、車の到着を待った。

　およそ二十分後、やってきたタクシーに乗り込むと、運転手は杏から事前に行き先を聞いていたようで、里帆がなにも言わずとも出発。黒木家を目指して走り始めた。

　四月も半ば。車の中にいると窓から差し込むうららかな日差しで、暖かさをかなり感じる。

　これから隆一に会うという緊張のせいか、おなかがなんとなく重い。生理痛のような、おなかを壊したときのような鈍い痛みだ。今朝起きたあたりから感じていたが、隆一に会うと決まったせいか痛みが増している気がする。

　きっと赤ちゃんにも緊張が伝わっているんだよね。先生も、気持ちはお母さんとリンクするって言っていたし。

　なにしろ、あの隆一に会うのだから。亮介と自分を引き離したくて仕方がなかった隆一と。緊張がおなかに伝わるのも当然だ。

　優しくおなかをさすりながら車に揺られること三十分。いよいよ亮介の実家に到着した。

　マンションを出る前に【お父様にお会いしてきます】と亮介に送ったメッセージは、まだ【既読】にならない。よほど忙しいのだろう。

　白い壁にあたたかみのあるオレンジ色のレンガでアクセントをつけた北欧風の建物は、手入れの行き届いた広い庭の真ん中に佇んでいる。想像していたよりもずっと大きい。

　タクシーを降り立った里帆は、圧倒されてしばらく見上げた。

　震える指先でインターフォンを押すと、応答もなしに玄関が開いた。喜代と杏、ふたりが揃って顔を覗かせる。

「里帆さん、いらっしゃい」

「こんにちは。先日はありがとうございました」

「そんな挨拶はいいから、上がって上がって」

　喜代に促されて入った玄関は大理石でピカピカのうえ、十畳近くありそうな広さだ。亮介のマンションで豪華なものに見慣れていた里帆でも、思わず目を見張る。

　その先に続く廊下も、一般家庭のものとは幅が違う。天井は高く、配されたライトもすべてがおしゃれ。さすがはマリオスターの一時代を築いてきた人物の自宅だと思わずにはいられない。

「あの、これどうぞ」

　靴を脱いで上がってすぐ、喜代に小さな箱を手渡す。

　手土産もなしにお邪魔するわけにはいかないと、途中タクシーを止めてパティスリーで買ってきたシュークリームだ。里帆の好物でもある。

「あら、里帆さん、そんなお気遣いなんてよかったのに。いきなりお誘いしてごめんなさいね」

「いえ、こちらこそお声をかけていただいてありがとうございます」

　改めてお礼を言って頭を下げる。

「だけど、臨月の里帆さんをひとり残して出張だなんて。亮介もしょうがないわね」

「亮介さんも迷っていたんですけど、予定日はまだ少し先ですし。大事なお仕事なのでそちらを優先していただきました」

　昨日から一泊の予定で帰りは今日の夜。そんなに長い時間ひとりになるわけでもない。里帆はひとりでのんびり育児本を眺めたり、ゆっくり散歩をしたりして過ごしていた。

「里帆さんはよくできた妻ね」

「あ、いえっ、そんなことは全然」

　慌てて首を横に振る。

　マリオスターの社長である亮介には、里帆や子ども以外にも社員やその家族など、守るべきものがたくさんある。入籍はまだしていないが、妻になる里帆にもそれは同じ。会社があってこそ。陰ながらそれを支えていくのが里帆の使命だとも思っている。

「里帆さんのようなお嬢さんを選んだ亮介が、我が息子ながら誇らしいわ」

「ありがとうございます……」

　恐縮するばかりの誉め言葉をもらい、里帆は恥ずかしくてならない。大きなおなかを抱えながら、肩を丸めて身を小さくした。

「お父さんにも、里帆さんが来るって知らせてあるの」

「そうなんですね。……大丈夫でしょうか」

「最初はびっくりして顔がこわばったけど、きっと大丈夫」

　杏はニコニコ顔だが、里帆には不安しかない。再びおなかに鈍痛が走った。

　案内されたリビングに隆一の姿を見つけ、体が一瞬で硬くなる。

　里帆に気づいて向けられた視線は、決してあたたかなものではなかった。社長時代から人並外れたオーラは今も健在。会長の威厳たっぷりだ。

「ご無沙汰しております。立川里帆です」

　お辞儀をしてゆっくりと戻すと、隆一は返事をするわけでもなく、ただじっと里帆を見据えていた。

　心の奥まで見透かされそうな瞳に怯んで、つい目を逸らす。

「お父さんったら、なんでそんな態度なの？　里帆さんがこうして来てくれたのに、挨拶もなしなんてひどすぎる。見損なったわ」

「あ、おい。悪かったって」

　杏にぷいと顔を背けられ、いきなり慌てたように取りなす。ゆったりと背中を預けて座っていたソファで、体を起こした。娘には弱いようだ。

「それなら、ちゃんと挨拶してあげて」

　杏に言われて、バツが悪そうに里帆を見る。咳払いを軽くしてから口を開いた。

「あのときは悪かった」

「はい？　……あ、いえ」

　結婚の許しを乞うためにやって来た里帆は、一瞬なにに対するものかわからなかったが、あの夏のことだとすぐに気づく。

　息子である亮介の将来を思ってやったまで。それを責めるつもりは里帆にはない。

　こうしておなかに新たな命を宿した今は、余計にそう思えた。この子のためなら、里帆もなにもいとわないだろう。盲目的に考える気持ちはよくわかる。息子愛しさゆえのものだったのだろうから。

　再び舞い降りた沈黙。次になにを言えばいいだろうかと里帆が戸惑っていると、杏がすぐに助け舟をよこす。

「ちょっとお父さん、それだけ？　ほかになにか言うことがあるでしょう？」

　さすが娘だ。容赦がない。でも、敵陣に乗り込んだも同然の里帆には、なによりもありがたい助っ人だ。

「まぁ、座りなさい」

「ちょっとなにそれ。んもうっ、お父さんってば」

　杏にダメ出しをされ、隆一はすっかり形無しだ。

「とりあえず里帆さん、こっちに座って」

　杏に促されて隆一の向かいに腰を下ろすと、喜代がお茶を淹れて入ってきた。これほどの邸宅なら家政婦がいるのだろうと思ったが、喜代自身が淹れたようだ。

「里帆さん、ルイボスティは飲める？」

「はい、いつも飲んでいます」

「よかったわ」

　もしかしたら、カフェインを控える里帆のために準備してくれたのかもしれない。わざわざそれを表に出さない気遣いは、里帆のお手本だ。

　杏は里帆の隣に、喜代は隆一の隣に腰を落ち着けた。

「里帆さんが持ってきてくれたシュークリーム、私も大好きなお店のものなのよ」

　喜代はテーブルにお茶と一緒に分けたシュークリームを見て顔を綻ばせる。

「そうなんですか。亮介さんがたまに買ってきてくださって。私も大好きなんです」

「そう。亮介が」

　さらにうれしそうに微笑んだ。

「お兄ちゃん、里帆さんにベタ惚れなのね。私には買ってきたことないもん」

「杏には父さんが何度も買ってきているじゃないか」

　隆一が横やりを入れる。やはり娘には甘いみたいだ。

「お父さんじゃなくて、お兄ちゃんの話」

「はいはい、ふたりとも。そんな話は後にしなさい。大事な話があるでしょう？」

　喜代が軌道修正を図るが、里帆にとっては緊張が増すだけ。できれば関係のない話で和やかに終わりたいと、元も子もない願いを抱く。それではここへ来た意味がない。

　里帆は決意も新たに、隆一を真っすぐに見た。

「私は、亮介さんを心から愛しています。この先の人生をずっと一緒に生きていきたいです。どうか亮介さんとの結婚を認めていただけないでしょうか」

　里帆の願いはそれに尽きる。亮介とずっと一緒に。もちろんおなかの子どもも。

　それ以外のすべてをあきらめろと言われたら、それでもいいと思える。それほど彼を愛し、一生かけて愛し抜く自信があった。

「里帆さん」

　隆一が低い声で呼びかける。

　心からの想いを伝えてもダメだと言われたらどうしよう。

　そんな不安に襲われた直後、おなかに先ほどまでよりも強い痛みが走る。

「……っ」

　思わず声にならない息を口から漏らし、おなかを押さえた。

　異変に気づいた喜代が、すぐさま里帆の隣に座る。

「里帆さん、どうしたの？　おなか痛い？」

「……はい、少し。今朝からなんとなく重い痛みはあったんですが」

「前駆陣痛じゃないかしら」

「そうなん、ですか？」

　ドクターからその話は聞いている。本陣痛の前に前駆陣痛と呼ばれるものがあると。

　でも予定日はまだ二週間以上も先。まさかという思いは強く、その痛み自体も初体験のため、それが前駆陣痛なのか自分ではわかりようもない。

「初産は早まる人のほうが多いってよく聞くから。里帆さんもお産が始まるわ」

「えっ」

　亮介がいない不安が頭をよぎる。

　立ち会い出産を強く希望していたため、彼がいれば安心だと高をくくっていた。未知なる痛みに恐怖が先行する。

「里帆さん、大丈夫。私がついてるわ。なにも怖くないからね」

　喜代は里帆の背中をさすりながら、手をぎゅっと握った。

　喜代の心強いひと言にハッとさせられる。

　そうだ。自分には新たにできた家族がついている。

　出産を目前に震えていた心は、途端に落ち着きを取り戻し始めた。

　喜代は杏に亮介への連絡を、隆一には病院への連絡をてきぱきと指示し、里帆の手を取ってずっと励まし続けた。

　隆一の車に乗せられ、病院へ四人で向かう。

　家を出る前にはトイレでおしるしを確認し、前駆陣痛は次第に間隔を狭めているようだった。




　事前に病院へ連絡を入れていたため、医師の診察の後、里帆は病室へ案内された。本陣痛まではそこで待機するようにとのことだった。

　亮介が事前に予約していた特別室は、大きな応接セットもシャワールームも完備されたゴージャスなもの。ちょっとした高級ホテルでも通るような洗練された部屋だ。

　ベッドの両脇に置いた椅子に喜代と杏が座り、隆一はソファセットのほうに腰を下ろした。

　前駆陣痛にも波があり、強かったり弱かったり間隔もバラバラ。個人差はあるらしく、この前駆陣痛が出産の二週間も前から起こる女性もいるらしいから驚きだ。里帆は、こんな痛みを二週間も抱えるのかと思うだけでクラクラしてくる。

　看護師がたびたび里帆の様子を見に顔を覗かせ、血圧や胎児の心拍数などを確認していく。

　波が収まっているときには普通の状態で会話もでき、喜代と杏は話し相手にもなってくれた。

「男の子ってわかっているそうね」

「そうなんです」

「名前はもう決めた？」

　杏に尋ねられ、亮介と話し合っていないことを思い出した。首を横に振る。

「お互いに使いたい漢字や響きを考えておこうって話してたんですけど」

　まだ先だと思って油断して、話し合いはまだだ。

　まったく考えていないわけではない。里帆にもたったひとつ、使いたい文字はある。

「そっかぁ。名前考えるのワクワクして楽しそう」

「一生使う名前なのよ。おもしろ半分でつけるものじゃないわ」

　喜代に諭されて、杏も「そうだよね」と素直にうなずく。

「だけど、お兄ちゃん、なんとか間に合うといいな」

「そうね……」

　喜代と杏は揃って腕時計を確かめた。

　亮介の出張先は大阪。すぐに新幹線に乗れれば、あと二時間ほどで着く。

　どうか間に合いますように……。

　そう願うほかになかった。




　いよいよ陣痛の間隔が短くなり子宮口も開いてきた里帆は、看護師に付き添われて陣痛室へ向かう。

「里帆さん、お兄ちゃんはこっちに向かってるからがんばって」

「ありがとう、杏さん」

　里帆が杏に微笑み返したときだった。

「里帆さん」

　隆一が静かに呼びかける。

　一瞬、痛みの存在を忘れてしまうほど神経が張りつめた。

「……はい」

　隆一の顔つきがやわらかなものに変わっている。それまで里帆に向けていた険しさが消えていた。

「もっと早くふたりの結婚を認めるべきだった。……遅くなってすまない」

　隆一ともあろう者が深く頭を下げる。

　すぐに顔を上げてもらおうとした里帆を引き留めたのは、隣で里帆を支えていた喜代だった。

「謝らせてあげて」

　里帆にだけ聞こえるようにささやく。

「里帆さん、ひどい仕打ちをした私を許してくれるか？」

「もちろんです……！」

　許すも許さないもない。子どもを思う親なら誰もが同じ。これから母親になろうという里帆には、その気持ちが痛いほどにわかった。

「ありがとう。私はここで里帆さんが無事に出産を終えるのを待っているから」

「はい」

　力強く返し、陣痛室に入った。

　カーテンで仕切られた六つの空間があり、そのベッドに横になる。杏と隆一は通路で待つことになり、喜代ひとりが里帆のそばに残った。

「里帆さん、よかったわ」

「お母様と杏さんのおかげです」

「そんなことはないわ。里帆さんの想いが隆一さんに届いたのよ」

　喜代はそう言って優しく笑った。

　激しい痛みが五分おきに襲ってくる。そのたびに息を長く吐いて凌しのぐ以外に手立てがない。喜代が里帆の腰をさすったり手を握って力づけたりして痛みを和らげようとしてくれるが、なかなか紛れるものでもない。

　子宮口がもっと開くまで、いきんではいけないと言われているため、ただひたすら耐えるだけ。まるでゴールを知らされないまま走るマラソンのようだ。

　こういうときだからこそ亮介に会いたくて、声を聞きたくてたまらない。口にこそ出さないでいるが、心は亮介を求めていた。

「んん……っ」

　痛みをこらえるたびに苦しい息が漏れる。だんだんと意識が遠のいていく気がして、いっそ飛んでしまえばいいのにとすら思った。

　どのくらい時間が経ったか。子宮口が十センチ開き、いよいよ分娩室へ移動となる。立つのもやっと。看護師に支えられながら、ようやく分娩台に乗るような状態だ。

　この病院は夫以外の立ち会い出産ができない決まりのため、喜代とは陣痛室でお別れ。後は助産師と看護師だけが、里帆の頼みの綱となる。

　早くこの痛みから解放されたい。早く亮介に会いたい。早く、生まれてくる赤ちゃんの顔を見たい。

　三つの願いを抱え、どんどん激しくなっていく痛みと戦う。

「亮……介さん……っ亮介……さ、ん……」

　無意識に彼の名前を呼びながら、強い痛みがきたタイミングでいきむ。

「立川さん、がんばってー」

　助産師と看護師に見守られる中、霞む視界の片隅に愛しい姿を捉えた気がした。

　あまりの苦しさに見た幻覚。そう考えた矢先――。

「里帆、遅れてごめん！」

　聞きたくてたまらなかった亮介の声だった。

「亮介さん……！」

　亮介は里帆の手をしっかりと握り、額にキスを落とした。

「里帆、がんばれ。あと少しだ」

　小さいながらも力の込められた声に勇気づけられる。

　やっと亮介に会えた。そのうれしさが里帆に力を与えた。

　激しい痛みの波がきそうになる前に二回深呼吸をし、十秒ほどいきむ。目を瞑らず腹筋運動をするように体を少し起こし、声を漏らさないように。

　助産師の指導に沿って、その繰り返しだった。

「立川さん、いいわ、とっても上手。旦那様も来たし、あともうちょっとその調子でがんばりましょうね」

　助産師の言葉にうなずく余裕はない。

　亮介は里帆が体を起こしたタイミングで背中に手をあて、ときどき口に水分を運ぶサポートを続ける。

「頭が見えてきたわ。あとひと息よ」

「里帆、がんばれ」

　いきむときに声を漏らしてはいけないと言われていても、コントロールできるはずもない。

「んーーっ……！」

　ひときわ大きな波がやって来た次の瞬間――。

　分娩室に小さくも力強い産声が響き渡ると同時に、「里帆、ありがとう」と亮介のキスが降ってきた。




　授乳を終えて新生児室から戻った病室に亮介の姿を見つけて、里帆の心と声が弾む。

「亮介さん！」

　出産してから四日目。亮介はランチタイムや取引先へ向かう途中など、仕事の合間に何度も顔を出していく。

　婚姻届を先に出し、直後に出生届を出したため、父親の欄にはしっかりと亮介の名前が刻まれている。晴れて、黒木里帆となった。

「授乳？　わざわざそのたびに授乳室に行くのも大変だな。母児同室ならいいのに」

　亮介にしてみれば、部屋にいつでも赤ちゃんがいれば好きなときに会えるというのだろう。

　この病院は、退院後に待ち構える大変な育児を前に、出産を終えたばかりの母親には体を休めてほしいという考えがあるそうだ。

　授乳時間があらかじめ決められていて、その時間に新生児室へ行ってほかの母親たちと一緒にオムツ交換や授乳をする。今日は沐浴の練習もしてきた。

　通路側がガラス張りになった新生児室は、カーテンの開放時間も定められているため、その時間を逃すと赤ちゃんの顔を見るのも叶わない。授乳時間は完全遮断だ。

「たくさんミルクを飲んでるし順調ですよ」

　まだ母乳の出が足りないためミルクとの混合。昨夜は、よく出るようになるためのマッサージも教わったところだ。

「里帆は？　どこか痛いところとか、具合の悪いところはないか？」

　ベッドに戻った里帆に顔を近づけ、まじまじと見つめる。

「ないです。それより亮介さん、お仕事大丈夫ですか？」

　今日はお昼過ぎに一度顔を出したばかり。夕方まであと少しだから、当然ながら仕事中だろう。

「俺をなめるな。仕事はきちっとこなしてる」

　不満げに言ってから、里帆の額に唇で触れる。

「言いそびれていたけど、昨日うちの父からベビーベッドにベビーカー、チャイルドシートまで届いたよ」

「お父様からそんなに？」

　大物のプレゼント一式に驚かされる。

　喜代と杏はちょくちょく病院に顔を出すが、隆一は出産当日に一度面会しただけだったので、仕方なしに結婚を承諾したのかと、里帆は勘繰っていた。そんなにたくさんのプレゼントをしてくれるのだから、きっと遠慮しているのだろう。

　そういえば……。

　喜代と杏がマンションにやって来たときに、隆一のパソコンの検索履歴にベビーベッドがあったと話してくれたのを思い出した。

「もうすでに溺愛。〝ジジバカ〟ってやつか」

　亮介は半ばあきれ顔だが、本音ではうれしいに決まっている。

　ずっと反対されていたため、そのギャップには里帆も戸惑いはあるが、喜びのほうが大きい。黒木家の全員から祝福されて幸せだ。

「それからいい名前を思いついたよ」

「名前！　そうなんですね！」

　使いたい漢字をそれぞれに発表したのは、出産直後の夜。驚いたのは、ふたりとも同じ漢字を候補にあげたことだった。

「漢数字の〝一〟に〝絆きずな〟と書いて〝いっき〟というのはどう？」

「一に絆で、いっき。……いいですね！　素敵です！」

　里帆の顔もパッと華やぐ。

　ふたりが同じく候補にあげたのは〝絆〟だった。ほかの漢字が思い浮かばないくらい、その字一色だったと言ってもいいほどだ。

「俺たちふたりを結んだひとつの絆。そんな意味合いだよ」

「私たち、一いっ絆きに結ばれたんですね」

「そう。一絆が結んでくれた俺たちの縁、大切にしていこう」

　亮介に肩を引き寄せられ重なる唇。

　一度は手放した亮介との愛。それを一絆が再び引き寄せた。

　なににも代えがたいふたつの愛を、これから生涯をかけて守り抜く。

　里帆の心は、そんな強い想いであふれたのだった。

ＥＮＤ










番外編～秘書室長成島の憂鬱




　亮介の結婚が社内外に向けて公になり、社外からはお祝いの品や祝電が多数届き、にわかに秘書室内は忙しくなっていた。

　成島もその対応に追われ、突発業務にあたる時間が増えている。

　社内に至っては、亮介の相手が以前勤めていた秘書だという話が広まり、ざわつきは収まるところを知らない。

　亮介が女子社員から多大なる人気を集めているせいで、一時は〝秘書の立場を悪用して社長を誘惑した〟という中傷があったり、それを許した秘書室への怒りまで向けられたりしたが、それも最初だけ。今は祝福ムードにあふれている。

　いろいろな対応で気疲れしてため息をついていると、恭子がコーヒーを淹れて成島のデスクに置いた。

　成島より一年後輩の恭子は、隆一の秘書である。ワンレンのボブを耳にかけ、涼やかな目もとのクールビューティー。いかにもできる女風だ。

「成島室長、これでよかったんですか？」

　どこか哀れんでいるようにも見える表情に、成島が首をかしげる。

「これでよかったとは？」

「立川さんのことです」

「彼女が中傷の的になった件ですか？」

「違いますよ」

　恭子が歌うように節をつけて否定する。

　ではなんだというのか。

「社長と結婚しちゃってよかったんですかって聞きたいんです」

「……言っている意味がわかりませんが」

「室長、立川さんのことを好きでしたよね？」

　藪から棒に言われ、体の中心が冷やされる感覚がした。

「な、なにをいきなり。……お、おかしなことを言うものですね」

　いつも冷静沈着な自分が口ごもるとは、なんたる失態。

　動揺が成島を焦らせる。妙な動きを見せたのは舌ばかりではない。心臓まで妙なリズムを刻んだ。

「彼女がまだ店舗勤務だったとき、やけに立川さんのいる店ばかり行っていましたよね。立川さんと話すときの室長の目は、ほかの人を相手にするのとは全然違っていましたし」

　身に覚えのある指摘をされ、もはや成島はどう答えたらいいのかもわからなかった。

　恭子の言う通りである。成島は里帆に好意を抱いていた。

　だが、自分から女性に積極的に声をかけるのは元来苦手。仕事の話ならいくらでもできるのに、とくに里帆に対しては食事に誘う言葉すらかけられなかった。

　接客態度がよく、店舗での評価が高い里帆が本社に呼ばれるのは時間の問題。そのときを待ち望んでいた成島は、副社長秘書のポジションが必要になったのをこれ幸いと、人事部に里帆を候補者として猛烈にプッシュしていた。自分の部下として異動してくれば、仕事の延長上で食事にも誘いやすくなる。これは絶好のチャンスだ。

　彼女の異動を待っていた成島は心を躍らせた。

　ところが異動していざ副社長秘書となった里帆は、毎日懸命に職務に励み、つけ入る隙がいっさいない。それどころか、いつでも亮介がそばにいるため不用意に話しかけられなかった。

　そうして数ヶ月が過ぎた頃、亮介と里帆がただならぬ関係だと気づいたとき、自分のひそかな恋は終わりを告げた。ぐずぐずしていた自分の痛恨のミスにほかならない。

　想いを封印して再び仕事に励んでいたあるとき、当時社長だった隆一から呼び出され、手切れ金を渡してふたりを別れさせろという指令が下った。

　会社のトップからの指示を拒絶できる人物は、この世にいったいどれだけいるだろうか。

　里帆と亮介が付き合っていた事実に傷ついたが、それ以上に自分がこれから彼女を傷つける立場になるのはつらかった。

「社長と立川さん、別れていた時期があったそうですね」

　そんな情報まで入手していたのか。いったいどこから漏れたのか。

「そのときに奪ったらよかったじゃないですか」

「……なにを言っているんですか」

　恭子はすべてお見通しだというのに、成島はまだ自分の気持ちを隠そうと試みる。だが目は激しく泳ぎ、もはや無様でしかない。

「相手が弱ってるときがチャンスだったのに」

　きれいな顔をして意外と言うものだ。恭子は涼しげな表情で微笑んだ。

　手切れ金を渡したあの日、そんな気持ちがまったくなかったとは言いきれない。肩を震わせ涙をこらえる彼女を抱きしめ、自分のもとに来いと言いたい気持ちを抱えていた。だが、悲しんでいる彼女にこれ以上別の悩みを与えて、苦しませるのは避けたかったのだ。

　隆一の手先。きっと彼女には、成島はそう印象づけられただろう。無慈悲な男だと。

　それを思うとつらかったが、自分の苦しみなど彼女に比べればどうということもなかった。

　こうして思い返してみれば、間の悪い、勇気のもてない男にほかならないと笑えてくる。

　恭子ときわどい話をしていると、秘書室のドアが勢いよく開いた。

「野崎を知らないか？」

　子どもが生まれ、今もっとも幸せな男、亮介だった。

「野崎くんですか？　ここへは来ていませんが」

　恭子が答えながら成島を見る。ね？と同意を求められた成島も、「ええ、来ていません」と答えた。

「そうか。トイレに行ったきり戻らないんだ。ったくアイツはなにをやってるんだ」

「捜してきましょうか」

　椅子から立ち上がった成島の申し出に、亮介が首を横に振る。

「いや、もう少し部屋で待ってみるよ」

　じゃ、とドアを閉めかけた亮介がなにかを思い出したかのように、もう一度顔を覗かせる。

「成島、ひとつ聞いてもいいか？」

「はい、なんでしょうか」

　成島は両手を前で組み、真顔で返した。

「里帆のいた街の開発の話、あれ、架空だっただろう」

「な、なんのことですか」

　今日は動揺させられる話ばかりだ。

「俺を里帆のいるところに向かわせるために、成島がでっち上げた開発物件だったんだろう？　おいしいパン屋があるらしいですとも言ってたよな」

「どうして私がそんなことを」

　とっくに忘れているだろうと思っていたのは間違いだったらしい。

　亮介の言う通りだった。愛し合っている者同士が引き離されたままでいいわけはない。手を下した実行部隊ではあったが、里帆の幸せを願えばこその苦肉の策だった。里帆が手切れ金を受け取らなかったのを亮介に報告しなかった償いでもあったのかもしれない。

　ふたりが再会すれば、きっと違う形の未来になるはず。祈りを込めて、亮介を送り出したのだ。

　でも、今さらそんな真実を暴く必要はない。幸せなふたりには、奇跡の再会のほうがお似合いだ。

「……そうか。忙しいところ邪魔したな」

　亮介もそれで納得したらしく、今度こそ秘書室から出ていった。

　ヒヤッとさせられた成島は、深く息を吐きだした。

「成島室長、相当なこじらせ男ですね」

　恭子がクスクス笑いだす。

「放っておいてください」

「いいえ、放っておけませんよ」

　恭子はそう言いながら、成島の前に立ち塞がった。

　これ以上いったいなにを白日のもとに晒す気か。

「私、ずっと成島室長のことを好きだったんです」

「……え？」

　話の矛先が突如として変わり、成島の頭が追いつかない。

「弱っているときはチャンスですから」

　つまり、失恋した成島につけ込むと言いたいのか。

　成島が呆気にとられていると、恭子は爪先立ちをして不意打ちのキスをした。唇にふわりというやわらかい感触が残る。

「……どういうつもりですか」

　ドキッとしたのをひた隠しにし、あくまでも冷静に問いつめる。表面上では動じていないふりを装いながら、心臓はあり得ない速度でリズムを刻み始めた。

「どういうって、弱っている人にはスキンシップが一番なんです」

　恭子は、悪びれもせず可憐に微笑む。

「これからは私のことを見てください」

　澄ました顔をして大胆なことをしておきながら、恭子の頬は赤く染まっていた。

　そんな初心なところを見せるギャップに、成島は少なからず心を揺らしたのだった。




番外編ＥＮＤ










番外編～求められる幸せ




　夏の勢力がまだまだ強い七月下旬。里帆と亮介は一絆を連れ、ある場所に向かっていた。

　生後三ヶ月を過ぎ一絆はすくすく育ち、この頃は豊かな表情も見せる。寝る前にミルクをたっぷり飲むおかげか、夜中に目覚めず朝までぐっすりという日もあり、里帆の寝不足も解消しつつあった。

　七月に入ってすぐ、亮介と里帆は盛大な結婚式をあげ、リビングには白しろ無む垢く姿で一絆を抱いた里帆と羽織袴を着た亮介の写真が飾られている。

「一絆は？　寝てる？」

　ハンドルを握る亮介がルームミラー越しにチラッと視線を投げかける。

「よく眠ってます」

　一絆はチャイルドシートですやすやと夢の中だ。

　マンションを出発したときには目をパッチリと開き、目の前にぶら下げてあるおもちゃに手を伸ばしていたが、五分も走らないうちにうつらうつらとし始め、さらに五分後には本格的に寝入った。

　車の振動の心地よさが眠りを誘うのは、里帆にもよくわかる。亮介の運転が優しいのもあるだろう。

　順調に進んだ車の窓から、真っ青に染まる海が見えてきた。砂浜にはカラフルなビーチパラソルが開き、大きな花畑のよう。多くの海水浴客が夏を楽しんでいる。

　それを左手に見ながらさらに走ると、赤いとんがり屋根の建物が姿を現す。ベーカリー工房みなみだ。里帆たちは、幸則と一子に会うためにやって来た。

　ふたりとは、里帆が出産したときに一度病院に駆けつけてくれて以来。四ヶ月ぶりになる。

　傷心の里帆がこの街にやって来たのも、ちょうど今の頃。夏真っ盛りだった。

　あのときの絶望感が一瞬だけよみがえり、なんともいえず感傷的な気持ちになる。懐かしいというよりは、苦しく切ない感じだ。

　ゆっくりと車が止まり、店の駐車場に降り立つ。亮介が一絆をチャイルドシートから降ろそうとすると「ふえっ」と泣きそうになったが、背中をトントンと優しくなでられ、再びまぶたを閉じた。

「さすがパパ」

　亮介は一絆の扱いもお手の物だ。里帆が褒めると、亮介はまんざらでもなさそうに笑った。

　店のドアを開けると香ばしい匂いがして、思わず胸いっぱいに吸い込む。この香りは懐かしい。

　里帆の後に入った人なのか、三十代後半と思しき小柄な女性に「いらっしゃいませ」と明るく出迎えられた。

「すみません、一子さんはいらっしゃいますか？」

「あ、はい。ちょっとお待ちください」

　女性は里帆たちにそう言って、店の奥に向かって「奥さーん、お客様ですよー」と声を張り上げた。

「はいはい」

　陽気な声で奥から出てきた一子は、里帆たちを見て「あら！　里帆ちゃんじゃないの！」と花が開いたように顔を輝かせる。

「ちょっとあなた！　里帆ちゃんよ！」

　興奮した声で呼ばれた幸則も慌てて出てきたため、店内が一気ににぎやかになった。

「ご無沙汰してます」

　亮介と揃って頭を下げる。

「ほんと久しぶりね。病院にお見舞いに行ったときだから……三ヶ月くらい？」

　一子は指折り数えて首をかしげた。

「そうなんです。病院にまでお見舞いにきてくださって、ありがとうございました。最近、首も座って」

　そう言いながら一絆を見ると、まるでタイミングを計ったかのように目をパッチリと開いた。

「一絆くん、よね？　あらぁ、どっち似かな？」

「ぱっちりした目は里帆ちゃんで、鼻筋の通ったところはパパさんじゃないか？」

　一子と幸則が一絆の顔を覗き込む。

「そうかもしれないわね。一絆くん、美男美女のパパとママでよかったねー」

　一子はあやすようにして、一絆の顔の前で両手を大きく開いてひらひらと振った。

「抱っこさせてもらってもいい？」

「もちろんです」

　一子に抱き上げられた一絆は一瞬だけ不安そうな表情を浮かべたが、「いないいないばぁ！」と幸則になだめられてすぐにご機嫌になった。まだ声を立てて笑いはしないが、ニコニコした表情で上機嫌なのがわかる。

「人見知りしないのね」

「そうですね。基本的に大丈夫みたいです」

　よほどおなかが空いていない限り、誰に抱っこされても泣かないのは里帆にとってもありがたい。

「赤ちゃんはいいわねー。いくら見ていても飽きないし、空気がほんわかして」

　まさにそう。まだ意思疎通はできないが、寝顔ですら何時間でも眺めていられる。いつもと違った動きをすればうれしいし、一瞬一瞬すべてを写真に収めたくなる。

「うちの修太郎も早く孫の顔を見せてくれればいいのに」

「アイツはまだまだだろう。なんせ恋人すらいないんだからな」

「そうだったわね」

　幸則と一子が自嘲気味に笑い合う。

　今頃、修太朗はくしゃみをしているだろう。

「なんにしても本当によかったわね、里帆ちゃん」

「はい」

　一年前の自分では想像もつかない未来に、里帆は今いる。

　育児はもちろん、楽しいばかりではない。そのときどきで思い通りにならないこともたくさんある。なかなか眠ってくれなかったり、時にお風呂を嫌がったり。哺乳瓶の乳首を変えただけでミルクを飲まないこともあった。

　でも、そばにはいつも亮介がいる。彼のたったひと言の〝大丈夫だ〟で心が軽くなるのだ。ひとりで抱え込まずにいられる環境にいる自分は、本当に幸せ者だと思う。

「里帆ちゃん、また遊びにくるんだぞ？　来年の夏は三人で海水浴に来たらいい」

「それいいわね」

　幸則の提案に一子が楽しそうに乗る。

「ぜひそうさせていただきます」

　一絆もきっと喜ぶだろう。そんな未来を想像しただけで里帆はワクワクした。




　せっかくの遠出のため、今夜は近くのリゾートホテルに泊まる予定になっている。

　キャリーバッグひとつと大きな旅行カバンがひとつ。一泊とは思えない量だ。家族がひとり増えるだけでこれほど荷物が増えるのかと驚いたものの、オムツやミルクのセットもあるため子連れとはこんなものなのだろう。

　宿泊するのはプチホテルといったほうがぴったりの規模。五階建てで客室もそれほど多くない。夏のピークには海水浴客たちが詰めかけ、予約を取るのも大変だそうだ。

　南国をイメージした木が植えられ、青空に白い外観がよく映える。エントランスはポップなカラー使いでリゾートらしさを出していた。

　一階にあるレストランで夕食を済ませた里帆たちが案内されたのは、最上階のスイート。海を見渡せるオーシャンビューだった。

　レストランにいるときには起きていた一絆だったが、エレベーターに乗り込んだときにはうつらうつら。部屋に入ってベッドに寝かせると、すぐに寝息を立て始めた。

　マンション以外で亮介と過ごすのは、一絆が生まれてから初めて。特別変わったことをするわけではなくても、解放感がありいい気分転換になる。

　先にシャワーを浴びた里帆がベッドルームで寝ている一絆を眺めていると、亮介もやって来た。里帆の隣に座り、耳もとに唇を寄せる。

「ここからは大人の時間だ」

　ささやき声が耳をくすぐり、言葉の意味を想像してドキッとさせられた。

　じつは一絆を出産してから今日まで、亮介とはキス止まり。つまり体を重ねていない。一絆に気を取られてそれどころではなかったのだ。

「こっちにおいで」

　亮介が里帆の手を取って立ち上がらせる。

「もうひとつベッドルームがあるから」

「でも……」

　一絆をひとりにしても大丈夫だろうか。いつでもべったり一緒のため、つい不安になる。

「大丈夫。一絆が起きたらそこでやめる。たまには俺にも里帆を独占させて」

　大好きな亮介から甘い言葉をかけられれば、里帆だって突っぱねられない。亮介に誘われるまま、隣のベッドルームへ入った。

　ただ、久しぶりのため、なんとも言えず恥ずかしい。出産後で体型が崩れているのが気がかりでもある。体重は戻ったものの、体のラインが妊娠前とは違う。そんな姿をさらすのかと思うと尻込みしてしまうのだ。

　亮介に手を引かれてベッドに上がり、向かい合って座る。熱っぽいまなざしで見つめられ、否応なしに上がっていく心拍数。目を逸らすのも叶わない。

「里帆」

　甘いトーンで名前を呼ばれるだけで、心臓が限界を迎えてしまいそう。

　キスの予感に目を閉じると、亮介がそっと唇を重ねた。なぞるように優しいキスをして、いったん離れる。

「……里帆、震えてる？」

　気づかれるとは思わなかった。

「なんだか緊張しちゃって」

「五ヶ月ぶりだからな」

「それに、体型がまだ戻らないから恥ずかしい」

　とくにウエストラインが気になるところだ。杏がプレゼントしてくれたクリームのおかげか、妊娠線はどうにか免れたけれど。

「一絆を産むっていう大仕事をしたんだから。ゆっくり戻していけばいい。俺はどんな里帆もかわいいし愛おしい」

「……本当に？」

　そう確かめずにはいられない。絶対的な保証が欲しいと思ってしまう。

「ああ」

　亮介は深くうなずき、里帆のルームウエアを脱がせにかかった。

「私がもとの姿を思い出せないほど太っても？」

「健康が一番だから、俺が責任を持ってダイエットのサポートをする」

　シビアに管理されそうだ。

「じゃあ、ガリガリに痩せちゃったら？」

「うまいものを一緒に食べ歩きする」

「それじゃ――」

「里帆、そろそろ黙ろうか」

　次の質問をしようとした里帆の唇に、亮介の人さし指が触れる。

「もう我慢の限界だ」

　煽情的な瞳に鼓動が一気に高鳴った。

　亮介に顎を持ち上げられ、唇が重なる。素肌を優しくなぞる指先に、こらえきれずに甘い吐息が漏れた。

　長く熱い夜は、まだ始まったばかり。亮介に求められる幸せは、里帆の心を満たしていった。
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果てない熱情




　亮介が里帆と結婚してから二年二ヶ月の歳月が過ぎていった。

　まもなく夏本番。一絆も二歳になり、大きな病気をすることもなく毎日元気いっぱいだ。ふたりの愛する家族に囲まれ、亮介はとても幸せな日々を過ごしている。

「お義か母あさん、ちょっと味をみてもらってもいいですか？」

「ん？　どーれ？　……あら、とってもいいお味。里帆さん、本当にお料理が上手ね」

　亮介の実家のキッチンから、里帆と亮介の母である喜代の仲睦まじげな会話が漏れ聞こえてきた。食欲をそそるいい香りも漂っている。

　仕事を終えて帰宅した亮介が、リビングにいた一絆を抱っこしてキッチンへ顔を出すと、気配に気づいた里帆はパッと顔を輝かせた。

「亮介さん、おかえりなさい」

　パタパタとスリッパの音を立てて亮介のもとへやって来る。

「ただいま」

　彼女の顔を見ると、亮介はなによりもホッとする。一日の疲れが一気に吹き飛ぶ想いがするのは、決して大げさな表現ではないだろう。ここが実家でなかったら抱き寄せてキスをしたいがそうもいかない。

「マーマ」

　亮介に抱っこされていた一絆が里帆に手を伸ばした。

「一絆、ママは今、手が離せないから、パパの着替えに付き合ってくれないか？」

「いやー。ママー」

　パパではダメだと言う。一絆は亮介の腕の中で〝下ろせ〟とじたばたし始めた。祖父の隆一と遊んでいるところを抱き上げてきたが、里帆に引き合わせたのは間違いだったらしい。普段からママにべったりだから、顔を見ると甘えたいのだろう。

「里帆さん、こっちは大丈夫だから三人でいってらっしゃい」

　喜代が気を利かせて、里帆の背中をトントンとする。

「ですが……」

「いいのいいの」

「すみません、お義母さん。ありがとうございます」

　里帆はそう言ってから「じゃあ、パパのお着替えを手伝うから一絆もお願いね」と、亮介の腕から下りた一絆と手をつないだ。

「うん！」

　元気よくうなずき、里帆と並び意気揚々と歩きだす。

　亮介もふたりの後を追ってキッチンを出ようとしたが、喜代に呼び止められた。先に行くようふたりに告げ、もう一度中に戻る。

「ねぇ亮介、たまには里帆さんとふたりだけでゆっくりしてきたらどう？」

「突然なに、どうした？」

「もう少ししたら下の子も生まれるでしょう？　そうしたらまた忙しくなるし、今がチャンスだと思うの」

　じつは里帆のおなかにはふたり目の命が宿っている。八ヶ月に入り体調も安定。一絆は九月にはお兄ちゃんになるのだ。

　二歳を過ぎてから一絆の行動範囲の広がりは目覚ましい。なにかと不安な妊娠中というのもあり、二週間前から一時的に亮介の実家に三人で身を寄せていた。

　隆一も喜代も里帆を自分の娘同然にかわいがり、孫の一絆の世話も甲斐甲斐しい。自分が子どもの頃にそこまでやってもらえたかといったら決してそうではないから、孫の存在というものは本当に偉大だ。

「一絆なら心配いらないわ。一泊くらいならなんとかなるでしょ。じいじとばあばで責任をもって預かるから」

　先回りする喜代の心強い言葉が亮介の心を弾ませる。

　彼女の言うように一絆が生まれてからの毎日は目まぐるしく、里帆とふたりきりでゆっくり過ごす時間はほとんどないと言ってもいい。一絆を寝かしつけた後の数時間がいいところだろうか。

　一泊でふたりだけの時間が持てるのだとしたら、それは亮介にとってかなりうれしいことである。

「ありがとう。里帆に聞いてみるよ」

　彼女の気持ちが第一。ひと晩とはいえ、里帆が一絆と離れたくないと言えばそれまで。なによりもそれは優先したい。

「そうね。そうしてみて」

　喜代に笑顔で送り出されキッチンを後にする。




　着替えながら早速その話を里帆にすると、「本当に!?」と予想以上の好反応だった。

「じゃ今週末にでも時間を取ろう」

「うれしいな」

　里帆の顔が喜びにあふれる。ニコニコしながらスーツのジャケットをハンガーにかけた。

　そう喜ばれると、亮介もどう過ごそうかと俄然張りきりたくなる。

「ママー、どうしたのー？」

　一絆が里帆の顔を見上げながら、まん丸い目をくるくると動かす。ころころ変わる表情は見ていて飽きない。

「パパにデートに誘われちゃった」

　彼の目線に合わせて里帆は屈んだ。

「デートってなにー？」

「うーん、パパと仲よくすることかな」

　考えながら里帆がそう答えると、一絆は次に亮介を見上げる。小さな手でズボンを掴んで引っ張った。

「パパー、そうなの？」

「うん。一絆はパパとママが仲よしでうれしいか？」

　一絆を抱き上げ、亮介が微笑みかける。

「うん！　うれしー」

「パパも一絆と同じで、ママが大好きなんだ」

　円満な三角関係だと言えるだろう。

「ママ、すきー」

「ママも一絆が好きよ。それと同じくらいパパも好き」

　そう言って笑う里帆を、ほんのひとときだけでも独り占めしたい。

　喜代から思わぬプレゼントを提示されたため、なりをひそめていた独占欲が密かに顔を出す。

　とはいえ遠出で一泊だと一絆になにかがあったときに困るという里帆の心配もわかるため、話し合った結果、ふたりにとって思い出深い場所で過ごすこととなった。




　その週末、一絆を両親に託して亮介は里帆と連れ立って出かけた。

　最初こそニコニコ顔で手を振っていた一絆は、玄関のドアを閉めた途端、大声をあげて泣き始めた。遊びの延長の〝バイバイ〟で、本気で母親が姿を消すとは思っていなかったのかもしれない。

　心配そうに何度も振り返る里帆だったが、亮介が「やっぱりやめておこうか？」と聞くと、「大丈夫」と気持ちを切り替えて微笑んだ。

　ふたりでやって来たのは、彼女を初めて誘って食事をしたホテルのフレンチレストラン。窓の外、眼下には光の屑が一面に広がる。

「あの夜と同じテーブル」

　すぐに気づいた里帆が懐かしそうにつぶやく。美しい横顔にはやわらかな笑みが浮かんだ。

　彼女の言うように、そのテーブルは再会した里帆を取り戻し、改めてプロポーズをしたときと同じだった。

「よく気づいたね」

「忘れるわけがないです」

　亮介にとって忘れられない夜だったのと同様、里帆もそうだと知りうれしくなる。

　向かい合って座り、運ばれたスパークリングウォーターで乾杯した。

　里帆を初めて誘った夜が、亮介の脳裏につい最近のことのようによみがえる。

　気が利き、明るく美しい里帆なら恋人がいて当然。そう思いながら、日を追うごとに彼女への想いが募っていったあの頃がひどく懐かしい。

　男がいるのなら、せめてそれより先に誕生日を祝ってやる。存在も顔も知らない男への妙な闘争心で、亮介は無理やり彼女を誘い出した。

　いつになく臆病な自分の滑稽さを笑いながら、そこまで彼女への想いが育っているのだと気づいたのもそのとき。里帆がフリーだと知ったときの亮介の喜びといったらなかった。

　時計とにらめっこしつつ、日付が変わる午前〇時をカウントダウン。誰よりも早く彼女にハッピーバースデーのメッセージを送った自分を思い出すと恥ずかしくもある。

「亮介さんに誕生日を祝ってもらって、プロポーズもここ。本当に特別な場所です」

「俺にとっては、里帆と過ごす場所はいつだってどこだって特別だよ」

　我ながらクサいセリフだと思うが、それは正直な気持ちだった。

　里帆の頬が桜色に染まる。照れくさそうに「亮介さん、それは持ち上げすぎ」と、ふわりと笑った。

「でも、お義と父うさんとお義母さんには感謝しなきゃ。亮介さんと久しぶりにこんな時間を持てるのも、おふたりのおかげですもん」

「だけど一絆と離れて、ちょっと寂しいんじゃないか？」

「ちょっぴりはね」

　里帆は親指と人さし指で〝ちょっと〟といった仕草をして肩をすくめた。

「こんなに長く離れるのは初めてだから。でも大丈夫ですよね」

「心配いらない。今夜は俺に里帆を独占させて」

　不安そうに揺れる里帆の瞳を見つめ、亮介はすでに高ぶりつつある気持ちを抑えるのに必死だった。




　料理を楽しんだ後、亮介は同じホテルの部屋に里帆と向かった。フレンチレストラン同様、プロポーズの夜に過ごしたスイートだ。

　脱いだジャケットをソファに置き、コックをひねって広いバスタブに勢いよくお湯を注ぐ。

　リビングに戻ると、里帆はソファに座っていた。

「里帆、体調は？　疲れてないか？」

　なにしろ妊娠八ヶ月。身重の体はいつものようにはいかない。堅苦しくもあるフレンチで疲れていないといいが。

「大丈夫です」

　愛おしそうにおなかをなでる顔は慈愛に満ちていて、これから亮介がしようとしている行為にうしろめたさを覚えてしまう。

「一絆はそろそろ寝たかな」

　バッグの中からスマートフォンを取り出そうとした里帆の手を止める。喜代にメールでも送って確かめようと思ったのかもしれない。

「九時過ぎたからもう寝たよ。さっき言っただろう？　明日の朝まで里帆は俺だけのもの」

　いつも一絆に独占され、なかなか触れ合えない里帆と今夜はゆっくり愛を確かめ合いたい。

　里帆を立たせて額にキスをする。

「一緒にお風呂に入ろう」

「……一緒に？」

　里帆の目がまん丸になる。

　一絆をお風呂に入れるのは亮介の仕事。里帆とふたりきりで入るのはどれくらいぶりだろうか。それこそ思い出せないくらいに前の出来事だ。

「そ。一緒にね。おいで」

　里帆の手を握り、バスルームへ連れ立った。

　最初こそ恥ずかしそうにしていた里帆だったが、キスをしたりくすぐったりしながらお互いに洗い合ってバスタブに体を沈める。うしろから里帆を抱くようにして足を伸ばした。

　なめらかな彼女の肌と密着するだけで胸が高鳴る。結婚して二年以上の月日が流れたが、里帆を愛する気持ちは薄らぐどころか日ごとに募っていく。

　濡れた髪をまとめてアップにした里帆のうなじにキスをすると、彼女は「くすぐったい」と体をよじった。

「それじゃ、こっち向いて」

　片手で里帆の顔を振り向かせ、唇をそっと押しあてる。濡れて艶やかな唇はやわらかく、今すぐにでも舌で割りたい欲求に駆られた。

「ねぇ亮介さん、次はどっちだと思う？」

「おなかの子？」

「うん。男の子かな、女の子かな」

　里帆が慈しむように自分のおなかをなでる。

　健診ではエコーのたびに足をがっちりと閉じているため判別ができないと言う。一絆と同様、恥ずかしがり屋のようだ。

「男の子だったら、また俺のライバルが増えるな」

　今でさえ一絆に取られっぱなしなのだ。もうひとり増えたら、それこそ自分は見向きもされなくなるのではないか。余計な心配と思いつつ、冗談と笑い飛ばせない。

　里帆はクスッと笑って、亮介の手を取り一緒におなかにあてた。

「私はなんとなく女の子のような気がする」

「それはどうして？」

「うーん、なんとなく。ただの勘です。女の子だったら私もヤキモチ焼くのかな」

　里帆が楽しそうにふふっと笑う。

「ぜひとも焼いてほしいね。俺ばっかりで悔しい」

「亮介さんってば」

　クスクス笑う里帆にもう一度口づけをした。

　里帆への執着は自分でも異常じゃないかと思うときがある。冗談じゃなく、本気で子どもにライバル心を燃やすのだから。

「でも、そんな亮介さんが大好き」

「俺も里帆が大好きだよ」

　こんなにも愛しい存在がいる幸せが怖いくらいだ。

「そろそろ上がろうか。早く里帆を抱きたい」

　里帆を立ち上がらせてあがり、バスローブを着せて抱き上げる。

「亮介さん、待って！　まだちゃんと拭けてない」

「大丈夫。俺の熱ですぐに蒸発するよ」

　タオルで髪を拭うのすらもどかしい。

　亮介は里帆を広いベッドに横たえ、おなかをよけて組み敷いた。

　少しだけ不安な色が見え隠れする彼女に軽くキスを落とす。母親なら、おなかの子どもが心配になって当然。

「もしも里帆がその気になれないなら、ここでやめておく」

　なによりも里帆の気持ちと体が大事。今にも欲望が爆発しそうではあるが、里帆のためならなんとしてでも理性で抑え込むつもりだ。

　里帆はゆっくりと首を横に振った。

「私も亮介さんと同じ気持ちだから」

「同じって？　たとえばどんな気持ち？」

　わかっているくせについ言わせたくなる。

「亮介さんの意地悪」

　拗ねたように唇を尖らせる彼女がかわいくてたまらない。

「意地悪でもいいから里帆の口から聞きたい」

　目を見て言うのが照れくさいのか、里帆は亮介を抱き寄せ胸に顔をうずめた。

「……したいの」

　うっかりしたら聞き逃してしまいそうなくらいに小さな声だった。

　恥ずかしがる様子が、かえって亮介に火をつけることを彼女は知らないらしい。亮介が無理に里帆の体を引きはがして顔を見ると、頬が真っ赤に染まっていて狂おしいほどに愛しくなる。

「俺も里帆としたい。……すごく」

　まったく肌を重ねなかったわけではない。でも近くで寝息を立てている一絆が目を覚ましやしないかとヒヤヒヤしながらが常だった。

　実際に何度かパッチリと目を開けたこともあり、そそくさと離れて何事もなかったかのように一絆をあやした夜もある。そんな心配をせずに里帆とゆっくり体を重ねられるのは、なににも代えがたい時間だ。

「優しくするから」

　そのかわりじっくり愛し合いたい。

　バスローブ越しに、まずは大きくなりつつあるおなかに挨拶のキスを落とす。

　少しの間だけ、ママを独占させてもらうよ。

　祈りにも近い、切なる願いを込めた。

　熱くたぎる想いで里帆を見つめると、彼女の瞳にも熱が灯る。やわらかな唇に自分の唇を重ね合わせ、そっとこすり合わせた。

　何度触れても、何度キスを交わしても、初めてのときのような熱い想いが込み上げてくるのが不思議でならない。

　リップ音を響かせながら啄み、そっと食はんでは里帆の唇が自然に開かれるのを待つ。鼻から吸うだけでは足りない酸素を求め、唇が薄っすらと開くのは気分が高揚している証。里帆の胸が上下に躍動した。

　そっと舌を挿し込んだ途端、こぼれた彼女の甘い吐息をすくうように唇を塞ぐ。絡み合う舌から互いの体温が溶け合い、そこからあふれてくる情欲が熱い。

　今すぐにでも里帆の中に体をうずめて、荒ぶるほどに湧き立つ想いを知らしめたくなる。

　――いや、まだだ。焦るな。

　そう自分に言い聞かせながら、気持ちと裏腹に余裕ぶってキスを続ける。里帆にはいつのときも紳士的でスマートな自分でありたいのだ。

　どんどん熱を上げていく自分の体を理性で抑え、里帆の唇から首筋へとキスを移動していく。前を重ね合わせただけのバスローブをはだけると、彼女の体はすでに桜色に染まっていた。今にも触れてほしくて待っていたかのような姿に、抑えていた欲望が暴れそうになる。

「里帆、すごくきれいだ」

　彼女の裸体は何度だって見ているはずなのに、どうしてこうも亮介を翻弄するのか。おなかの膨らみに背徳感を覚えて、余計に体の中心がうずく。思わずごくりと喉を鳴らしてしまうほど、里帆の体に欲情した。

「やっ……恥ずかしいからやめて」

　里帆は頬を染めて顔を背けるが、そういう反応のほうが亮介をあおるのを彼女は知らないのだろう。

　愛しすぎて、どうにかなってしまいそうだ。

「もっとよく見せて」

　色づく胸を隠そうとクロスさせた里帆の手をやんわりと外し、そこにキスを落とした。瞬間、彼女の唇からこらえたような悩ましい吐息が漏れる。

　とはいえ、あまり胸を刺激するのは子宮の収縮につながるため厳禁。激しく高ぶる気持ちを抑えて優しく触れ、なぞるだけにとどめる。

　ふっくらとしたおなかを伝い一番熱を持った部分に到達すると、里帆は首を反らせ、華奢な背中をしならせた。

　知り尽くした彼女の弱点を丹念に、ときに執拗に攻め立てる。そのたびに里帆からあふれる熱で、亮介まで溶かされそうになる。

「亮介さ――」

　途切れ途切れになる甘い吐息の間に切なげに名前を呼ばれ、その唇を荒々しく塞ぐ。おなかをいたわりつつという不自由な制約が、逆に亮介の心と体に火をつけるのかもしれない。

　里帆が十分にとろけ、ほどけたのを見届けてから彼女の奥深くに自身を沈めていく。パズルのピースがぴったりとはまるように隙間なくつながっただけで、すぐにも欲望が暴発しそうになった。

「里帆、愛してる」

　発した声が、思いのほかかすれる。久しぶりにじっくりとつながる喜びに胸が震えるせいだろう。

　ほかの誰のものでもなく、里帆は自分のもの。

　たとえひと晩だけでも彼女を独占できるのは、亮介に途方もない幸せをもたらす。

「……亮介さん、私も」

　清楚な彼女に情欲の色が見えるギャップが、亮介をさらに高ぶらせていく。里帆に応えるように彼女をゆっくりと揺らし、互いの熱を溶かし合った。

　このままずっとこうしていられたら。

　限りある時間だからこそ、そう願わずにはいられない。

　弾む呼吸。果てしなく甘い吐息。躍動する体。

　何度となくつながり、幾度も果て、それでもまだ里帆を欲してやまない。

　深くなっていく夜と同様、深まっていく愛情は際限がないよう。互いに自然と眠りにつくまで、飽きもせず抱き合った。




　カーテンのあたりがぼんやりと白み、窓の向こうは朝を迎えているのだと知ったのは、ベッドサイドの時計が午前九時を指した頃だった。

　亮介の腕の中でまだ寝息を立てている里帆にキスを落とす。

　時間も忘れて求め合った濃密な夜が嘘のような、あどけない寝顔が愛しくてたまらない。

　つい何度もキスをしていると、里帆のまぶたがゆっくりと開いた。

「ん……亮介さん、おはよう」

「おはよう。体は大丈夫か？」

　激しくしないよう努めたものの、一度や二度では足らずに貪欲に求めてしまったことを今さらながら反省だ。

「うん、大丈夫」

　そう答える里帆だが、その首筋や胸もとのいたるところについた赤い痕を見て、亮介は収拾のつかない自分の欲望に苦笑いする。

「ごめん、里帆」

　その痕をひとつひとつなぞりながら、唇で謝罪していく。

「ううん、あんなに求められてうれしかったから」

　恥ずかしそうに目を逸らす里帆がかわいくて狂おしい。もうすぐふたり目も生まれるというのに、際限なく湧き上がる彼女への愛情に溺れてしまいそうだ。

「ね、亮介さん」

　里帆が亮介の腕の中で見上げる。

「ん？」

「また、こんなふうに亮介さんと過ごしたい」

「……え？」

「またこうして、ふたりだけでゆっくり朝まで過ごせたらいいなって」

　頬どころか耳まで赤く染めて、里帆がはにかむ。

　そんなふうにかわいく言われて、亮介がノーと答えるわけがない。

「俺も同じことを考えてた」

「ほんと？」

　里帆の顔がパッと華やぐ。

　夫婦水入らずの時間が充実するのは家庭円満の秘訣だと、底なしの自分の愛情を心の中で棚上げにした。

「ほんとに」

　里帆を抱いていた腕を抜いて体を起こし、体勢を変える。

「次回の前に……。まずは残り少ないふたりだけの時間を大切にしよう」

　微笑みは同意と捉え、目を閉じた彼女の艶やかな唇にキスを落とした。




書き下ろし番外編ＥＮＤ










あとがき




　こんにちは。紅カオルです。このたびは本書籍をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。シークレットベビーものを書くのは初めてになりますが、お楽しみいただけたでしょうか。




　私が妊娠出産したのは、もう十年も前。出産時の痛みはとっくに忘れてしまい、どんなだったっけ？と当時残していた記録や写真を見返しました。が、私、帝王切開じゃん！と愕然。普通分娩の様子は人から聞いた話に頼らなければならない罠にかかりました。

　さらには、息子が赤ちゃんの頃の写真を見返すと止まらず、あぁ、この頃かわいかったなぁ、もう一回赤ちゃんに戻らないかなぁ……なんて思い出に浸り、執筆がストップするトラップにまで見舞われ……。今ももちろんかわいいですけど（笑）。




　そんなこんなで書いた亮介と里帆のラブストーリーは、別れからのスタートとなるためどちらかというと切ないテイスト。今回より編集をご担当いただいている井上さんには「紅さんらしい」と言っていただけた作品です。私自身もラブコメより書きやすいものでした。切なく、そして甘いお話をお楽しみいただけると幸いです。




　毎度のことになりますが、本書籍をこうして世に送り出せたのは、かかわってくださった皆様のおかげです。いつも明るいメールで励ましてくださる編集担当の井上様、鋭いご指摘とわかりやすいご説明で私を的確に導いてくださる佐々木様、うっとりするほど美麗なカバーイラスト（一絆の着ぐるみがかわいい！）をご担当くださった蜂不二子様、販売部や書店、その他諸々たくさんの皆様のお力添えがあったからこそです。本当に本当にありがとうございます。

　最後に読者の皆様、いつもありがとうございます。いつの日か「紅カオルが書いた本だから買う」と作家買いしていただけるよう、これからも精進してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　またこのような機会を通してお会いできるのを楽しみにしております。




紅くれないカオル
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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